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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その日、一人の女生徒が死んで──私が生まれた。







　第一章







　　　　１




『リア充じゆう爆ばく発はつしろ』

　──そんなメッセージが、パソコンのディスプレイに表示される。

　月つく夜よ見み灰はい時じは一息ついて、先さき程ほどまで打っていた文章を削さく除じよし、新たに打ちなおした。

『今いま更さらの疑問なのだが、ヒデ君、リア充とは一体何かね』

『俺たち以外の奴やつらだな』

　ヒデ君──クラスメイトの高たか瀬せ英ひで也やは、そう返答した。

『俺たち以外というと、東とう京きよう都武蔵むさし野の市の吉きち祥じよう寺じにあるごくごく平へい凡ぼんな私立高校に通う月夜見灰時と高瀬英也以外の全世界の全すべての人類ということか』

『揚あげ足取るなよ、ハイジ君』

　灰時と英也は、お互たがいが登録している大手ＳＮＳサイト【アワーノート】の、チャット機能を使って文字入力での会話を楽しんでいる。

『まあ人の心の中身なんてわからぬものだからな。神を信じていたジャンヌ・ダルクだって、火か刑けいに処せられてもなお、その心は信心に満ち溢あふれていたかも知れぬ。であれば、彼女だって死ぬ時までリア充だったと言えるやも』

『そんな話には興味がねーよ。そういうのが書きたいんだったら、自分の小説に書いてろ』

『それこそ誰だれも読むまい』

　灰時はそう書き込んで、【アワーノート】のウインドウを奥へやり、新たなウェブブラウザを前面に開く。




　そこには【小説家をやろう】というサイトが表示されていた。

【小説家をやろう】とは、登録さえすれば誰でもインターネット上に自作の小説を発表できるサイトだ。

　膨ぼう大だいな量の小説が、どこかの誰かに読まれることをネット上で待っていた。




　灰時は、自分の小説の一つをクリックして開く。

　そこには、都会の高校生が田舎いなかに引っ越こしてきて、そこで出会った美少女に淡あわい初はつ恋こいをする、といった内容が書かれていた。

　灰時が一番初めに、最後まで書きあげた小説だった。

　再び【アワーノート】のチャット機能のアイコンが開く。

『確かに、お前の読者はそんな小難しいこと求めてないわな』

『我が崇すう高こうなる読者様方は、もっともっと簡潔でわかりやすいものを求めていらっしゃる。つまり、リア充爆発しろ、というならばそのリア充とは──』

『リア充とは？』

『──高校二年の十二月も終わりの夜中に、クラスメイトとチャットしているような、我々以外の全ての人間のこと、であろうな』







　クリスマスイブまで、あと四日。




　　　　２




　──みんな死んでしまえばいい。

　少女は、そう願っていた。

　なにも生まれながらに願っていたわけではない。

　初めは、自分さえ死ねばそれでいい、と考えていた。だが、できなかった。

　次に、なんとしてでも生きよう、と決意した。だが、それも打ち砕くだかれた。

　やがて、疑問を抱くようになった。──どうして、自分ばかりが。──どうして、自分だけを。

　暗くら闇やみの中でじっとうずくまりながら疑問を一つ一つ潰つぶしていくごとに、その思いは一つに集約されていく。すなわち──

　あいつらが、みんな悪いのだ。

　だから──みんな死んでしまえばいい。

　私以外の全ての人間、が。




　少女はその日から、行動を開始した。




　　　　３




　水みずヶが原はら水鶏くいなは、学校の帰り道、吉祥寺の駅前のアイスクリーム屋『サーティーン』の前に並んでいた。

　十二月の夕方は、まだ四時だというのにすでに薄うす暗ぐらく、駅前の歩道やバス通りを横切る人たちや忙せわしなく行き交かう人たちの息は、皆みな一様に、白い。

　予報では、今週中──クリスマス前後には雪が降るらしい。そんな寒さの中でも、アイスクリームという誘ゆう惑わくには抗あらがえない。

　水鶏が小さく足あし踏ぶみをすることで体温を保持しながら、ひたすらに順番を待っていると、目の前の女子高生たちがサーティーン店内へ入っていった。

　──次はいよいよ自分の番だ。何を注文するかはもう決めている。彼女たちと同じ、クリスマスシーズン限定の、新作アイスだった。ラズベリーとブラウンシュガーとシナモンがミックスされたフレーバーのアイスに、キャラメルソースがたっぷりかけられている。

　その時、背後から聞き覚えのある声がした。

「あれ？　──水ヶ原さんじゃね？」

　次の瞬しゆん間かん、水鶏はサーティーンの前から離れ、一度も振り向くこともなく早足で歩道を進んだ。聞き覚えのある声は笑っていたが、水鶏はその声をどんどんと置き去りにしていった。




　水鶏は、頰ほおを紅潮させながら、家路を急いでいた。サーティーンの新作アイスを食べ損そこなったことも悔くやしかったが、それよりもあの場から思わず逃にげてしまった自分が一番悔しい。

　あれはクラスメイトのグループだった。

　水鶏の通う桐きり咲さき女子学園はいわゆるお嬢じよう様さま学校で、目立った不良がいるような学校ではない。だからといって、全員が品行方正なお嬢様であるということでもなかった。

　さっき水鶏の背後から声をかけてきた少女たちは、その中の「品行方正ではない」人々だった。

　──彼女たちは苦手だ。

　やましいことをしているわけでもない。いじめられているわけでもない。ただ、苦手だった。

　彼女たちはスマートホンを操あやつり、情報を常に交こう換かんしあう。




　水鶏が転校してきた初日、彼女たちは携けい帯たい電話やスマートホンを片手に（人によっては両手に）水鶏の席の周りに集まった。そして水鶏に、【ウィスパー】のアカウント名を教えてだの【ＳＨＩＮＥ】のＩＤを教えてだの【アワーノート】にはなんて名前で登録しているのかだのを口早に尋たずねてきた。

　水鶏が何も登録していないということを告げると、「なんで？」と返された。

「携帯電話も、パソコンも、持ってないので」と答えると、一同はぽかんと口を開けたまま顔を見合わせた後、再び「なんで？」と訊いてきた。

　なんで、も何も、持っていないものは持っていないのだ。

　水鶏の両親がどちらも持たせようとしなかったし、また、水鶏自身も欲しいと思わなかった。水鶏は、

「携帯電話も、パソコンも、持つことはないと思うので」

　と答えた。

　クラスメイトたちは一いつ斉せいに表情を消すと、水鶏の席から離れていった。誰かが「可哀かわい想そうだよね」と小さく言った。

　携帯電話を持たないことは可哀想なことなのだ。彼女たちの中では。

　それはつまり、水鶏には友だちがいないのだ、と理解したからだ。

　──たしかに私には友だちがいないけど、と水鶏は思った。

　だったらみんなが友だちになってくれれば良いじゃないか、とは言わなかった。

　携帯電話やパソコンやスマートホンを持っているかいないかだけで、自分に興味をなくすような人たちを友だちに持っても楽しくないだろう、と思ったからだ。




　だからやっぱり──彼女たちは苦手だ。

「ああ、くそ」

　水鶏は、両親の前では決して口に出さない言葉を呟つぶやいた。

「もういい。セブンエイトのロールケーキで我が慢まんする」

　水鶏はそう口に出して言うと、顎あごを上げて冷たい風の中を更さらに急いだ。




　　　　４




　中なか城ぐすく謙けん一いちは、駅前の交番の椅い子すに座って、外を見ていた。

　夕方の駅前は人ひと混ごみでごった返している。寒さから逃れるように、人々は足を速めながら交番の外に現れては消えていく。

　──平和だ、と中城は思った。

　もちろん、事故や事件が一いつ切さいなかったわけではない。先日も浮うかれた若者が飲酒運転で交通事故を起こし、その命を自らの手で摘つみ取ってしまっていたし、学生が自殺したという話も聞いた。

　だがまあ、事件と呼べるような──それも凄せい惨さんな大事件とも呼ぶべきようなものは、今のところ一切起こってはいない。吉祥寺駅前の交番勤務になって二年が経たつが、現在までのところ、中城の命を脅おびやかすような事件には遭そう遇ぐうもしていない。

　このままでいいのだ。このままの日々を重ねていけば、自分もいつか父親のような立派な警察官になれる──と、中城は考えていた。二週間前までは。

「おい中城」

　名前を呼ばれてハッと顔を上げる。

　交番の入り口に、先せん輩ぱいの村むら瀬せ巡じゆん査さが入ってくるところだった。

「外回りお疲れさまです」

　中城は慌てて立ち上がり敬礼する。

　村瀬は寒い寒い、と手をこすり合わせながらストーブの前で手を合わせた。

「あれ、ありましたか」

　中城は胸の鼓こ動どうが高まるのを感じながら尋ねる。

「……ああ、あれか」

　村瀬はつまらなそうに答える。

「あった。けどお前、別にあんなのただのゴミだぞ？　お前にはオブジェかなんかに見えるのかもしれないけどさ、どっかのガキか頭のいかれた爺じいさんだか婆ばあさんだかがこしらえたもんだ」

　──あれは、そんなものじゃない。あれはもっともっと素す晴ばらしい、誰かの思いが形になったアート作品なんだ、と中城は思った。




　　　　５




　鴻こう島じま晴はれ雪ゆきは、吉祥寺の巨きよ大だいアーケード『ダイヤモンド街』にいた。

　──今が一番最悪だ。と、鴻島は──鷹たか島しま美み佳かの後ろ姿を見ながら、何度もそう思った。

　クラスメイトであり恋こい人びとだった美佳に、ハッキリと別れを告げられたのだ。

　原因は大おお迫さこ高たか道みちと共に、バイト先のレストランチェーンの厨ちゆう房ぼうでふざけた写真を撮さつ影えいしたのが発ほつ端たんだ。




　自分たち用の賄まかないを作っていた大迫は、余った材料と調味料をふんだんに使って、「オリジナルギガオムライス」を作製した。それに対たい抗こうして、鴻島はやはり廃はい棄き処分になるような野菜を集めて「鬼おにラーメン」を作製した。もちろん自分たちで食べて休きゆう憩けい時間を終えただけなのだが、それならここまで事態は悪化しなかっただろう。恐おそらく、すぐには。

　問題は、大迫がそのふざけて撮とった写真を、ＳＮＳサイトの【ウィスパー】に掲けい載さいしたときから始まった。

　大迫は、二人でその料理を持っている写真を、あろうことか「こいつを客に出してやりますよ！」という呟きとともにネット上に上げたのだった。




「お前らネットで話題になってんぞ」

　クラスメイトの相あい葉ばに言われたのは、十一月の中なか頃ごろのことだった。

「あ？　俺らがなんだって？」

　鴻島と違って大学へ本気で進学するつもりの大迫も、思わず参考書から顔を上げた。

「だから、あれ、お前らだろ」

　相葉はハンサムな顔をニヤニヤさせながらスマートホンを取り出す。

　相葉が鴻島と大迫の前に置いたスマートホンのディスプレイには、巨大なオムライスと山盛りになったラーメンの器うつわを抱かかえた少年が二人映っていた。

　写真には加工がされて顔はわからないようになっているが、鴻島と大迫自身の写真であることはひと目でわかった。

「……なんだよこれ」

　大迫の顔が青ざめていくのが見えた。

「ネットで話題になってるってどういうことなんだ？」

　体の大きい大迫は、相葉に詰つめ寄った。相葉も焦あせって、ハンサムな顔をひきつらせている。

「し、知らねーよ俺だって。今朝けさ、アドレスが【ＳＨＩＮＥ】で回ってきたんだよ」

「あ？　なんだよそれ。俺のとこには回ってきてねーぞそんなの」

　鴻島は相葉を睨にらむ。

　相葉のスマートホンには、『オリジナルギガオムライス（ＯＧＯ）検証まとめWiki』というページが表示されている。

　鴻島の血の気はすっかり引いていた。そこには、加工されていない、大迫と鴻島の顔がハッキリと写っている写真が掲載されていた。そればかりか、二人の【ウィスパー】のアカウントも掲載されている。アカウントが掲載された記事更こう新しん時間は、つい二分前だった。

　その瞬しゆん間かん、鴻島のスマートホンが震えだす。【ウィスパー】へのリプライ通知を報しらせるチャイム音がひっきりなしに鳴り出した。

「なんだよこれ、なんなんだよこれ」

　見ると大迫のスマートホンにも同時に大量のリプライが届いているようだった。

「うわ、まじかよ……」

　情報を持ってきた当の相葉本人も引きまくっていた。

　大迫は、クラスメイトの高瀬英也の席へスマートホンを持ったまま近づいた。

「おい、これどういうことだよ。お前ら、こういうの詳くわしいんだろ、何が起こってるか教えろ」

　高瀬と月夜見灰時はいつものように、教室の隅すみで二人してスマートホンをのぞき込みながら何やらぼそぼそと喋しやべっている最中だった。

「え、えーと、だ、だから、昨日の晩くらいから、【12ちゃんねる】かなんかでスレが立ったらしくって、そっからまとめサイトが拡散して、で、今、検証ページができてて、情報が一気に拡散してる最中、なのかな」

　高瀬は、後ろの席の月夜見にそう投げかけた。

「ああ、多分ね」

　月夜見は、大して面おも白しろくもなさそうに自分のスマートホンから目も離さずに無感情なトーンでそう言った。

「お前な、クラスメイトがピンチだってのになんだその態度は」

　大迫はそんな月夜見の態度が気に入らなかったらしく、月夜見に近づく。

　月夜見は高瀬とは対照的に、怯ひるむことなく立ち上がり、巨きよ体たいのクラスメイトに正面から向かい合った。

「殴なぐりたいなら殴ってもいいけど、今、そんなことしない方が良いんじゃないの。あっという間に【ウィスパー】に『オムライス大迫、暴ぼう力りよく沙ざ汰たなう』とか呟かれちゃうぞ。写真付きで」

　月夜見のその言葉に、大迫はハッとクラス中を見回す。誰だれも彼もが、スマートホンを手にしていた。

「見てんじゃねーよ！」

　大迫は怒鳴った。

「アカウント消すんだよ、全部。【ウィスパー】も【アワーノート】も【ＳＨＩＮＥ】も【ｘｉｘｉ】も全部だ」

　月夜見は大して面白くもなさそうにそう言った。

「はあ？　全部？　なんでそんなことしなきゃいけねーんだよ」

「そうやって訊きき返してる間にも──いや、もう手て遅おくれかもな。事態は君ら二人だけじゃすまなくなるぞ」

　月夜見は、少しだけ眉まゆ根ねを寄せてそう言うと、席に座り直した。

　なんのことだ──と、鴻島が訊き直そうとした瞬間のことだった。

「うわ、俺のとこにもきやがった！」

　相葉の声がした。

　ほぼ同時に、クラスメイトの殆ほとんどのスマートホンに、【ウィスパー】からのリプライ通知が届き始めたのだった。




　その後、鴻島も大迫も全すべてのアカウントを消去したものの、既に手遅れだった。

　二人のアカウントはネットの住民たちによって徹てつ底てい的に荒あらされ、二人がフォローしていたクラスメイトや友人のアカウントもすぐに特定され、そこも荒らされた。

　それだけでなく、クラスメイトの中には喫きつ煙えんや飲酒をしている呟きを写真付きでネットに上げている者も何人かいて、彼らもあっという間に特定されて顔写真も本名も住所までもネットに晒さらされたのだ。

　すぐに、学校側が通報などから事態の調査を始め、結果、飲酒や喫煙を認めた何人かの生徒は、一度だけの過あやまちではなく、ほぼ常習である証しよう拠こがネット上から次々と挙げられ、退学を余よ儀ぎなくされた。

　その中に、大迫と、美佳の写真もあったのだ。

　鴻島は煙草たばこも酒もやらなかった。

　十一月の後半には退学者と停学者の名前が告げられて、そのことがネット上にまた報告されると、事態はようやく沈ちん静せい化した。ネット上には『また勝ってしまった』とか『敗北を知りたい』とかの心のこもっていない言葉が飛び交かった。




　そして停学があけた本日、吉祥寺のアーケード街の入り口で、鴻島は、彼女にふられたのだった。







　クリスマスイブまで、あと三日。




　　　　６




　中城がそれを発見したのは二週間前のことだった。

　外回りに出かけていた中城は、『桐咲女子学園』の前を自転車で通っているとき、奇き妙みような感覚に囚とらわれた。

　静かな住宅街の中に建つ桐咲女子学園は中高一いつ貫かん教育のいわゆるお嬢じよう様さま学校で、武蔵野市と杉すぎ並なみ区の境にほど近い場所にある。

　十二月に入ったばかりの昼下がり、中城はその桐咲女子の近所になにか不ふ穏おんなものを感じ取ったのだった。

　中城が桐咲女子の周りをぐるりと一周し終えるかと思えたそのとき、不穏なものが強まっているのがわかった。

　発信源は、学校からではない。その横の、細い路地の奥からだった。

　中城は路地の入口に自転車を止めて、奥が薄うす暗ぐらくなっている路地を進んだ。

　十二月といえども、まだ昼である。空は晴れているのに、路地を進むに従ってどんどんと光が減っていき、肌はだ寒ざむさは増していた。

　奥へ進めば進むほど、不穏なものは強くなっていく。

　やがて、どんどんと薄暗くなっている理由がわかった。路地の突つき当たりに背の高い小規模な竹林が生えており、それらが太陽の光を遮さえぎっているのだ。

　──なんだこれは。

　中城は汗を拭ぬぐいながらも、竹林の下にある異様なものから目が離せなかった。

　それは、小さな一軒けんの廃はい屋おくだった。

　瓦かわらのほとんど残っていない屋根からは枯かれ果てた雑草がいくつも生えているのが見えた。土つち壁かべはボロボロで、ぐにゃりと傾かたむき、今にも倒とう壊かいしそうなのだが、そこだけ時間を止めたように動いていない。いくつか張られていたはずの板もすっかり腐くさり落ち、無残に地面に散らばっていた。窓が一つあったが、内側から新聞紙が貼はられており、中はまったく見えない。そして廃屋全体が傾いてゆがんでいるため、ガラス戸の上下に空間が生じていたが、そこには内側から衣服がギュウギュウに詰つめ込まれ、やはり一いつ切さい中は確かく認にんできないようになっていた。

　異様なのはそれだけではなかった。

　ガラス戸の周りの壁かべには、幾いくつもの布を結び合わせてひも状にしたものが、何本も釘くぎで打ち付けられていた。それらは引っ張られ、縦じゆう横おう無む尽じんにガラス戸の前に張られている。まるで、ガラス戸をひも状にした布で外から封ふうをするような──事故現場にロープを張るような──感じだった。更に中心に張られた布にはまた別の布が結び付けられており、それは廃屋の正面へ伸のびていた。地面に対して平行に、ピンと張られた布の先は、ボロボロになった自転車のハンドルに結び付けられていた。自転車は地面から動かないように、スタンドと後輪を挟はさみこむように大きな植うえ木き鉢ばちやブロックや瓦などが積み上げられている。前輪と後輪のスポークには、幾つものゴム手て袋ぶくろが逆さに結び付けられ垂れ下がっていた。自転車の籠かごには、三角コーンが逆さに突き刺ささっており、中に何かが入っているようだった。

　自転車のサドルには、小さな顔が乗っている──いや、顔ではない。顔のように見えただけで、それは薄うす汚よごれた白い巾きん着ちやく袋ぶくろに、丸い穴を三つ開けた物だった。その穴が丁度、眼めと口のように見えただけだった。白い巾着袋は路地の方を向いてサドルに置かれていたため、三つの穴がこちらを見ているような顔に見えただけだった。

　中城はゆっくりとその顔に近づいてみた。

　白い袋はただサドルに乗せられているのではない。サドルの上に何かが山のような形で積まれ、その上にすっぽりと被かぶせられているのだった。穴を通して見えるそれは、黒い土のように見えた。泥どろか何かをサドルの上に積んで、そこに袋を被せてあるのだろうか。

　中城は籠の中で逆さに突き刺さっている三角コーンを見た。工事現場や交通整理などで使われているものよりもずいぶん小さい。

　一体これは、どういうときに使うものだろう──そんなことを考えながら中をのぞき込む。三角かく錐すいの中には使用済みの生理用品がむき出しのまま大量につめ込まれていた。

「うわっ」

　突とつ然ぜん、臭においが立ち込めてきたような感覚がして、思わず顔を背そむけた。

　──これはいったい、いつからあった？　いつ、ここに出現した？

　新聞紙はまだ新しい。日付も先月のものだ。日に焼けてすらいない。ひも状の布だって、もっと日が経たっているならば、今もあんなにピンとは張られていない。サドルの上の泥（のようなもの）だってもっと風化してしまっているだろう。壁や白い袋に打たれている五寸釘もまだ新品のように見える。そして、あのぎっしりと詰め込まれていた使用済みの生理用品──も、まだ新しい。

　──ここ数日の内に作られたものなのだ、これは。

　誰が、なんのために。何故ここに。

　これは、何かの事件なのだろうか。だとしたら一体なんの。まだわからない。

　中城はとりあえずスマートホンで廃屋と裏手側、引いた場所からも何枚か撮さつ影えいをした。写真を確認している内に、ぞくり、と背中が震ふるえた。

　すぐに通報しなければ。思わず無線に手をやる。

　──だが、待て。もし、なんでもなかったらどうする？　ただの思い過ごしだったら？

　──危ないところだった。焦あせって早とちりをして、醜しゆう態たいを晒さらすところだった。こんなことではいけない。こんなことでは、父親のような立派な警察官にはなれない。

　大きく息を吐はくと、すっかり冷や汗と鳥肌が治まっているのがわかった。

　──焦っただけだ。よく見ればこの竹林も家も自転車も、一つの作品みたいで美しいといえなくもないじゃないか。

　中城はそんなことを思いながら、再び何枚も写真を撮影し始める。

　すっかり、夢中になっていた。
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　月夜見灰時と高瀬英也は、学校の帰り道、吉祥寺の『中道通り』にあるアニメ漫まん画が専門店である『アニマ・イド』にいた。

「ハイジ君。俺は君と法が許してくれるのであれば、大だい殺さつ戮りくを犯おかしてやりたい気分だぜ……」

「落ち着けヒデ君。俺は許しても法は決してお前を許さないだろう。早まって馬ば鹿かなことするんじゃないぜ」

　──英也がこんなに落ち込んでしまうのも無理はない、と灰時は思う。

　普ふ段だんであれば同性の友人同士、もしくは独り身が多いこの店内に、いつも以上にカップルがひしめき合っているのだ。

　原因ははっきりしている。クリスマスが近いせいだ。

　灰時と英也は、カップルたちの体や言動から発せられるイチャコラアロマにすっかりやられてしまっていた。

「無理をするな、ヒデ君……俺の買い物は別にいいから、君の欲しいものだけをさっさとレジへ持っていってしまおう。そしてこんな悪あしき桃とう源げん郷きようからはとっととオサラバしようじゃないか」

「提案はありがたいがハイジ君、俺たちはいつものように、クリスマスなどという浮うかれた文化には全く影えい響きようを受けていないように、あくまでも普段どおりにふるまわなければいけないのだ」

　英也はそんなことをぶつくさ言いながら、八冊もの文庫の新刊を両手にしっかりと抱かかえ込みなおし、わざと店内のカップルにぶつかるような足取りでズンズンと進んでいく。何人かのカップルの男性に肩かたを当てると、「チッ」と舌打ちまでしている。

　店内をうろつきながら、イチャコラとアニメグッズや新刊本を物色するカップルの邪じや魔まをする、お邪魔モンスターと化した英也は放っておいて、灰時は自分のための買い物に集中することにした。

　灰時の目当ては、少年漫画の新刊だった。




　アニマ・イドを出た二人は、駅前の喫きつ茶さ店てんで、本日の戦利品を確認している。

「ハイジ君はまた揃そろいも揃ってバトルものばかり買ったんだね」

　灰時の戦利品を見て、英也はそう言った。

「いつものことさ。俺はバトル漫画が大好きなのだよ」

「それはわかるよ。こないだのハイジ君もかっこよかったもんな」

「な、なんのことだいヒデ君」

「一ヶ月前、大迫に立ち向かったときのことだよ」

　──またこの話か。

「だからー、別に立ち向かったわけじゃない。俺は炎上のことなんか知らなかったし、こっちに何も非がないから何もしなかっただけさ」

「何もしなかったことはないじゃないか。大迫と鴻島に、アカウントを全部消すように指示していたよ」

　英也はうんうん、とうなずきながら美味おいしそうにコーヒーを飲む。

　あの日の帰り道から、何かあるたびに英也はこの話を灰時にさせようとする。

「あの日俺は怖こわくなって震えることしかできなかったからね。あんなでかい大迫に立ち向かっても平然としていたハイジ君は、俺にはヒーローに等しい存在なのさ」

　灰時は力なく笑ってその場を収めた。
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　事実、あのとき、とてつもなく怖かったのは本当だったが、それよりも、灰時には試ためしてみたいことがあったのだ。

　それは、あの場で、大迫か鴻島を、自分の思い通りに動かしてみること、だった。

　殴られたって構わない。まともに殴られたこともないくせに、そんな覚かく悟ごだけ決めて、震ふるえる膝を隠かくしながら、なるべく無関心な声と無表情な顔が作れるように努力した。

「殴りたいなら殴ってもいいけど、今、そんなことしない方が良いんじゃないの。あっという間に【ウィスパー】に『オムライス大迫、暴ぼう力りよく沙ざ汰たなう』とか呟かれちゃうぞ。写真付きで」

　灰時は大迫に言ってみた。それで大迫が逆上して、殴られてしまえば、そこで終わりのはずだった。そして、大迫は灰時を殴らなかった。

　試してみたいことの一つは、成功した。

　大迫は鴻島よりもガタイが良いし、頭も良い。灰時の目もく論ろ見みにきちんと乗っかってくれたが、鴻島はどうだろう。こちらは成功するだろうか。

「アカウント消すんだよ、全部。【ウィスパー】も【アワーノート】も【ＳＨＩＮＥ】も【ｘｉｘｉ】も全部だ」

　灰時はそう告げたが、鴻島はすぐにはそれに従わなかった。ワーワーと文句を言いながら、灰時の提案を一度は退けた。

　──やっぱりそう上手うまくはいかないよな。と、灰時は悔くやしい思いで席に着いた。

　自分の思い通りに人間を動かすことなど、不可能なのだ。大迫は察しが良かったから成功したが、鴻島には通用しなかった。やはり、人間は現実世界では神にはなれないのだ。




　自分の思い通りに人を動かしてみたい。

　灰時は、いつしかそう考えるようになっていた。

　圧あつ倒とう的な力──暴力や恐きよう怖ふなどで、それを実現可能にしている人がいるのは知っていたが、灰時はそんな力など欲しくなかったし、自分にそういう生き方は向いていないと知っていた。




　他人を思い通りに操あやつるテクニックを磨みがいていったが、中学三年のときに、それを同級生で試そうとしていたことが露ろ見けんしてしまい、灰時は友人を一気に失ってしまった。その日から灰時は、あまり人と関かかわりをもたないようになる。

　現実の人間を思い通りに操ることは無理なのだ。灰時はすっぱりと諦あきらめた。その代わり、虚きよ構こうの中の人間ならば、どこまでも自分の思い通りにできる──。

　──神様と同じ視点で、全ての人々を見み下おろすように観察できたら、面おも白しろいだろうな。

　そして灰時は、小説を書き始めたのだった。




　灰時は、英也に噓うそをついている。

　大迫と鴻島の炎上のことを知らなかった、と灰時は言ったが、本当は、前日の夜のうちに知っていた。

　まとめサイトで取り上げられ、検証サイトも立ち上がった直後のタイミングだった。

　写真は加工されて顔は消されていたが、ひと目見てすぐに、クラスメイトの大迫と鴻島だと気付いた。

　その瞬しゆん間かん、この二人を、思い通りに動かせるかもしれない──と、一度は封ふう印いんしていた想おもいが突とつ然ぜん蘇よみがえった。

　上手くいくかどうかもわからない。偶ぐう然ぜんに頼たよる部分が多すぎる。下手したらしこたま殴られる。

　それでも、試してみたくなって仕方がなかった。大迫と鴻島のこの炎上がひとまずその場で治まるように、俺がコントロールできるのではないだろうか──上手くいかなくたって構わない、という思いで、灰時は、検証サイトの項こう目もくに、大迫と鴻島の通っている高校の情報を書き込んだ。

　あとは、明日あしたまでにどこまで特定が進むか、だけど、そればかりはコントロールしようがない。

　教室にいるときに丁度炎上してくれれば、成功の確率は一気に高くなるな。

　灰時はそんなことを考えながら、久しぶりに胸の高鳴りが抑おさえきれないほど興奮しているのに気付いた。




　　　　９




　みっふぃー：『だから、みんな死んでしまえばいい』

　──そんなメッセージが、スマートホンのディスプレイに表示される。

　監かん視し者しや：『それが、君の最さい期ごの願い？』

《監視者》は、【ウィスパー】アプリのダイレクトメッセージ機能で、《みっふぃー》へメッセージを返す。

　みっふぃー：『そう』

　監視者：『わかった』

　みっふぃー：『なにがわかった？』

　監視者：『君が、本気だ、ということがわかった』

　みっふぃー：『私は本気。本気でみんなの死を望んでいる』

　監視者：『ドラマチックな言い回しだね。嫌きらいじゃない』

　みっふぃー：『茶ちや化かさないで欲しい』

　監視者：『ごめん、そんなつもりはなかったんだ。気を悪くさせたなら謝る。ただ、自分の人生に、これ程ほどまでドラマチックな出来事が関わってくるなんて思いもよらなかったものだから。君との出会いには本当に感謝しているんだ』

　みっふぃー：『あなたの人生のことなどどうでもいい。私は私の人生を終わらせるときに、どれだけ大量の巻き添ぞえを作れるのか、の方が大事』

　大量の巻き添えを作る自殺。勿もち論ろん、巻き込まれた方はたまったもんじゃないだろう。

　この《みっふぃー》というアカウントを持つ人物は、間ま違ちがいなく狂くるっている。

　武蔵野中央公園の片かた隅すみで、《監視者》は夕空を仰あおぎ、白い息を吐はいた。




《監視者》はただひたすらに退たい屈くつしていた。

　自分のこれまでの人生を振ふり返ってもこの先の未来を見み据すえても、そこになんの感想も展望も希望もなく、日々流れていく時間を無む駄だにすることに勤いそしんでいた。

　自分には何もないことを《監視者》は知っていた。勉強が得意なわけでも運動が得意なわけでもなければ打ち込むような趣しゆ味みも将来の夢もない。

　ただひたすらに自分から湧わき上がってくるものを探した時期もあったが、そのどれもが本物ではないと自分で気付いてしまってからは、自分に何かを期待することは一いつ切さいやめた。

　その代わり、他者に楽しませてもらう。そこで《監視者》はインターネットの世界にどっぷりとはまり込んでいった。

　巨きよ大だい匿とく名めい掲けい示じ板ばん【12ちゃんねる】や【ウィスパー】【ｘｉｘｉ】【アワーノート】【ＳＨＩＮＥ】などを次々と開きながら、他者の行動や言動を眺ながめて過ごした。

《監視者》はネットを眺めているだけで、議論や意見交こう換かんには参加しない。自分の意見がないので当然だった。ただ、眺めていて、その間暇つぶしになればそれで満足だった。

　インターネットの世界の中では、すぐにでも外国と戦争を始めるべきだとか、始まりそうだからなんとしても阻そ止しすべきだとか、戦争なんか起こらないから冷静になるべきだとか、そんな意見が最近は特に活発になっていた。

《監視者》はふと、もし戦争が起こって自分が兵士として戦場へ赴おもむくことになったら、自分のような人間が一番重宝されるのではないか、と思った。

　──自分には何もないのだ。だからきっと、他ほかの人間を殺すことも平気だろう。

　自分の未来には何もないとわかっていても、《監視者》は悲観も絶望もしていなかった。それが当たり前だ、とわかっていたので、まるで平気だったし、これ以上自分の人生をなんとか輝かがやかしいものにしよう、とか、自じ暴ぼう自じ棄きになって暴れてやろう、という気持ちも一切起こらなかった。

　だから自殺しようとも誰だれかを殺してやろうとも思ったことがなかった。

　その代わり、自分以外の誰かがそうなるのであれば、見てみたいと思っていた。

　そんな人物が自分の近くにいるならなお良いし、自殺でも他殺でも、どちらかを生で見られるのであれば是ぜ非ひ見せてほしいと願っていた。

　──そして《みっふぃー》と出会った。




《監視者》がこのアカウントを見つけたのは全くの偶然だった。退屈しのぎに【ウィスパー】の検けん索さく欄らんに『自殺』とか『殺人』とか『暗殺』とか『呪のろい』とかいった単語を打ち込んで、誰かが自殺実じつ況きようとか殺人実況とかやっていたら面おも白しろいのになー、という程度の気持ちで適当に眺めていたときのこと。

　そこに《みっふぃー》はいた。

《みっふぃー》は誰もフォローすることなく（フォロワーは数人いた）、全世界に向けてひたすらに、自分が自殺すると同時にみんなを殺してしまいたい、という思いを呟つぶやいていた。

　そこで《監視者》は《みっふぃー》を監視することに決めた。

　なにより、自殺も他殺も、そのどちらも見せてくれるかもしれないのだ。《監視者》にとっては願ってもいない人物であった。

《監視者》は《みっふぃー》にフォローを返してもらうことによって、直接のメッセージのやり取りが可能になった。このダイレクトメッセージ機能を使えば、ここでの会話は他のユーザーに見られることはない。




　監視者：『正直言うと、ついさっきまで、こんなのは全く馬鹿馬鹿しい、と思ってたんだ』

　みっふぃー：『なにが？』

　監視者：『君のやろうとしていることが、だよ。実現不可能で、幼稚で馬鹿馬鹿しいって思ってた。いや、気を悪くさせたらごめん』

　みっふぃー：『別にいい。今はもう、そう思ってないのなら』

　監視者：『そうだね。今はもう違う。私も君と同じだ。君の最期の願いが成じよう就じゆすることを心待ちにしているよ。今、これを見たあとは』

《監視者》は、スマートホンから視線を上げ、もう一度、目の前の異様な光景を見つめる。




　そこにあるのは、物置小屋だった。二畳じようほどの広さをもつ古ぼけた小屋は、長らく使われていないように見える。スチール製の外がい壁へきは錆さびでボロボロになり、大きく曲がって歪ゆがんでいた。

　それだけなら公園の片隅に設置された普ふ通つうの物置小屋だ。異様なのは、そこに施ほどこされた装そう飾しよくだった。

　物置小屋の周りは、布を結んで繫つなぎひも状にしたもので何重にも巻かれている。さらに巻かれた布には黄色と黒の安全ロープが何本も結び付けられ、物置小屋から放射状に真っ直すぐ伸のばされ、近くの木の枝や幹に結び付けられている。その安全ロープには更さらに、何十足もの運うん動どう靴ぐつが紐ひもで結ばれて垂れており、どの運動靴の中にも泥どろが敷しき詰つめられている。物置小屋の前の地面には、学校の教室で使う学習机と椅い子すが、半分だけ埋うめられている。学習机と椅子には、五ご寸すん釘くぎが何本も打ち込まれており、そこに布を結んでひも状にしたものが幾いく重えにも巻きつけられている。学習机の中には枯かれてしまった花束が突つっ込まれていた。椅子も半分地面に埋まっているため、背もたれの部分しか地上には見えていないのだが、席の上と見られる地面に、布製の白い袋ふくろが置かれている。袋にはピンポン玉大の丸い穴が三つほど開けられており、そこから中に詰められている物が少しだけ見える。

《監かん視し者しや》は袋に開けられた穴に顔を近づけて中を覗のぞきこむ。大量の黒い髪かみの毛がぎっしり詰つめ込まれているのが見えた。

　物置小屋と地面の間の隙すき間まには、使用済みの生理用品がみっしりと詰め込まれていた。安全ロープが放射状に伸びているため物置小屋に近づくのは苦労したが、ドアは南なん京きん錠じようで施せ錠じようされ、外壁に窓のようなものは一つもなかった。




《監視者》は物置小屋から離はなれ、自分の自転車が置いてある場所まで戻もどった。

　監視者：『あれは、本当に君が一人で？』

　みっふぃー：『私が組み上げた』

　監視者：『これが君の願いを叶かなえるものなんだね』

　みっふぃー：『そう。それこそが、私が死ぬことで発動する装置』

《監視者》は異様なオブジェと化した物置小屋をもう一度見た。

《みっふぃー》はあれを、『装置』と呼ぶ。他にも『ゲート』であり『よびしろ』であるとも言っていた。そう、それに──『結界』とも。

　みっふぃー：『あと四つ』

　監視者：『了りよう解かい』

《監視者》は苦笑して、自転車に跨またがり、夕暮れの公園を後にする。

『装置』は他にも武蔵野市内に設置されているらしい。

《みっふぃー》は、自らの作った『装置』の場所を《監視者》に教えることで、計画の協力を求めてきた。それは自殺を成功させた後に、大量殺害を引き起こすための最後の手順、一番大事な部分だった。

　すなわち、自分の血液を、『装置』に流し込むこと。

《監視者》はその役割を請うけ負った。

　──《みっふぃー》の自殺と、その後の大量虐ぎやく殺さつを目の前で見せてもらう、という条件で。










　第二章
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　月つく夜よ見み灰はい時じは、武蔵野市立中央図書館に到とう着ちやくした。

　──さすがは中央図書館。『ナヤバシカメラ』裏うらの吉祥寺図書館とは規模が違いすぎるぜ。中央と名がつくだけのことはあるな、うん。

　灰時はトイレ前の丸テーブルに空きスペースを見つけると、鞄かばんを置いてコートを脱ぬいだ。

　トイレの前という環かん境きようが気になるが仕方あるまい。こんな環境だからこそ空いていたのだろう。そう考えることにして灰時は、目当ての本を探しに本棚の方へ歩く。

『民みん俗ぞく学』と書かれたプレートが嵌はめられた本棚の前で、灰時は止まった。目の前には、あらゆる本の背表紙──それらには『民間信しん仰こう』だの『西洋呪じゆ術じゆつ』『シャーマニズム』といった文字が並んでいる。

　──一体どれを選べばいいのだ。

　灰時は迷っていた。




　──『呪い』や『まじない』の仕掛けを、自分の書く青春恋れん愛あい小説に組み込めないものか。『呪い』と聞いて真っ先に浮うかぶのは、藁わら人にん形ぎようだろう。丑うしの刻参りという奴やつだ。例えば、あれの、恋愛成就版みたいなまじないは存在しないだろうか。いや、そもそも百度参りとか水みず垢ご離りなどの祈き願がん、『祈いのり』などがそれに当たるのではないか。四国の遍へん路ろなども、確か願いを成就させるために回るのじゃなかっただろうか。

　灰時は、新しい長編の題材を、『祈り』と『まじない』に定め、明日図書館へ行って何か資料を借りよう、と決めたのだった。




　決めたはいいが、灰時は迷っていた。

　──もっと『初心者でもできる呪のろい入門』とかそういうわかりやすい本はないものだろうか。

『シャーマニズム』についての本だといわれたところで、それが自分の書こうとしている青春恋愛小説にどう影えい響きようを与あたえてくれるのかさっぱりわからない。

　──どうせ俺の小説を慶よろこんで読んでくれるような読者は、片思いの男子だか女子だかが喧けん嘩かしたり勘かん違ちがいしたりするけど最終的にはくっつく、といったような内容であればみんな『いいね！』してくれるのだ。

　こっくりさんのやりかた、とかそういう本があればいいのに、と思ってふと、小学生コーナーの本棚に行けばそんな本もあるのではないか、と気付いた。

　──そもそも書いている俺がアホなのに、登場人物が俺以上に賢かしこくなれるはずがないではないか。俺には子供コーナーがぴったりなのだ。

　灰時が右向け右、をして本棚から離れようとしたそのとき──、

「きゃっ」

　目の前で、制服姿の少女が灰時とぶつかりそうになってよろけた。

　少女は本棚に手をついて体勢を立て直そうとしたが──本棚までの距きよ離りが開きすぎていたため、そのまま横に倒たおれていく。

「ほおおおお？」

　床ゆかに倒れこむ寸前で、灰時は少女の腕うでを摑つかんで、その身を引き起こした。

　引き起こしてから灰時は、見ず知らずの女生徒の腕を摑んでしまっていることに焦あせって、慌あわてて両手を離して、大きく振ふった。

「あ、いやいや、すみません、あの、ほんとに、これ、あれ」

　制服姿の少女は、必要以上に焦って目を逸そらしながら手をブンブンと振る灰時に小首を傾かしげた後、朗ほがらかに、あははー、と笑った。

「いやいや、謝らなくていいです。謝らなきゃいけないのは私の方だし。倒れるとこ助けてもらったんだし」

「あっいや、俺、あいや、僕っが、急に振り向いたから、あの、その、振り向かなければ、危ないこともなかったし、だから、つまり、すみません」

　少女は、真っ赤になってへどもどと言い訳する灰時の姿を、ぽかん、と見ていたかと思うと、急にお腹なかを押さえてうずくまった。肩かたが小刻みに震ふるえている。灰時は慌てた。

「ああ、あの、やっぱりどこか打ったりしてたんじゃ？　それとも俺、あいや、僕の引っ張り方が悪かったとか？」

「くくく……違ちがうんです。あの、だって、うふふふふ……あいやぼくっが、って。あいや、ってぷくくくくっ」

　少女はうずくまってお腹を押さえ、必死で笑いを堪こらえていたのだった。

「あいや、なんて、言った？　言いましたっけ、俺、あいや僕……」

「また言ったー！」

　ブフー、と少女は我が慢まんしていた笑いの堰せきを大きく切ったのであった。




　何人かの視線が気になり始めたので、灰時は少女にもう一度だけ謝ると慌ててその場を後にし、一階の小学生コーナーの本棚をぐるりと見て回ったが、一番それらしい本は『恋こいの占うらないあれこれ』というピンク色の表紙が眩まぶしい一冊だけだった。

　灰時は記録せずに本棚から持ち出し、フロアを上がってトイレ前の席に戻もどった。

　鞄からノートを出し、取りあえず使えそうな単語だけでも拾ってメモしようとしたときだった。

「可愛かわいらしい本読むんですね」

　右側から声がした。

「占いとかおまじないに興味あるんですか」

　驚おどろいて右側を見ると、先ほどの制服の少女がテーブルに着いて、朗らかな笑えみを浮かべていた。

「あ、いやっ」

　そう言って思わず灰時は口を両手で押さえる。

　──危ない、また、あいや、と言ってしまうところだった。

　正確には既すでに言ってしまったのだが、制服の少女がまだ笑っていないところを見ると、ギリギリ間に合ったらしい。

「ブフー」

　──ああ、だめだ。やっぱり間に合ってなかったっぽい。

　少女はすごい勢いで丸テーブルに突つっ伏ぷして声を殺して笑い続けるのであった。ところで灰時には、あいや、の何がそんなにおかしいのかさっぱりわからなかったが、彼女にはツボらしいし、ツボに入ると笑いを堪えられなくなってしまうらしい。
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　──しかしよくこの人、見ず知らずの男子高校生に話しかけてこられるな。

　少女の笑い待ちをしながら、灰時はそう考えていた。少女の頭のリボンが、小刻みに揺ゆれる体の振しん動どうでゆっくりとずれていく。

　──いわゆるコミュ力のある人なのだろうな、きっと。

　灰時は、かつての自分もそうであったことを思い出しながら小刻みに震える肩を見ていた。この制服は、『桐咲女子』の制服だ。灰時の学校は昨日終業式を迎むかえたのだが、『桐咲女子』はまだ冬休みではないのだろうか。それとも、冬休みには入っているが、彼女は何か部活をやっているのか。

　──それにしても可愛い子だ。

　灰時は机に突っ伏したまま顔を上げずに小刻みに笑っている少女の顔を思い出す。さらりとした黒くろ髪かみのストレートヘアーに、白い肌はだ、大きな目と小ぶりの鼻、少し色素の薄うすい唇くちびると、その下から見えた綺き麗れいな白い歯。身長も低く、体も細いのだが、健康そうな印象で、手足もスラリと長かった。

「ハッ」

　少女は、目め尻じりを指先で拭ぬぐいながら顔を上げた。

「ごめんなさい。ツボに入ると、ずっと笑っていられるんです私」

「ソノヨウデスネ」

　灰時は再び顔を真っ赤にしながら少女の顔から目を逸らすのに必死だった。

「私、水みずヶが原はら水鶏くいなっていいます」

　水ヶ原水鶏は、唐とう突とつに自己紹しよう介かいをした。

「あ、ああ、俺、あいや、僕の名前は」

　灰時が名乗ろうとしたときは手て遅おくれで、水鶏は既に机に突っ伏し、結びなおしたばかりのリボンを早さつ速そくずらしていた。
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「月夜見さんは、占いとかおまじないに興味があるんですか？」

　落ち着いた水鶏は、水すい筒とうから一口飲んで、もう一度そう訊きいた。

　温かな紅茶の香かおりが灰時の鼻び腔こうをくすぐる。

「……興味があるわけではなくて……」

　灰時は何も書かれていないノートの上を見つめながらゆっくりと喋る。

　まだ水鶏の方は緊きん張ちようしてしまって見られない。

「……調べものなのです」

　考えに考えて、ようやくそれだけ言った。

「私もなのです」

　そう言って水鶏は鼻からむふー、と息を吐はき、積み上げられた本をバンバンと叩たたく。

　そうなのだ。灰時が一階のフロア、小学生のコーナーで恋こい占うらないの本をなんとか一冊探し当てている間に、水鶏は『民みん俗ぞく学』の本ほん棚だなからなにやら難しそうな、灰時が敬遠した類たぐいの本を何冊も選んで借りていたのだ。そして灰時が持ってきたのは小学生向けの恋の占い・おまじないの本。

「みっ、み」

「み？」

「水ヶ原さんはその、民俗学に興味がおありで？」

　灰時は自分の中での取って置きの男前の顔を作って水鶏に訊いた。

「いえ、そうじゃなくてですね」

　完全スルーだった。

「趣しゆ味み、みたいなものです」
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　中なか城ぐすく謙けん一いちは、彼がアート作品と呼ぶその物体を、既すでに三つ見つけていた。

　一つは、桐咲女子の裏手にある住宅街の行き止まりにあった廃はい墟きよ。

　もう一つは、武蔵野中央公園の片かた隅すみの物置小屋。

　もう一つは、井いの頭かしら公園の入り口に設置された、不法放置自転車の撤てつ去きよ場所の中。

　ボロボロに錆さびて打ち捨てられた自転車が、撤去場所の片隅に積み上げられていた。

　それだけなら誰もそれが、意図を持って作られたオブジェだとは気付かないだろう。

　だが、中城は、既に二つ発見していた。だから、その一見ただ積み上げられただけの、捨てられた自転車の山に、細工がしてあるのを見つけることができた。




　やはり布を結んでひも状にしたものが幾いく重えにも巻きつけられており、使用済みの生理用品が山のように、アイスクリームの箱の中に詰つめ込まれ、自転車の籠の中に入れられていた。サドルには何本もの真新しい五ご寸すん釘くぎが打ち込まれ、もう二度と座られることを拒きよ否ひしていた。自転車の山の中心に、やはり三つの穴が開けられた白い袋ふくろが──今回は二つ、ひっそりと地面に置かれていた。手を伸のばしても届かないほど奥に置かれていたので、白い袋の中に何が詰められているかは確認できなかった。ただ、袋が置かれている更さらに奥で、何か胴どう体たいの長い生き物がビタンビタンと、地面や自転車に体を打ち付けながらのたうっているのが見えた。蛇へびか何かが、固定されているのかもしれない。




　──あの生物がまだ生きているということは、このオブジェが作られたのはつい先ほどなのかもしれない。いや、それよりも。

　中城は、パトロール用の自転車に跨またがり、井の頭公園を後にした。

　──今までに見つけた二つのアート作品の中にも、見落としてしまった生き物の死体が残されているかもしれない。

　一体誰が、なんのためにこんな禍まが々まがしいことをしているのか。

　中城には想像もつかなかったが、これは自分の事件だ──と強く感じるようになっていた。

　何者かが武蔵野市内に設置しているこの異様なアート作品は、何かのメッセージなのだ。頭のおかしな人間が、子こ猫ねこや飼い犬を殺して近所を回ったり、ストレスに押しつぶされそうな主婦がゴミ捨て場に火をつけて回るのとは、レベルが違ちがう。

　──この異常事態に気付いているのは俺だけだ。だから、俺だけが解決しなければいけないのだ。

　警察無線で先せん輩ぱいの村むら瀬せ巡じゆん査さからの連れん絡らくが入る。中城はそれに上の空で答えながら、冬の青空の下、早く事件が起こればいい、と思っていた。

　できれば、凄せい惨さんな殺人事件が。
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「御ご神しん木ぼくって見たことありませんか？」

　水鶏は『Sink』というタイトルの本をペラペラとめくりながらそんなことを訊いてきた。

「御神木っていうと……神社とかにある大きな木？」

「大きいとは限りませんけど、大きいのが多いですね。注連しめ縄なわを巻かれていたりする、あれです」

「見たことはあります」

「注連縄を巻かれているあれは、勧かん進じん木ぼくとか呼ばれて、言うなれば神様の依より代しろなんですね」

「よりしろ」

　灰時は取りあえずノートによりしろ、と書いた。どういう漢字が正しかったか思い出せない。

「他ほかにも、岩とか、巫女みこさんを依り代とする例もありますが、基本的には、自然界の神様が宿っているものなんです。巫女さんの場合は、神降ろしなんていわれますね」

「はあ」

「で、ですね。その神様の依り代のある場所──神社なんかだと鎮ちん守じゆの森、と呼ばれますよね？　そこは、神様のいる場所なので、禁足地であるわけです。人間の世界と神様の世界の境界なので」

「境界、成る程」

「つまり、結界ですよね？　で、その考えから、人々は、お地蔵さんや祠ほこら、庚こう申しん塔とうなんかを、村の集落の境い目などに置くようになったわけです。何故なぜだかわかりますよね？」

「ええと……結界を作るため？」

　水鶏は両手の人差し指を灰時に勢いよく向けて顔を輝かがやかせる。

「ほっ！　正解です。つまり、神様や仏様のいる場所だから、災さい厄やくが入ってこないように、と結界を張ったわけですね」

「はあ」

　水鶏はうれしそうに本をめくりながら、灰時に古こ神しん道とうだの地蔵信しん仰こうだのといった言葉を説明し続ける。

　──やっぱり変だ、この子。可愛いけど。

　灰時が水鶏に「呪のろいとかおまじないに興味があるんですか？」と訊きき返したのが始まりだった。水鶏は、呪いというものはそもそも言こと霊だま信しん仰こうに由来し、のろい、と、まじない、は同じ漢字を当てるのです、だとか、物に霊れい的てきなものが宿ると信じられることから始まる儀ぎ式しきであり、などといったことを一気にまくし立てたかと思うと、いきなり「御神木って見たことありませんか？」と訊いてきたのだ。

　そこから水鶏は実に楽しそうにペラペラと喋しやべり続けている。

　初めは灰時も、自身の小説の参考になるかも、と身を乗り出したが、水鶏のテンションにやや置いてけぼりを食っている。




「オリジナルの道祖神を作ったらどうなるでしょう？」

　水鶏のその質問で、灰時は我に返った。

「……へ？　あ、ごめん、オリジナルの？　なんて？」

　水鶏は眉まゆ根ねを寄せて灰時を睨にらむ。

「……聞いてませんでした？」

「いや聞いてた聞いてた。聞いてました。道祖神ですよね、だから、ええと」

「メジャーどころで言う、お地蔵さんです。あれは仏様を象かたどったものですけれど、そうじゃなくて、もっと、オリジナルの神様」

「オリジナルの神様……マイティ・ソーとか？」

「なんですかそれ？」

「いい、気にしないでください」

「では気にしませんが、神様の世界と、人間の世界を隔へだてる結界の役割を果たす道祖神や祠の中に、自分自身のオリジナルの神様を祀まつるのです」

「……そんなことしてどうなるんですか」

「ええと、それを私が質問したんですけど」

　水鶏は目を閉じて頰ほおを膨らませると、本をパタン、と閉じる。

「ちょっと待って。考えてみる。ええと、そもそも、オリジナルの神様なんて祀ったところでなんの意味があるのかな」

　灰時は、水鶏から聞いた話を自分なりにまとめてみようと、話を順に確かめていくことにする。

「意味は、あると思います」

「ええ？　でも、なんの御ご利り益やくも由ゆい緒しよもない神様なわけですよね。鳥居も神社もない」

「その人が信じていれば、その神様は、確かに存在するからです。但ただし、その人の中だけに」

　──ああ、そういうことか。灰時は理解する。

「さっきまで使ってたはずのシャーペンが突とつ然ぜん見つからなくなったとき、人は驚おどろきます」

　水鶏は、灰時の手からひょい、とシャーペンを取り上げ、自分の背中側に隠かくしながら言った。

「お、う、うん……」

　灰時は突然のことに驚おどろきき真っ赤になりながらも話についていく。

「勿もち論ろん、人はどこいったんだろう？　と探しますよね。足元を見たり、何かの下を見たり」

「でも、そんなところ探しても、見つからない」

「それは何故でしょう？」

「み、水ヶ原さんが持ってるから、です」

「ところが私は持ってません」

　水鶏はそう言いながら背中に回していた両手を開きながら、灰時に見せた。そこには何も握にぎられていなかった。

「あ、あれ？」

「あると思った場所にない。変だなあ、とあきらめかけたとき、散々探したはずの場所から不意に出てくるのです」

　そう言いながら水鶏は、灰時の手をどかし、その下のノートの表紙をゆっくりめくった。そこには、灰時のシャープペンシルが転がっていた。

「手品だ！」

「その通り。これは手品ですが、手品を知らない人や探したと思っていたのは気のせい、と思ってる人はどう考えるでしょうか？」

「……何か、不思議な力が働いた」

「それが神様です。なんだ神様のせいだったのか、と考えることによって、人は不思議なことに、無む理り矢や理り説明をつけて納なつ得とくするのです。その人の中では、そのシャーペンを隠すオリジナルの神様は存在していて、その神様がいる、意味もある。妖よう怪かいなんかも同じですね」

　水鶏は『妖怪の理ことわり　妖怪の檻おり』と書かれた本の表紙を指でなぞりながら言った。

「無宗教の人でさえ、親しい人物が事故にあったと聞いたときや、自分の運命がくじ等に委ゆだねられたときは、知らず知らず、神に祈いのりを捧ささげます。その瞬しゆん間かん、その人の中には、神様がいるのです」

「じゃあ、オリジナルの神様を祀るのに意味はあるとして」

　灰時はノートにメモを書きつけながら言う。

「それでも、それはその人の中だけですよね？　周りの人には影えい響きようを及およぼさない。だから例えば、ええと、子供が、自分だけの神様を作って、積み木か何かで神しん殿でんを作って、祀っていたところで、家族がそれを信じるわけではない、みたいな」

「子供が積み木、のレベルであればそうでしょうね」

　水鶏は腕うでを組んで、椅い子すの背もたれに思い切り体重を預けて言った。

　──この子、思ってたより、お嬢じよう様さまお嬢様していないのかもしれない。灰時は綺き麗れいなプロポーションに思わず見とれながらそんなことを考えた。

「もし社会的に影響力があったり経済力や求心力のある大人が、それをしたら──話は変わってきます」

「──新興宗教か」

　思わず灰時は敬語を忘れて呟つぶやく。

「むしろ、新興宗教であれば、まだましかもな、とは思います」

　──まだ、まし？　まし、とはどういうことだ？

「どうして宗教だったらまし、だと？」

「そうですね。彼らはオリジナルの神様を祀ることはあっても──道祖神までは作らないと思うから、です」

「あっ」

　灰時は水鶏の質問を思い出した。「オリジナルの神様を祀ったらどうなる？」ではない。「オリジナルの道祖神を作ったらどうなるか？」なのだ。

　つまり、オリジナルの地蔵、もしくは、祠のようなものを、町の中に勝手に作ったらどうなるのか？　という質問なのだ。成る程ほど。

「オリジナルの結界を……作る意味、ってことか」

「一つ考えられるのは、見せ付けるためですね」

　水鶏は、灰時のシャープペンシルを再び取り上げ、ノートに『見せるため』と書いた。

「なんでそんなこと？」

「お地蔵さんも祠も、災厄に見せなければ意味がないからです。ここから先は入るべからず、という目的のものが隠されていて誰だれにも気付かれなかったら、意味がないと思います」

「成る程」

「見せることによって、意思を他者に伝えるため──という考えでいくと、もう一個、嫌いやな想像が働きます」

　水鶏は眉根を寄せてそう言いながら、ノートに『いやなこと』と書く。

「嫌なこと？」

「お地蔵さんや祠は、結界を張って災厄から守るものですが、もうこんなものは意味がない、と見せ付けるために、わざと破は壊かいしたりする場合があります。明治時代に政府が出した神仏分ぶん離り令なんかがそうですね。わざとお地蔵さんの首だけ破壊したりして、首なし地蔵として見せ付けた例があります。でもそれよりも禍まが々まがしいのは」

　水鶏はそこまで言って、一度深く息を吐はいた。

「自分こそが災わざわいだ、と見せ付ける場合です」

「それは……つまりどういう場合だろう」

「自分の活動した痕こん跡せきを、わざと見せ付けるようにして設置する、という行こう為いです。アメリカではチャールズ・マンソンらが女優のシャロン・テートらを殺害した際、壁に被ひ害がい者しやの血で大きく、『Ｐｉｇ』と書いたり、神戸児童連続殺傷事件の犯人の少年が、被害者の児童の首を校門に置いたりする行為と同じです」

「……ごめん、突然すぎて話についていけてないんだけど」

　水鶏は、両手で口の前を隠し、

「ほあ、すみません」

　と言った。

「チャールズ・マンソンは『マンソン・ファミリー』を結成して、聖書の独自解かい釈しやくから世界が反転し、白人が全員滅めつ亡ぼうすると唱え、神戸児童連続殺傷事件の犯人であった少年も、オリジナルの神様を生み出していたからです」

　灰時にも見覚えがあった。酒さか鬼き薔ば薇ら聖せい斗とを名乗った少年のノートに書かれていた、不気味な神様のイラスト。

「──オリジナルの道祖神を作る人は、よからぬことを考えている、と、です、か？」

「もう敬語じゃなくても良いですよ」

　水鶏は困ったような顔で言った。

「そうですね──例えばあれが、ズラーッと並んだ猫ねこ避よけのペットボトルであったりとか、カラスやツバメ避けのために延々ネットにくっつけられたＣＤとかだったら、そこまでは思わないんですけど」

「──ちょっと待って、水鶏さんは、その、オリジナルの道祖神を、見つけたの？」

「ほあ。あれ、それ言ってませんでしたっけ？」

「言ってない言ってない。ええ、そういうことなの？」

「そういうことなんです──あれは多分、物に霊れい的てきなものが宿る、ということを信じた人が作製した、オリジナルの結界を作るための、道祖神なんです」

　水鶏は、そうはっきりと言うと、唇くちびるをキリリ、と結んだ。その目は真しん剣けんで、冗じよう談だんを言ってる風ではない。だが、次の瞬間──

「って、言ったら、信じます？」

　と、水鶏は朗ほがらかに笑いながら言った。

「ええ、何、冗談なの？　え？　どっからどこまでが？」

「ええとですね、冗談であればいいなあ、と思えるように、図書館に調べに来たわけです」

「ああ、そういうこと」

「と、いうのが質問の答えですね」

　水鶏はそう言って、ふー、と息を吐くと、水すい筒とうを取り出し、コップに紅茶を注ぎ始めた。

「えと、水鶏さん、質問って？」

「ほあ。ですから、月夜見さんが尋たずねましたよね？　呪のろいとかおまじないに興味があるのか、と。それに対する答えを、私なりに説明させていただいたわけです」

「えーと、つまり？」

「興味があるので、図書館まで調べにきた、のです」

「じゃあそれだけでいいじゃないか」

「あはは。まあそれはそうなんですけど、月夜見さんも、あそこの本ほん棚だなにいたということは少なからず興味がおありだろう、と思いましたもので、つい話し込んでしまいました。えーと」

　ずず、と水鶏は紅茶を一口飲んで、

「退たい屈くつでしたらすみません」

　と、頭をぺこり、と下げた。

「退屈だなんてとんでもない」

　灰時は慌あわてて下げられた頭に両手を振ふる。

　水鶏は壁かべにかけられた時計を見て、「ほお、こんな時間」と呟いた。

　灰時も自分のスマートホンで時刻を確かく認にんする。十七時を少し過ぎたところだった。もう外は真っ暗と言ってよかった。

　水鶏は借りた本を自分の鞄かばんに詰つめ込むと、「ご覧になりますか？」と灰時に話しかけてきた。

「何を？」

「道祖神です」

　水鶏はそう言って立ち上がり、制服の上にダッフルコートを羽織る。

　灰時は一いつ瞬しゆん、「携けい帯たいに写真とか撮とってないの」と訊きこうとしたが、やめた。誰もが携帯電話を持ってるわけではない。というか水鶏は持っていないように思える。壁の時計で時間を確認したのを見て、なんとなくそう思っただけだが。

「見に行く」

　灰時はそう答えて、鞄にノートを詰め込み、自分もコートを羽織った。
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　夏なつ目め川がわきつねは、自転車を止めた。

　──今のは。

　ゆっくりと方向転てん換かんをし、たった今すれ違ちがった男女のカップルの背中に視線を飛ばす。

　──確か、うちのクラスの。

　名前が出てこなかった。半年ほど前に転校してきた生徒。綺麗な顔立ちの女子だったが、クラスメイトの輪の中には入れなかった様子の、あの子。

　──水ヶ原さんだ。

　三み鷹たか駅から北へ進んだ武蔵野市立中央図書館の近く。東へと自転車を走らせていたきつねは、クラスメイトの水ヶ原水鶏とすれ違った。夕方十七時を過ぎて辺りはすっかり夜になっているが、このあたりは車通りも多いため明るい。その上、水ヶ原は制服の上に学校指定のダッフルコートを着ていたため、きつねはすぐに見知った顔に気がついた。

　世間ではほとんどの学校は冬休みに入っているだろうが、きつねや水ヶ原の通う『桐咲女子』は、まだだった。期末試験がある期間は他ほかの学校と変わらないのだが、期末試験後にもおよそ一週間、授業が残る。私立学園ならではの変則的なスケジュールだった。

　水ヶ原が制服姿でいてもなんにも不思議はない。きつねはすでに一度帰宅し、私服に着き替がえている。水ヶ原はきっと、学校からそのまま──恐おそらく、図書館に行ったに違いない。それで今の時間まで、中にいたのだ。

　──デートだろうか。

　きつねは、水ヶ原と並んで自転車を押しながら歩く男の背中を見ている内に、不意に跡をつけてやろう、と思った。
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　鴻島晴はれ雪ゆきは、自じ動どう販はん売ばい機きで買った缶かんコーヒーを飲みながら、武蔵野中央公園を目指してゆっくりと歩いていた。

　──なんにも面おも白しろくねえ。

　親友と彼女を終業式の前日に失い、そのまま冬休みに突入したところで、楽しいことは何も待っていない。

　──どうして俺も退学にならなかったんだ。

　鴻島は今からでも退学になればなんとか大迫と美佳の二人と関係が戻もどせるのではないか、と考え、喫きつ煙えんをしてみようとコンビニで煙草たばこを買おうとしたが、店長らしき男が出てきて、

「君は未成年だろう。ネットで顔を見てるんだ。販はん売ばいはできないよ」

　と哀あわれんだ表情で言われてしまった。その奥でバイトたちが笑いを堪こらえていた。

　思わずカッとなったが、その場で暴れだすほど鴻島は短気ではなかった。俯うつむいたままコンビニを飛び出し、お婆ばあさんが一人でやっているような街のタバコ屋に飛び込んで煙草を買おうとしたが、そこでも「あんた、ネットで見たよ、未成年は煙草吸っちゃダメ」と言われてしまった。もちろんそこでも暴れる気になれなかった。それよりも、この先ずっと顔を人から指差されながら生きていかなければならないのだろうか、という暗あん澹たんたる気持ちに襲おそわれた。

　──誰だれかと喧けん嘩かすれば退学になれるだろうか。それとももっと大きな──例えば傷害沙ざ汰たとかまで起こさねばならないだろうか。

　空き缶を握にぎりつぶした鴻島の前を、自転車を押しながら誰かと歩く、月夜見の顔が横切った。

　その瞬しゆん間かん、鴻島は月夜見を殴ることに決めた。

　──月夜見は、俺に殴られる理由がある。教室で俺に生意気なことを言ったのが、それだ。

　その上、月夜見と並んで歩いているのは、女子のようだった。それも、『桐咲女子』の制服だ。それだけではない。見とれてしまうほどの美人だった。そのことが余計に、鴻島が月夜見を殴る理由を強くした。

　月夜見と『桐咲女子』の生徒は、どうやら武蔵野中央公園へ向かっているらしかった。鴻島はゆっくりと二人の跡をつけ始めた。
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　夏目川きつねは、水ヶ原と自分の間に、突とつ然ぜんチャラい格好をした男が割り込んできたのを見て、眉まゆをひそめた。

　──なんなんだこいつは。

　きつねの前方を歩く男は、肩かたを思い切りいからせ、蟹がに股また気味に地面を蹴けるように歩いている。

　──コントに出てくるチンピラかしら？

　きつねはどうやらそのチャラ男が水ヶ原とその隣となりの男の跡をつけているとわかると、全すべてが突とつ然ぜん面めん倒どうくさくなった。

　──帰ろうかな。

　だが、チャラ男が、意外と若い（自分と同年代かしら）のと、空き缶をきちんと途と中ちゆうのゴミ箱に捨てるのを見て、考えを改めることにした。どうやらあのチャラ男は、二人に絡からもうとしているらしい。

　──空き缶をゴミ箱に捨てるようなチャラ男がする喧嘩なんて大したことないに違いないわ。

　再びゆっくりと自転車をこぎながら、きつねは少し視線を上げた。夜空の下に、黒い木々の影かげが浮うかぶ。

　彼らは──武蔵野中央公園を目指しているのか。
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「なんだこれは……」

　灰時は、思わず呟つぶやいた。

　──異常だ。これを作った人間は、おそらく頭がおかしい。

　武蔵野中央公園の片かた隅すみ。雑木林の奥の奥。禍まが々まがしく飾かざり付けられた物置小屋の前に、灰時と水鶏は立っていた。

「……これが、結界だと？」

　灰時は背後に立つ水鶏に、振ふり返ることなく訊いた。

「そうですね。結界であり、道祖神です。ニュアンスとしては祠ほこらが一番近いかもしれません」

　確かに、物置小屋の中に、何かを閉じ込めているようにも見える。その意味では祠のように見えた。

　──中に、何が祀まつられているんだ。

　突然、灰時は何者かの視線を感じて、あたりを見回した。水鶏が、遠くの街灯を背後に、不思議そうに首をかしげている以外は誰の姿も見えない。

「ほ？　どうかしましたか」

「ああ……いや、誰かに見られてる気がしたもので」

「それだとしたら、多分あれじゃないでしょうか」

　水鶏が灰時の隣に立ち、地面を指差した。その先には、地面に半分埋まった椅子のあたりに、丸く膨ふくらんだ白い布ぬの袋ぶくろが置かれている。それには三つの穴が開いており、それが丁度、人の顔のように見えた。

「私も、ここで初めてこれを見つけたとき、同じ気持ちになったんです。でも、あれだ、ってすぐに気付きました」

「あれは、なんだい？」

「わかりません。けど、中には毛が詰つまってましたよ」

「……け？」

「ちゃんと見られたわけではないですけど、おそらく、人間の髪かみの毛じゃないかと。あの量と長さは」

　どんどんと気分が悪くなってきた。悪あく趣しゆ味みだ。悪趣味の塊かたまりが飾り付けられている。

「どうでしょう、月夜見さん」

「ど、どうでしょうって？」

「これ、誰かの呪のろいのように見えてきませんか」

　そう言われて灰時は再び禍々しいオブジェに視線を戻す。

　──確かにこれは、猫ねこ避よけだとかカラス避けなんてレベルのものじゃない。これは、見る者をひたすら嫌いやな気分にさせるために特化して、仕し掛かけられたトラップのようなものだ。

「……認めよう。これは、猫避けのためにずらりと敷き詰められたペットボトルなんかじゃなく、校門に置かれた首とか、被ひ害がい者しやの血で書かれた文字とかに近い。これを作った人の、悪意が形になったみたいなものだ」

「そう。そうなんです。少なくとも、これを作った人は、何かよからぬことを考えているような、そんな気がしてならないんです」

　──物に霊れい的てきなものが宿ると信じた人が行う儀ぎ式しきが呪いやまじないである、と水鶏は言った。だとすれば、これを作った人物は、一体どんな呪いを、この祠に込めたのだろう。

「どうして」

　灰時は、思い切って口を開く。

「どうして、これを俺に？」

　水鶏は、頰ほおを人差し指でかきながら、目を泳がせて言った。

「変な子だと、思われたくなかったから、です」

「これを見せる子の方が、見せない子よりも変だと思うのだが」

「ほお。いやそうではなくてですね。図書館で私、呪いとか依より代しろとかベラベラ喋しやべってしまいまして、それで、そのまま別れてしまったら、変な子だと思われるんじゃないかと思いまして」

「あー。つまり、あんなことを喋ったのには、きちんと、変なものを見つけてしまったからだ、という理由があったんだ、と」

「そう！　そうなんです。……逆効果でしたかね？」

　水鶏は地面に目を走らせながら頭に結び付けられたリボンの先をクルクルと指で玩もてあそぶ。

「いや、納なつ得とくしたよ。確かに俺も、こんなもの見つけちゃったら、一人で抱かかえているわけにはいかなくなるであろうことうけあいだ」

「ですよね。私、嫌いやなんです」

「……なにが」

「自分の住んでる街で、誰だれかが、嫌なことをしようとしているのが」

　──それは誰だって嫌だろう。むしろそれを望むような人間には、なるべくなら出会いたくない。

『リア充じゆう爆ばく発はつしろ』

　──そんな言葉を笑いながら吐いている俺も、そんな一人なのだろうか。

　灰時は、突然、これを作ったのは自分なのではないか、という気持ちに襲おそわれ、体を一度大きく震ふるわせた。

「俺は一つ、こいつを壊こわしてみたい衝しよう動どうに駆かられたのだが」

「おすすめしませんね」

　水鶏ははっきりと言った。

「呪いは、人に返ってくるものですから」

　そう言われては湧き上がった衝動も一気に萎なえる。

「……見ず知らずの誰かの呪いを受けるのは、嫌だな」

「私も、月夜見さんが勝手にこれを壊し始めて、その場にいたからという理由だけで私にも呪いがかかるのは勘かん弁べん願いたいです」

　──はっきり言う子だな。

「……それじゃあ、やっぱり放ほうっておくしかないのかな、これ」

「それもわかりません」

　水鶏はダッフルコートのポケットに両手を突つっ込んだまま言う。

「おそらくですが、この道祖神は、まだ完成されてません。でも、近いうちに完成してしまうかもしれません。それまでに何かしら手を打てたら、あるいは、なんとかなるかもしれません」

「……どうしてまだ完成してないってわかるの？」

「ここ、まだ動物の死体がないからです」

　恐おそろしいことを水鶏はあっさりと言った。

「動物の……死体だと？」

「あれ、言ってませんでしたっけ。これ、ここ一つだけじゃなくって、他ほかにもあるんです」

「初めて聞いたよ！」

　──こんな恐ろしいものがまだ、他にもあるというのか。

「私が見つけたのは、井の頭公園の端はしの、撤てつ去きよされた自転車置き場ですけど。そこには、蛇へびの死体が釘くぎで打ちつけられていました」

「聞かなかったことにしてもう帰りたい気持ちでいっぱいだよ」

　──じゃあ何か。ここには、いずれ近いうちに、何かしらの生き物の死体が、釘で打ちつけられるというのか。いったいそんなことをするのはどこのどいつで、何を企たくらんでるのだ。

「まだ見つけられていませんけど、おそらく、この道祖神は、その他にもいくつかあるはずですよ」

「どうしてわかるんだい、そんな恐ろしいことが」

「これが道祖神で、祠で、結界だからです」

「ごめん、もう少しわかりやすく頼みたい」

「ええと、道祖神や祠っていうのは、村を守るために結界のように建てられると言いましたよね」

「言ってたね」

「ここ、武蔵野中央公園と井の頭公園は、それぞれおよそ武蔵野市の境の位置にあるんですよ」

「……え？」

　灰時は頭の中に地図を描えがいてみる。武蔵野中央公園は、武蔵野市と西にし東とう京きよう市の境にあり、井の頭公園はその一部を三鷹市と武蔵野市で分けている。

　──武蔵野市を囲うように、この道祖神が建てられている？

「全部見つけられたわけじゃないので、はっきりとしたことは言えませんが、武蔵野市の南西には小こ金がね井い市、東には杉並区、北には練ねり馬ま区があります」

「その境にも、こんなものが建てられていると？」

「──だとしたら、嫌ですよねえ」

　水鶏は、朗ほがらかにあはは、と笑ったが、灰時にはとても笑えない。

「……なんのために？」

「ですから、災さい厄やくから武蔵野市を守るためか、あるいは」

　──災厄から守るために建てられた道祖神。祠ほこら。とてもそんな、良いものには見えない。

「……あるいは、武蔵野市に、良からぬ呪いをかけるため、か」

　灰時は思わずぶるり、と全身を震わせた。

「寒いですね。もう帰りましょうか」

　水鶏は優やさしい声でそう言うと、くるりと踵きびすを返して、雑木林の入り口に停めてある灰時の自転車の方へ歩き出す。

「なんか、明後日あさつてはどうも雪らしいですよ」

「ああ、ええと」

　灰時は水鶏の背中を追いかけながら言った。

「俺も、何かしないといけないとは思うのだけど、何をしたらいいのかがわからない」

「私も同じです。取りあえず、調べてみてからにしましょう」

「何か調べた方がいいのだろうな」

「そうですね。情報は多いに越こしたことはありませんが──あえて何も調べないというのも手かもしれません」

　水鶏は、灰時の顔を見つめて朗らかに笑った。

「どういうこと？」

「さっき月夜見さんがあれを、壊しちゃおうか、と言ったとき、ハッとしました。そうか、壊しちゃってもいいのか、って」

「でも呪のろいが返ってくるんだろ」

「でも返ってこないかもしれません」

「どういうことなのか教えてくれる？」

「ですから、変に偏かたよった知識なんか持ってない方が、正しい行動を取れるのかも、ってことです。同じ考え方をする二人が揃そろうより、お互たがいに思いもつかないことを言い合える二人の方が、チームとしては頼もしいってこともあります」

「ち、チーム」

「ほ。すみません。勝手にチーム組んじゃいました。迷めい惑わくでしたか」

「めめめめ迷惑なんてあるわけないじゃないか。むしろ、俺なんかでいいのかって気持ちの方が何倍も大きい」

「ですよねえ。会ったばかりでこんなの、変ですよね」

「いやー、でも、ほら、バイト先とかだったら、出会ったばかりの二人だってチームを組むじゃないか。同じ目的のために。そういうことでいいんじゃないか」

　水鶏は、灰時の顔をきょとん、と見つめてから、「ブフー」と息を盛大に漏もらした。

「またツボに入ったのですか」

「いえ、すみません。そういう考えが私には全くなかったものですから。バイト先、ね。とても、ありです。同じ、あの道祖神をなんとかしようとコンビを組んだバイトの二人。うん。そういう感じだったら、初対面の二人でもチームを組むのも普ふ通つうです」

「俺は巻き込まれた形だけどね。それでも、今は、なんとかできるものならしたい、と思ってる」

「うん。じゃあやっぱり、月夜見さんは、特に調べなくっていいです。むしろそのまま、自由な発想をチームに提供してください」

　──バカは余計な知ち恵えをつけずにバカのままでいろ、ということなのだ。むしろ、そのくらいのポジションが彼女との会話がスムーズにできて丁度いいぜ。

「あ、それじゃあ──」

　連れん絡らく先を教えて、と言おうとして、灰時は口を閉とざす。水鶏は、携けい帯たい電話を持っていないかもしれないのだ。

「──また明日あした、図書館で会って作戦会議をしようじゃないか」

　水鶏はその言葉を聞いて、こくん、とうなずいてから、

「月夜見さんは良い人ですね」

　と言った。

　──良い人。なんて言葉、久しく言われたことがない。だって俺は、良い人なんかじゃないからだ。リア充じゆうは滅ほろびればいいと考えることもあるし、他人を自分の思うように操あやつってやりたいと願うような──性しよう根ねの曲がった人間なのだよ、水鶏さん。

「どうして」

　灰時は立ち止まって言った。その声は震えている。

「どうして俺なんかを、良い人だなんて、思うんですか」

「ほ？」

　水鶏は首を傾かしげて、灰時を見つめる。

「だって月夜見さんは──」

　水鶏は朗らかに笑って言った。

「携帯電話のことを何も訊きかないし、それに──私を助けてくれたじゃないですか」

　──助けた？　そんな覚えはなかった。いつのことだ？

「ほら、図書館で、吃驚びつくりして転びそうになった私に、ちゃんと手を差しのべてくれましたよ？」

　思わず耳まで真っ赤になった。本ほん棚だなに手を伸のばして体を支えようとした水鶏だったが、その距きよ離りが足らず、床ゆかに倒たおれこみそうになるのを、思わず灰時は助けた。手を伸ばして、その体を引き起こした。たった、あれだけのことで──

「良い人じゃないと、ああいうことはできませんから」

　あはは、と、もう一度水鶏は笑った。

　灰時には信じられなかった。本当に、たったあれだけのことで、初対面の男子を信じて良い人と言ってくれる同年代の女子がいるのか。数時間前の灰時だったらとても受け入れられなかっただろう。可愛かわいいけれど変な子だ、という感想を持ったまま、離はなれていったに違ちがいない。事実、図書館では一度そうした。だが、水鶏と話して、そして自分の住む日常に建てられたこの異様な道祖神を見ている内に、すっかり灰時の世界は変わってしまった。もう、数時間前までの日常には戻もどれそうにない。だから自分も、水鶏の前では、自分を偽いつわってはいけない──灰時は、そう決意した。

「──俺は、そんな、ちっとも、全然、良い人なんかじゃないよ」

　そのときだった。ざり、と枯かれ葉はを踏ふみつける音がして、暗がりから影かげが現れた。

「そう。そいつはちっとも良い奴やつなんかじゃねえよ」
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「お姉ちゃん、そいつはちっとも良い奴なんかじゃねえ」

　鴻島は、もう一度そう言った。

「……鴻島」

　月夜見は、苦しそうにそう言った。

「えーと、お友だち？」

　水ヶ原は心配そうに二人を見る。

「クラスメイトだけど。友だちじゃねえよ、別に。なあ？」

　鴻島は地面に唾つばを吐はいて凄すごんだが、唾を吐きなれていなかったので、自分の靴くつにかけてしまった。

　水ヶ原は心配そうに鴻島の靴の先を見つめている。

「お姉ちゃん、こいつはね、くそオタクなんだよ。くそオタク。いっつも教室の隅すみでごそごそしてて、自分たちだけが賢かしこいって信じ込んでるようなキモオタなの。知ってた？」

　鴻島は恥はずかしさを隠かくしたい気持ちから、どんどんとサディスティックな気分になっていた。

　──殴なぐりつける前に、月夜見をとことん嫌きらわせてやる。

「水ヶ原水鶏です」

「──あ？」

「お姉ちゃんじゃありません、私。水ヶ原水鶏っていう名前があります」

「あ、ああ、じゃあ、水鶏ちゃん、こいつって、キモオタなんだぜ。アニメとか漫まん画がとかゲームの話しかできないような社会不適合者なわけ」

「そうですか」

　水ヶ原はあっさりと言った。

「──ですが、それは、お兄さんの視点から見た月夜見さんですよね？　でしたら私にはなんの問題もありません。私から見た月夜見さんは──仮令たとえキモオタであったとしても──社会不適合者なんかではなく、きっちりとお話もできる、頭の良い方ですから」

　月夜見はその言葉に、ハッと顔を上げて水ヶ原を見つめる。その目には涙なみだが浮うかんでいるようだった。

「お兄さんなんて厭いやみな言い方すんじゃねえよ」

「お返しです」

　鴻島は、一いつ瞬しゆんだけ激しく髪かみの毛を搔かき毟むしる。

「どうせお前も、俺のこと、知ってんだろ？」

「ほ？」

　水ヶ原は、驚おどろいたような表情のまま、首を傾げた。

「──存じませんが」

「噓うそつけ、どうせ、ネットで見て、知ってんだろ、俺のことなんて」

「インターネットは一日一時間しか見ないもので、存じ上げません」

　水ヶ原は、はっきりと言った。

「……噓つくんじゃねえよ」

「噓なんてついても仕方ありません。本当です。父親のパソコンを一時間、借りるだけです。それも、自分が何か調べものをしたいときだけ、です」

「それでも【ウィスパー】とか【ＳＨＩＮＥ】とかやってたら自然と知るだろ、俺のこと」

「はあー」

　水ヶ原は、思い切り眉まゆ根ねを寄せて、大きく口を開けて首を振ふりながら大おお袈げ裟さにため息をついた。

「またそれですか。そのどれもやっていません。【アワーノート】も【ｘｉｘｉ】も、どれもです。もう一つ言うと、スマートホンも携帯電話も持っていません、私」

　月夜見が水ヶ原のその言葉を聞いて、一度だけ大きくうなずいた。

「……そんなバカな」

「バカなも何も、事実です。ネット上ではあなたは有名なのかもしれませんが、私にしてみればそこいらのお兄さんとなんら変わりありませんが、何か？」

「携帯もスマホも持ってないＪＫがいるはずない」

「ＪＫとはなんでしょう？　ああ、ジャック・ケッチャムですか」

「誰だれだそれは！」

「それはこちらの台詞せりふです。一体あなたは、どこのどなたなのですか？」

「あー……」

　鴻島は、頭をかきながら、めんどくさそうに言った。

「俺のこと知らないなら、知らないで良い。むしろ、知らないままでいてくれ」

「ほお？」

　水ヶ原は、呆あきれたような声を出した。

「知ってもらいたいのか知ってもらいたくないのかよくわからないこと言いますね。それで？　用事が済んだのであれば、もう寒いので帰りたいのですが」

「いや待て、帰るな」

「なんですかもうー」

「だからー、水鶏ちゃんはこいつと今日が初対面なんだろ？　だから知らないこともあるだろうから教えてやるって言ってんだよ」

「必要ありませんし、あなたに水鶏ちゃんなんて呼ばれたくありません」

「じゃあ水ヶ原ちゃん！　とにかく、こいつは腹の底で人のことを馬ば鹿かにするような、嫌いやな奴なんだよ」

「私は月夜見さんとは今日が初対面ですが、あなたも友だちではないんですよね？　そんなことがわかるんですか？」

　水ヶ原は、鴻島から視線を逸らさずに反論する。

「わかるよ……こいつは、俺たちが、ネットでひどい目にあってるその最中、ずっと笑ってやがったんだからな」

　月夜見は、目を伏ふせたままびくりと体を震わせた。肩かたにかけた鞄かばんのベルトを持つ手に力が入っている。

　鴻島はその姿を見み逃のがさなかった。ゆっくりと月夜見に近づきながら、言葉を続ける。

「なあ？　月夜見君。そうだよな？　お前、あのとき、楽しくて楽しくて仕方がないって顔してたよな？　まるで、思い通りになった、もっとひどいことになればいい、みたいな、憎にくたらしい顔してたよなあ？」

　鴻島は月夜見の顔を覗のぞき込む。月夜見は視線を逸らした。その先には、水ヶ原が真っ直すぐと月夜見の顔を見ていた。

　月夜見は、一度だけ何か言いたげに口を開いたが、少し目を泳がせた後、再び閉じた。

「なんとか言ってみろよ」

　鴻島は、再び月夜見の顔を覗き込む。怯おびえたように視線を逸らし続けるその顔を見て、鴻島の頭の中で、突とつ然ぜんなにかがカチリ、とはまる音がした。

「お前か？」

　鴻島のその言葉に、月夜見は目を見開いた。

「お前、ネットに俺たちのこと書き込んだだろ」

　月夜見は一度だけ大きく目を瞑つぶった。両手をしっかりと握にぎり締しめ、再び目を開き、今度は真っ直ぐに鴻島の視線を捉とらえた。

「ああ、俺だ。面おも白しろいことになればいい、という気持ちで、前日に書き込みをした」

　その瞬しゆん間かん、鴻島の拳こぶしが月夜見の顎あごをとらえた。

　バランスを崩くずして、月夜見は公園の地面に倒たおれこんだ。

「やめなさいよ！」

　水ヶ原は叫さけんだが、月夜見が立ち上がり、それを手で制した。

「いいんだ、水鶏さん。事実だから。俺は、鴻島に殴られなきゃいけない人間なんだ」

　鴻島は再び月夜見を殴りつける。

「面白いことになってよかったな？　おお？　大迫も美佳も学校辞やめさせられてよ？」

　鴻島は地面に倒れこんだままの月夜見を、今度は踏みつけ始めた。

「俺も停学くらってよ？　クリスマス前に一人ぼっちだよ？　だけど手前てめえはいいな？　可愛かわいい子と二人で公園デートか？　さぞかし素す敵てきなクリスマスを送るんだろうなあ？」

　鴻島は月夜見を何度も何度も踏みつける。

　月夜見は頭を守りながらも、水ヶ原の姿を探したが、もうその姿はどこにも見つからなかった。

「悪かった。すまない」

　月夜見は踏ふみつけられながらも、小さな声で何度もそう言った。

「謝ってすむことかよ？　ああ？　謝ればあいつらが学校に戻もどってくんのかよ？」

　鴻島は、今度は月夜見の腹を爪つま先さきで蹴けり上げた。

　月夜見の体はくの字に曲がり、地面の上に嘔おう吐とした。

「キモオタが。くそオタが。手前みたいなやつに俺の人生が無む茶ちや苦く茶ちやにされたのかと思うと殺してやりたいって思うわ。殺してやんよ。おお？　殺してやんよ！」

　鴻島は、完全にスイッチが入ってしまっていた。本当にこのまま月夜見を殺してしまっても構わない、と本気で思っていた。視界が真っ赤に染まり、何かをずっと繰くり返し叫んでいる自分の声さえも、既すでにくぐもって聞こえない。

　何度か月夜見の腹を爪先で蹴り上げ、地面の上でほとんど動かなくなったその頭を思い切り真上から踏みつけてやろうとしたそのときだった。

「その辺にしとかないと、本当に死んでしまう」

　鴻島の体は、何者かによってぐい、と月夜見から引き離はなされた。
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　夏目川きつねは、遠巻きにしばらく見ていたが、チャラ男が冴さえない男の腹を爪先で蹴り上げ始めてから、近づいていった。

　──あのバカ、加減がわからなくなってる。

　素人しろうとが拳で殴っている内なら大した怪け我がにはならないだろうが、倒れた相手のお腹なかを蹴り上げるとなれば話は別だ。下手すれば内ない臓ぞう破は裂れつも充じゆう分ぶんにありうる。

　チャラ男が冴えない男の頭を踏みつけようとした瞬間、きつねはチャラ男の体を摑つかみ、引き離した。

「なんだてめえ」

　チャラ男はまだ興奮したまま、きつねを睨にらみつける。

「夏目川きつねよ。あんたは──鴻島晴雪、でしょ？」

　チャラ男──鴻島は、突然名前を呼ばれて、少し正気を取り戻したようだった。

「どうして、俺のこと──」

　そこまで言って鴻島は気付いたようだった。きつねは無表情でスマートホンを突つきつけた。

「私は、ネットを毎日見てるから。有名人なんだもの、あんた」

　きつねはひざまずいて地面に倒れたままの冴えない男──月夜見の様子を見た。

　なにやらうわ言のように鴻島への謝罪の言葉を繰り返している。

「立てる？　すぐには無理か。血は吐はいてないみたいだから──内臓破裂は大だい丈じよう夫ぶかな」

　きつねの背後で、鴻島が低い声を出す。

「お前関係ないだろ、どっか行ってろ。お前もぶん殴なぐるぞ」

　きつねは立ち上がり、鴻島の前に歩み寄り、無感情にその顔を見下ろす。

　きつねの方が、鴻島よりも頭一つ分、背が高かった。

「いいけど鴻島君は──素人でしょう？　見てたからわかるわ。でも私も素人だから──」

　きつねは、ジャンパーのポケットから握りこぶし大の石を取り出した。先ほど地面から拾ったものだ。

「こういうものを使わせてもらうわ」

「なんだよそれ」

「石よ」

「見ればわかる。卑ひ怯きようだろそんなの使うなんて」

[image: ]

「私は女の子だから。ハンデよ」

　鴻島は、たじろいだように一歩下がる。

「眼鏡めがねは女の子の命だから、殴らないで頂ちよう戴だいね」

　きつねは表情を変えずにそう言いながら空いた手で眼鏡をかけなおした。

「眼鏡じゃなくて顔だろ、それ言うなら」

「そうだったかしら──もう充分痛めつけたでしょ。これで許してあげな」

　鴻島は再び瞳ひとみに怒いかりを宿す。

「なんで俺がそいつを許さなきゃいけねえ。俺は、俺たちは、そいつに人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにされたんだぞ」

「原因は自分たちで作ったんでしょうに」

　きつねは力強く言った。

「そもそもあんたたちが、あんな下らないことを全世界に向けて発信しなければ何も始まっていないのよ。バイト先でバカなことするなとは言わないよ？　そういう年とし頃ごろだものね、私たちって。でもね、それを全世界に発表するのは、バカのやること」

「な──」

「月夜見くんが書き込まなくたって、遅おそかれ早かれ同じことになってたわよ。ああいうのを喜ぶネットの人たちって、驚おどろくほど暇ひまだし、驚くほど行動力があるもの。だからその点は、この人は謝った。あんたは殴った。もうそれでおしまいにするべきだわ」

「ざけんなよ、俺の人生は──」

　きつねは、遮さえぎるように大おお袈げ裟さに首を振ふった。

「終わるわけないでしょこんなことで。三ヶ月もすりゃみんな忘れてる。そもそも、ネットを見てない人にしてみれば、あんたなんて、どこの誰だれとも変わらないんだよ？」

　鴻島は口を閉とざした。水ヶ原のことを思い出しているのだ。

「あんたの友だちも自じ業ごう自得。未成年の飲酒と喫きつ煙えんを全世界に自じ慢まんしてたんだから。でもあんたは停学で済んだんでしょ？　なのに、月夜見くん殺して、今度こそ本当に人生コースアウトにするつもり？　一時の興奮に任せて？」

　鴻島はすっかり自分を見失っているようだった。ズボンで何度も掌てのひらを拭ふきながら、忙せわしなく地面に目を走らせている。

　──頃ころ合あいかな。

「──というか、鴻島くん、これは親切心で言ってあげるのだけれど、あなたそろそろ逃にげた方がいいわよ」

「……あ？」

「私、随ずい分ぶん前に警察と救急車呼んでいるから」

　きつねはそう言って、再び無表情のままスマートホンの発信履り歴れきを鴻島の方へ向けて見せた。

「くそ」

　鴻島はそう言って公園の出口へ走り出した。

「でか女！　変な名前！」

　鴻島の走り去った方角から一度だけそんな叫び声が聞こえた。

「……今時、捨て台詞ぜりふを言う人なんているのね」

　きつねは呆あきれたようにそう呟つぶやいて、月夜見が立てるように手を貸した。

「……大丈夫、一人で、立てる」

　そう言いながら月夜見は、立ち上がるなりよろけ、地面に尻しり餅もちをついた。

「無理しない方がいいわ」

　月夜見は、顔をしかめながら「痛いてて」と呟き、地面の上に体育座りをした。

「──俺は、あの子と喋しやべってるうちに、変わらないと、って思ったんだ」

「水ヶ原さんでしょ。水ヶ原水鶏」

「知ってるのかい？」

　月夜見は驚いた顔できつねを見上げた。

「クラスメイトなのよ。──あの子、いい子ね」

　きつねは表情を変えずにそう言った。

　そのとき、二つの自転車のライトが近づいてきた。制服姿の警官が、無線でなにやらやり取りをしながら自転車を停め、きつねたちの方へ近づいてくる。

「喧けん嘩かしてるって聞いたんだけど？」

　年上の方の警官がぶっきらぼうに言った。

「この人がしてました。相手はもう逃げました。通報したのは私です」

　きつねは少しもたじろがずにそう答える。

「ああそう……。君大だい丈じよう夫ぶ？　立てる？」

「あ、はい、大丈夫です」

　月夜見はそう言いながら立ち上がった。

　若い方の警官は、きつねたちをじろじろと見回した。

　──蛇へびみたいな目だな。と、きつねは思った。

「お前ら、こんなとこでなにしてた？」

　若い警官はぞんざいな口調で尋たずねる。

「別に──この人が女の子と青春を語らっていたら、絡からまれて喧嘩になって──私が通報した。それだけです」

「女の子って、君じゃなくて？」

　年上の警官が訊きく。

「ええ、私じゃありません。私はただの通りすがりですから」

「じゃあその女の子は、どこ行ったんだ」

　月夜見は、辺りを見回してから、言った。

「もういません」

「いないって？」

「──もう、帰ったんだと思います」

　消え入りそうな声で、月夜見はそれだけ言った。

「はあ。まあ、大丈夫ならいいけど。クリスマス前に喧嘩なんかするんじゃないよ全く。で、喧嘩の相手は知り合い？　友だち？　交番行く？」

「いえ、知り合いですし、もう大丈夫です。ただの喧嘩ですから。もう終わりましたし」

　月夜見は鞄かばんのベルトを握にぎり締しめてそう言った。

　年上の警官はそれを聞いて、なにやら再び無線で何かを喋り出した。問題ないようだから帰らせる、といったような内容だ。きつねはそれよりも、蛇のような目をした若い警官が、ほとんど何も言わずに、公園の片かた隅すみから視線を離はなさないのが気になった。

　──何を見ている？　あの視線の先には──物置小屋があるが、それが気になるのだろうか？

　そんなことを考えていると、年上の方の警官が無線を切り、

「じゃあ、もう遅いから帰りな」

　と言った。

「帰ろう」

　月夜見がきつねにそう言って、警官へ一度頭を下げ、自転車の方へ歩き出した。

　きつねもついて歩き出すが、若い警官のことが気になって仕方がなかった。

　一度振り向くと、若い警官は、年上の警官になにやら説教されていた。

「──お前な、真ま面じ目めに仕事しろ──お前の親父おやじさんはもっと立派な──」

　そこから先はもう、声は聞こえなかったが、若い警官の目は、その間もじっと、公園の片隅の雑木林の奥の闇やみから、動くことはなかった。







　クリスマスイブまで、あと二日。
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　灰時は、ベッドの中で目を覚ました。窓の外はすっかりと明るくなっていた。

　全身が痛くて動けなかった。

　鴻島に殴られた顔は幸い腫はれておらず、家族に異変を察せられることはなかった。洗面室の鏡に上半身を映し出してみると、それでもところどころ赤あか紫むらさきに腫れ始めていた。きつねの言うとおり、内ない臓ぞう破は裂れつだとかの大げさなことにはなっていないようだったが、それでも、動かすと激痛が走った。アドレナリンが出まくっていたのだろう、ベッドに入っても興奮してすぐには眠ねむれなかったが、全身は相当疲ひ労ろうしていたらしく、やがて気絶するように眠りに落ちていた。

　冬休み二日目。学校に行かなければならないこともないし、午前中の予定も何もない。枕まくらもとのスマートホンのディスプレイを光らせてみると、【ウィスパー】に数件の新着連れん絡らくがあったが、すぐには確かく認にんする気になれず、そのままスマートホンを伏ふせる。

　灰時は昨晩のことを思い出していた。

　一気には思い出しきれないほど、様々なことがあった。

　クラスメイトの鴻島に、自分のしたことを告白したこと。

　その鴻島に殴なぐられたこと。

　その後、夏目川きつねという女生徒に助けられたこと。

　警官に質問されたこと。

　そして──水ヶ原水鶏が、いなくなっていたこと。

　──きっと、呆れられたに違ちがいない。

　灰時は天てん井じようを見ながらそう考えていた。

　──まあ、当たり前だ。俺だって呆れるし、嫌けん悪おする。クラスメイトの個人情報を、面おも白しろそうだ、という理由だけでネット上に書き込んだのだ。俺みたいなゴミ人間に好意を抱いだく理由など一つも見つからない。きっと最後は、ゴミを見るような蔑さげすんだ目で、なす術すべもなくサンドバッグのように殴られる俺を見ながら呆れ果てて家路に就いたのに違いないのさ。

　灰時の視界がゆっくりと滲にじむ。

　──大体俺のような腐くされ根こん性じよう人間に、あんな可愛かわいい子が話しかけてくれたことだけでも神様のくれたクリスマスプレゼントじゃないか。一いつ瞬しゆんの夢のような時間を過ごせただけでも感謝するべきなのだ。そうさ、あの一瞬だけリア充じゆうな感じを味わえただけでも儲もうけものじゃないか。

「へへ、小説の参考になるかなあ」

　そう口に出して言うと、途と端たんに涙が溢あふれてきた。

　灰時の脳に、武蔵野中央図書館が浮うかび上がった。

　──また明日あした、図書館で会って作戦会議をしようじゃないか。

　昨晩灰時は、雑木林の近くでそう言ったのを思い出した。

　──図書館に行けば会えるかもしれない。

　同時に、激しい自責の念が灰時を襲おそう。

「何が、作戦会議をしようじゃないか、だよ！　俺のパー！　イケメンのつもりか！　あー恥はずかしい恥ずかしい、俺ってやつは全くよお！」

　灰時は、枕に顔を埋うずめて怒ど鳴なった。顔を上げると、枕に涙と鼻水が染しみ込んでいた。

　仰あお向むけになり再びぼんやりと天井を見上げる。

　灰時は、再び眠りに落ちた。

　夕方前に一度目を覚まし、スマートホンを確認すると、英也から『街へ行こう』とメールで誘さそいがあったが、『今日は忙いそがしいのだ』と返信した。すぐに、『じゃあ明日、クリスマスイブの街を敢あえて制服を着たまま凍いてついた目で歩き回るというツアーは如何いかがか』と返信がきたので、『望むところだ』と返信し、再び眠りに就いた。







　クリスマスイブまで、あと一日。
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《監かん視し者しや》は、夜明け前から行動を開始した。

　自転車の籠と背負っているデイパックには、《みっふぃー》から託たくされた大切なものが入っている。

　自宅の近所である、練馬区との境の、北に設置された『装置』から始めることにした。

　それは、栄城大学の校舎の裏庭に設置されていた。

《監視者》は自転車で校内へ入り、真っ直すぐに『装置』を目指す。自転車を停め、手て袋ぶくろから軍手に代えて、籠の中の袋へ手を伸のばし、既すでに死んでいる蟇ひき蛙がえるの死し骸がいを取り出した。

　昨晩の内に五ご寸すん釘くぎは刺さしてあったので、それをそのまま、『装置』の下へ潜もぐり込ませ、地面に突つき刺す。

　そしてデイパックの中から輸血用のパックを取り出し、中に詰つめられた血液を、三つの穴の開けられた白い袋の上からかけていく。この血液は、かつて《みっふぃー》の体内に流れていたものだった。

　全ての血液をかけ終わると、《監視者》は、輸血パックと汚よごれた軍手をその場に捨て、再び手袋をつけ、自転車に跨またがって西へ向かった。次の目的地は、武蔵野中央公園だった。




《監視者》は西から南へ下り、東へ移動して、やがて最後の『装置』の前に立った。

　どんよりと曇くもったままの空は、もううっすらと明るくなり始めている。

　──『装置』が作動するまでどれくらいの時間がかかるのだろう。すぐ、だろうか。それとも、じっくりと、時間がかかるのだろうか。それまでに誰だれかに破は壊かいされてしまうだろうか。もう、確認はできない。今日まで上手うまくやれた方が幸運だったのだ。

《みっふぃー》の設置した呪のろいは、実に素す晴ばらしいものだ。




　あの日、約束どおり、《みっふぃー》は《監視者》の目の前で、自らの命を絶った。

《監視者》は、その一部始終を、目の前で見せてもらった。

　驚おどろくほど大量の血を流しながら、《みっふぃー》は約束を守った。




　だから《監視者》も約束を守らなければならない。

《みっふぃー》の代わりに、自分が『装置』を起動させなければならないのだ。

『装置』『ゲート』『よびしろ』『結界』──を起動させるためには、それを仕し掛かけた術者である《みっふぃー》の大量の血液が必要なのだ。

　全ての血液を『装置』に流し終え、《監視者》は、最後の『装置』の前に立つ。

　既に自転車の籠の中の袋も空になっていた。

《監視者》は新しい五寸釘と、金かな槌づちを取り出した。

「よし」

　小さく声に出して言った。

「君は、本当に、素晴らしいものを作ってくれた。私の人生にかけがえのないものを与あたえてくれたよ」

《監視者》は、今は亡なき友人に感謝の言葉を述べた。




《みっふぃー》は絶命する前、何故自分がこれ程ほどまでにこの街を憎にくんでいるのかを語ってくれた。

《監視者》はそれを聞いていたが、その内容のほとんどは忘れてしまっていた。

《監視者》にとって、内容はどうでもいいものだった。親も、友人も、誰も自分を助けてくれない。自分はこんなにひどい目にあった。助けを求めても無視された。ネットに全てを流された。ただ自殺するだけでは物足りない。なんだか、そんなことを泣きながら語っていた。

《監視者》には、それよりも──たったそれだけの理由で──ここまで禍まが々まがしい『装置』を生み出して、仕掛けたその独創性が感動的だった。

　今まで様々なものを監視をしてきて、これほど満足を覚えることはなかった。もう充じゆう分ぶんだ。これ以上はいらない。早く死んでくれ。《監視者》はそんなことを望みながら、最初で最後の友人が息絶えていくのを涙を流しながら見つめていた。




《みっふぃー》は既に感情のない目から涙を零こぼしながら、じっと《監視者》を眺ながめていた。

　その瞳ひとみはまるで、《監視者》を逆に監視しているかのようだった。




「叶かなえよう──君と、私の願いを」

《監視者》はそう言って、最後の準備に取り掛かかる。

　空から、ゆっくりと、白いものが舞まい始めた。










　クリスマスイブ、当日。
















　その日、一人の女生徒が死んで──私が生まれた。







　第三章
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　十二月二十四日。クリスマスイブであるその日は、朝方から降り出した雪によって、東京都全域は白く覆おおわれ始めていた。

　それでも午後一時過ぎの吉祥寺の街には、大勢の人が行き交かっている。

　花はな木き当とう麻まは、アーケードに覆われたサンロード商店街の片かた隅すみで、深いため息をついた。

　つい十分前まで、商店街の中にある百円ショップ『タイゾー』でアルバイトをしていた。

　普ふ段だんなら夕方までのシフトだったが、本日は午後から編集者と漫まん画がのネーム会議の予定が入っていたため、途と中ちゆうで上がらせてもらったのだった。

　ところが、バイトを上がり着き替がえに戻もどると、スマートホンに編集者から今日の打ち合わせが中止になった旨むねがメールで簡単に告げられていた。

　──あの野や郎ろう、ひょっとして自分の予定を優先したんじゃあるまいな。

　当麻の頭に担当編集者の細ほそ木ぎの顔が浮うかぶ。漫画雑誌の新人賞に一度入選した当麻に、初めてついたプロの編集者だった。お世辞にも仕事に熱心な人だとは思えなかったが、それでも当麻には頼たのもしいパートナーだ。

　当麻は、商店街から一本横道に入った路地で、煙草たばこに火をつける。

　カウボーイハットと革かわジャンに雪が積もるが、傘かさはささない主義だった。

　当麻は女性にしては背が高く、肩かた幅はばも広い。自分のそんなスタイルを若い頃ころは恨うらみもした。もっと女の子らしい可愛かわいい洋服が着たいのに、そのどれも当麻には似合わないのであった。高校の頃、ハロウィンで冗じよう談だん半分で着せられたカウガールの格好が異常に似合い、女子校なのにえらく同性にもててしまった。戸と惑まどいこそすれ、悪い気はしなかった。そればかりか、ウエスタンスタイルに身を包んでいると、自分の本質はこっちだったのか、と思うほどしっくりきた。それ以来当麻の私服のほとんどは、西部劇に登場するようなものばかりになってしまった。

　当麻は、漫画友だちに電話をかけ、冬コミの原稿の手伝いでもしようか、と申し出たが、既すでに手配はしてあるし、この忙いそがしいときに電話なんかかけてくるんじゃない、と切られてしまった。

　──つまらん。

　当麻が家に帰ろうと決めたそのとき、アーケードの中がやけに騒さわがしくなっているのに気がついた。

　──なんだ、ありゃ。

　アーケードの中を、先程よりも大勢の人が集まり、ゆっくりと進んでいる。人々は同じ方向を向いており、そのほとんどの人が携けい帯たい電話やスマートホンなどのカメラで、何かを一いつ生しよう懸けん命めい撮さつ影えいしている。感かん嘆たんの声や、笑い声、拍はく手しゆまで聴こえてくる。

　人込みの真ん中で、注目を浴びるような何かが移動しているのだろう。

　そのとき、当麻が立っている路地の間から、ちょうどその何かが、アーケード街を横切っていくのが見えた。

　それは、驚おどろくほど長身の人物だった。３メートルはある。もちろんそんな身長の人物がいるはずもないので、おそらく、竹馬か何かに乗ってるのだろう、と当麻は思った。足元は人々で隠かくれて見えなかったが、腰こしから上が完全に人込みの中から飛び出ていた。細い人物だった。真っ黒のスーツに白いシャツ、そしてやはり黒いネクタイをしている。喪も服ふくのように見えたが、ひょっとしたら燕えん尾び服ふくなのかもしれない。それよりも異様だったのは、人物の頭部だった。

　その頭は、象だった。灰色の頭部には、巨きよ大だいな両耳と、長く垂れ下がった鼻。口元から天に伸のびる二本の牙きば。遠目からでもその頭が象のそれであることはわかった。だが、その長い鼻は、二本あった。顔の真ん中から二手に分かれ、通常の象よりも一本多い。よく見ると、対ついになっている両目の上にも更さらに二つの目が開いている。不気味だと当麻は思ったが、象の周りを囲み撮さつ影えいに熱中している人にはそうは思えないのだろう。みんな一様に笑え顔がおで見つめている。

　象の鼻も耳も口も、目さえも、まるで本物のようにそれぞれにゆっくりと動いていた。恐おそろしく精せい巧こうなマスクだ、と当麻が感心しているうちに、象は再び切り取られた路地の視界から消えていった。象の行方ゆくえを追う人々の姿が続く。

　──あんな大道芸もあるのだな。

　当麻は二本目の煙草に火をつけながら感心していた。サンロードの中を歩いていたということは、吉祥寺の商店街が、クリスマスの街を盛り上げるために呼んだのだろうか。象の大道芸人と朝から降り積もる雪──カップルにとってはこれ以上なく喜びに満ちたクリスマスイブなんだろうな、と当麻は足元に積もった雪をウエスタンブーツで踏ふみつけながら、思った。
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「もううんざりだ。帰ろうぜ、ヒデ君」

　灰はい時じは、アニマ・イドの入っているビルを出たところで思わずそう愚ぐ痴ちた。

　目の前を横切る中道通りは、まともには進めないほどの人でごった返していたからだ。

「……ここは年末の築地つきじかアメ横か」

　通りの向こう側では、薄うす汚よごれた衣服に身を包んだ中年男性が、ワンカップの酒を飲みながら沈しずんだ目でなにやらブツブツと人込みに文句を言っている。

「負けてはなるまいよ、ハイジ君。今日の目的は、こいつらリア充じゆうを凍いてついた目で眺ながめてやることなんだぜ。ここで俺たちが帰ってしまったらそれはこいつらリア充共に負けたことになるじゃないか」

　英ひで也やは死んだ目でそう言った。

　もう俺たちの負けでいいじゃないか、という言葉を灰時は飲み込んだ。目の前を桐咲女子の制服を着た生徒が横切り、二日前のことが思い出されたからだ。

「俺はこんなホワイトクリスマスとかいう天の配剤に決して浮かれることなく、交通事情は大だい丈じよう夫ぶだろうか、と冷静に、東京都全体のことを考えられる社会性のある高校生でいられることを誇ほこりに思うぜ。冬休みなのにわざわざ制服を着た甲斐があるというものだ」

　英也は、少し元気を取り戻したらしく、曇どん天てんの空を見つめながら、ふふふ、と誇らしげに笑う。

　そのときだった。中道通りの入り口が、わっ、と盛り上がる。

「……なんだ？」

　英也が首を伸ばし、声の上がった方を見ようとした。灰時もそれに続く。

　交差点の向こうを、大量の人々が横断歩道をこちら側へゆっくりと渡わたってきていた。人々は同じ方向を向いて、それぞれスマートホンなどで撮影をしている。それらのレンズの向こうには、一人の、異形な人物がゆったりと歩いていた。

　身長は３メートル以上あるように見える。細い体と異常に長い手足を、上下黒のスーツで包み、シャツは白だがネクタイは黒い。そしてその頭は、二本の鼻と、四つの目を持つ象だった。

　象の頭の人物は、吉祥寺中の人々の関心を引きながら、ゆっくりと大型衣服量りよう販はん店てんの『ユニークロッシング』の前を曲がり、『東遊百貨店』の方へ進んでいくようだった。

「……何今の」

　英也がこちらも見ずに言った。

「……象、かな。鼻が二本あったし、目も四つあったみたいだから違ちがうかもしれないけど」

「そういう、パフォーマンス？」

「パレードだろうね。ああいう竹馬に乗る大道芸はポピュラーらしいぜ、ヒデ君」

　目の前の中道通りを、人々が交差点の方へとどんどん流れていく。あの象を、きちんと見たい、と願っているのだ。

「なんで象なんだろ、クリスマスイブに」

「そりゃあれだよヒデ君。我が街、吉祥寺は──象の街じゃないか」

「そうだったの？」

　英也は驚いたようにこちらを見た。

「いや、ほら、井の頭公園の自然文化園には、日本で最高齢の象がいるだろ」

「ああ、はな子さんか」

　それにしては、鼻が二本で目が四つというのは、あまりにも不気味なデザインだ。皆みなから愛されてる象のはな子さんのイメージからは、程ほど遠い。

「東遊百貨店の方に行ったね」

「あの辺がパレードのゴールなのかもしれない。どんどん人が集まってきてる」

「観に行ってみようじゃないか」

　英也は少し興奮気味にうずうずしながら言った。

「……いいよ別に。人多いし。それにヒデ君……まるで君はこのクリスマスイブの出来事を楽しんでるように見えるぜ？」

「なっ……。そういうこと言うなら、別に、もう、いい」

　英也がぷい、とそっぽを向いた瞬しゆん間かん、交差点の向こうでさらに一ひと際きわ大きな歓かん声せいが沸わき上がる。歓声は鳴り止やむことなく、拍手の輪がどんどんと広がっている。

　灰時と英也は顔を見合わせ、思わず人込みを搔かき分けて進み、交差点を曲がった。

　幅はば広びろの道路の上、白い雪が降り続ける曇天の空の真ん中に、喪服を着た象が、浮ういていた。

　人々の拍手や歓声、カメラのレンズは全すべて、空中に浮く象の姿の人物へ向けられている。

「すごーい」「なにあれ」「どうなってんの」といった、宙に浮く象へ向けられた声も、どこか嬉うれしそうな興奮を帯びている。

「やばい……【ウィスパー】に投とう稿こうしなければ」

　英也はそう言ってスマートホンを取り出したが、後ろから走ってきたカップルに背中を押され、道路に落としてしまう。

「うわ最悪」

　英也がスマートホンを拾おうとして、再び誰だれかに押され、転てん倒とうした。

「痛えな、もう」

　灰時も英也を引き起こそうとして、手を伸ばすが、やはり誰かに突つき飛ばされ、濡ぬれた道路に四よつん這ばいになってしまった。

「……もう帰ろう、ヒデ君。ここは俺たちのいていい場所じゃない」

「……そうだね」




　──あじゅー、ばくはつしろ




　そんな声が、頭上で聞こえた。

　次の瞬間。

　ぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱん、という乾かわいた音が連続で鳴った。

　──クラッカーか。

　灰時がそんなことを思った直後、大量の熱い液体が頭上に降りかかってきた。

「うわっ！」

「熱い！　なんだこれ！」

　灰時と英也は思わず両手で頭を覆おおう。

　──どんな趣しゆ向こうのパレードか知らんが、はた迷めい惑わくな話だ。

　灰時は心の中で舌打ちをしたと同時に、丸めた背中に誰かが殴なぐりかかってきた。

　──なんなんだ、なんだってこんな目にあわなくちゃいけないんだ。

　背中を殴る手は一つや二つではない。いくつもの衝しよう撃げきが、一いつ斉せいに降り注ぎ、最後に大きい衝撃が背中にのしかかると、すぐになくなった。

「……ヒデ君、大丈夫か」

「……なんか、ちょっと、あの、すみません、どいてください、重い」

　灰時が英也の方を見ると、英也は数人の胴どう体たいの下で押しつぶされていた。

　その人たちは、全員、真っ赤に濡れていた。

「……え？」

　灰時の視界のピントが急速に合っていく。それにつれて、雪の降るしんしんという音が、聴こえているような感覚に陥おちいった。

　──静か過ぎる。

　つい先ほどまでのコンサート会場かと思うくらいの人々の歓声や話し声が、一いつ切さい聞こえなくなっていた。

　次の瞬間、遠くから叫さけび声が聞こえた。遠くでいくつかの大きなクラッシュ音も響ひびく。

　その音ではっきりと灰時の頭は覚かく醒せいした。

　──皆、倒たおれている。

　這はいつくばっている目の前の地面を赤い液体が流れていく。

　──血、だ。

　更さらに、灰時の背中にも誰かが寄りかかって倒れているのだとわかった。

「あの、すみません、どいてくれますか──」

　灰時は肩かたをずらし、その人物を地面に下ろす。サラリーマンのようだった。だが、彼にはあるべきはずの──頭部がなかった。

「うわああああっ！」

　灰時は腹の底から叫んだ。

「……ハイジ君、大丈夫かい……」

　すぐ傍そばで英也の声がする。地面に倒れた英也の上にも、何人もの首のない死体が折り重なっていた。

　──落ち着け、落ち着け、まずは生きている人を……。

　灰時はパニックになりそうな自分を無む理り矢や理り落ち着かせながら、英也の上に乗ったままの、首のない死体をどかした。何か銀色のものがいくつか、血ち溜だまりの地面に落ちて小さな金属音を出した。

　──なんだろう、あれは。

　深く考える間もなく、灰時は英也の手を取った。

「……ひ、ヒデ君、立てるか？」

「大丈夫。一体何が──」

　よろよろと立ち上がり、顔に付着した血を服の袖そでで拭ふいた英也は、目の前の視界をとらえると、そこで言葉を切った。

　灰時も同じ景色を見ている。

　吉祥寺の交差点の歩道や車道に溢あふれていた人々は、全員地面に力なく横たわっている。

　その誰もが、もう生きてはいない。それは、全員に首がないことを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　十二月二十四日。昼過ぎの白かった吉祥寺は、今はもう、赤黒く染まっていた。

「……なんだこれ、なんかの──撮さつ影えい？」

　英也はそう言うなり、地面に嘔おう吐とし始めた。灰時も吐はきたい衝しよう動どうに駆かられたが、唾つばを飲み込み、グッと堪こらえる。

　──まずは生きている人を……。

「あ、ああ……」

　小さな声が聴こえた。

　灰時が声の方向へ視線を飛ばすと、ワンカップを飲んでくだをまいていた中年の男性が、顔面を真っ青にしながら地面にへたり込んでブルブルと震ふるえている姿が見えた。

「動かないで」

　灰時は英也にそう言うと、首のない死体の山を避よけながら、男へ近寄った。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　怪け我がはしてない？　一体、何があったんですか？」

「あ、ああ、あれ……あいつが……」

　男は、血に濡れたワンカップを持つ指先を震わせながら、空中へゆっくりと伸のばした。

　灰時が指先の方を見ると、東遊百貨店の前の交差点の信号機が、音もなく赤から青へ変わるのが見えた。

　その信号機の上に、誰かが腰こしをかけていた。ゆっくりと頭を振ふりながら、真っ赤に染まった道路を見下ろしている。

　異常に長い手足と、不気味に揺ゆれる、大きな耳と二本の鼻。

　象の化物が、信号機の上に腰掛けて、死体だらけになった吉祥寺の街を、眺ながめていた。

「……あいつがやったんですか」

　灰時は男の肩を抱だきながら訊きいた。男は、壊こわれたように何度もうなずきながら言った。

「あ、ああ、あ、あいつが、空を飛びながら、なんか言った。そ、そ、そ、そしたら、皆、頭が、一斉に、パーンって……」

　男はそう言うと、中身が真っ赤になったワンカップに口をつけた後、地面に両手をついて嘔吐し始めた。

「……何か武器を持ってるのかもしれない。落ち着いてください。警察へ連れん絡らくはできますか？」

　男は吐きながらも何度か頷うなずいた。

　──そうだ。象が何かしたというのなら、何か武器を持っているはずだ。下手に動くのは危険だろうか。でも、もしそうなら、俺とヒデ君が立ち上がったときに撃うたれていてもおかしくなかったはずだ。今こうやって、このおっさんの近くに来たときにも、既すでに──

　灰時がもう一度、信号機の上の象を見たとき、象もまた、灰時を見ていた。

　感情のない四つの目を視界にとらえた瞬間、灰時は、死んだ、と思った。だが、そうはならなかった。象は、灰時をじっと見み据すえたまま、長い両足を空中にぶらぶらさせながら、ゆっくりとその巨きよ大だいな首を、何度もかしげていた。まるで、なんで生きている奴やつがいるんだ？　と言っているようだった。
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　──すぐには攻こう撃げきできないのかもしれない。

　灰時はそう判断した。その判断が正しいかどうかはわからなかったし、確証も全くなかったが、とりあえず、現状で、そう判断することに決めた。死体の中に立っている英也が、嘔吐を終え、現状を把は握あくしていくに従い、パニックを起こしかけているのが、見えたからだった。

　灰時は一気に英也のもとに戻もどり、その体を支えると、そのまま真っ直すぐに、目の前にある建物の中を目指した。

「ヒデ君落ち着いて。『アルカ』の中へ逃にげよう」

　英也は足をもつれさせながらも、なんとか進んでくれた。

　灰時と英也は、交差点の向こう側にある、吉祥寺のファッションビル、アルカの中へ、転がり込んだ。
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「なんだ？」

　派出所の外で、村むら瀬せ巡じゆん査さが声を上げた。

　中なか城ぐすくは、スマートホンから顔を上げてそちらの方を見る。

「叫び声が聞こえなかったか？」

　村瀬はそう告げるなり、無線に何かを報告し始めた。中城はスマートホンのアルバムに収めていた、あのオブジェたちの写真を閉じた。

　──全部で六つ、あった。

　早くあれを作った人物に会いたい、という思いは、日々強まっていた。それは年内だろうか。年が明けてしまうだろうか。どちらにせよ、自分のこの手で、逮たい捕ほしたい、と願っていた。そうすれば、父親にも褒ほめられるだろうし、村瀬からも一目置かれるはずだ。

　──だから、早く、誰だれか人を殺してくれ。誰でもいいから。

　中城はそんなことを思いながら派出所の外へ出た。村瀬は、左手側──若者が集まるファッションビルのアルカの方角を見ている。

「おい、ちょっと、大勢倒れているみたいだぞ」

　村瀬はそう言うなり、駆け出した。中城は、すぐに後を追う気にはなれなかった。

　──ホワイトクリスマスに浮うかれた馬ば鹿か共が、将しよう棋ぎ倒しになっただけだろう。

　またあのつまらない交通整理をしなければいけないのか、と沈しずんだ気持ちになる。

　目の前のバスターミナルには、人々が溢れかえっていた。待ち合わせの人たちは皆みな笑え顔がおで、楽しそうだ。すぐ西側で起きた事故のことなど気付いてもいないに違ちがいない。

　中城は、暖を求めてもう一度派出所の中へ戻った。どうせなら駅前のこの場所に、通り魔までも現れてくれれば、拳けん銃じゆうが使えるのに、などと思いながら。

　わっ、という歓かん声せいが上がったのはその直後だった。

　中城が視線を上げると、バス用のロータリーの真ん中に、人々が集まっていた。

　彼らの視線の先に──象の頭の人間が、宙に浮いていた。

　──なんだ、あれ。どうやって浮いてるんだ。

　中城は派出所の外へ出て、人々と同じように、スマートホンで撮影をしようと、カメラを起動させた。その間にも次々と嬉うれしそうな表情を浮かべた人々が集まってきていた。バスが何台も、道路を開けるようにクラクションを鳴らしている。

　中城のスマートホンのディスプレイの中で、象は集まった人々を満足げに見下ろし、何度も頷いている。やがて、何かを喋しやべったようだった。

　次の瞬しゆん間かん、乾かわいた音が一斉に鳴り響き、重いものがどさどさと地面に落ちる音がして、辺りを静せい寂じやくが包んだ。

「あ？」

　中城がスマートホンから目を離はなすと、吉祥寺の駅前は、首のない死体と彼らから飛散した血液で、赤黒く埋うまっていた。

　その直後、ロータリーに入ってきたバスが、何体かの死体を轢ひきながら、そのままのスピードで駅構内へ突つっ込んでいった。運転手には、首がなかった。

　激しい衝しよう突とつ音とあらゆるものが破は壊かいされる音がして、再び静寂が訪おとずれた。

　──なんだ。何が起こっているんだ？

　中城はスマートホンを取り落とした。手が震えている。派出所から飛び出すと、あたりは血の海だった。

「先せん輩ぱい」

　数メートル先に、村瀬巡査の制服が倒たおれているのが見えた。死体を避けながら近づいたが、村瀬の首は、赤黒く飛び散ってしまっていた。いくつかの銀色の光も見える。

　──こんな、こんな、こんな、こんな、これは、これは、こんな、俺はこんなことは。

　中城は、帯おび革かわに手を伸ばしホルスターから拳銃を震える手で引き抜ぬいた。銃じゆう口こうを、宙に浮かぶ象へ向ける。

　象はこちらを、不思議そうに見ていた。

　──俺は、俺は、俺は、こ、こんなこと望んでいないぞ。

　象へ向かって引ひき鉄がねを引こうとしたが、それは敵かなわなかった。安全装置が降りたままだった。

　もう一度視線を向けると、もう象の姿はどこにもなかった。

　──あれはなんだ？　あいつは一体何をした？　あいつは……どこから現れたんだ？
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　駅前のロータリーの方で激しいクラッシュ音が響ひびくのを聞いて、当麻は顔を上げた。

　このまま帰るのも馬鹿らしいので、家電量りよう販はん店てんをうろついて帰ろうと、交差点を渡わたった直後のことだった。

　──事故かな？　よりによってこんな日に。

　雪にスリップでもしたのだろうか。ナヤバシカメラの中からも何人かが様子を見ようと出てきてはいたが、それも数人だった。

　──クリスマスイブの買い物は、交通事故くらいじゃ邪じや魔まされないってか。

　当麻は、店内に入る前に一服しようと、ナヤバシカメラの建物横に設置されている喫きつ煙えん所へ向かった。

　背後で、わっ、と歓声が上がる。振り向くと、先ほど見かけた、象の頭の大道芸人がナヤバシカメラの方角へ歩いてきているところだった。

　──お仕事ご苦労さんだね。

　当麻は煙草たばこをくわえたまま笑みを浮かべると、雪の下で火をつけた。

　喫煙所では二人の男性が寒そうに煙草をふかしている。左手に、丁度ランドセルくらいの大きさのプレゼントを抱かかえた男性は嬉しそうにスマートホンを見ていた。その横で、労働者風の服を着た男が不味まずそうに煙草を吸っている。

　──楽しい人も、そうじゃない人もいる、か。あたしは他人からどっちに見えるんだろうか。

　自分には答えがわかるけどね、と当麻は煙けむりを吸い込みながら思った。

「わかった。じゃあ、もうナヤバシに戻るよ。ナナは？　まだ怒おこってるのかい？」

　プレゼントを抱えていた男が困ったような笑顔でスマートホンにそう話しかけた。労働者風の男は、つまらなそうに二本目の煙草に火をつけた。当麻は、自分も二本目に手を出そうか迷ったが、寒さに負けて、店内へ入ることにして、喫煙所を後にした。

　その直後。ぱん、と乾いた音が当麻の背後から聴こえた。

　思わず振り返ると、スマートホンを握にぎったままの男が、片方の手からプレゼントを地面へ落下させたところだった。

　男の頭部は、赤黒く飛び散って、なくなってしまっていた。

　頭脳をなくした胴どう体たいは、そのままゆっくりと地面に膝ひざをつき、前のめりに倒れた。

　隣となりにいた労働者風の男の吸っていた煙草は、飛び散った血ですっかり湿しめってしまっていた。

「──あ、あんた」

　当麻は、やっとの思いでそう言ったが、労働者風の男は呆ぼう然ぜんとしたまま首をブンブンと横に振った。

「お、俺は何もしてない。こいつが突とつ然ぜん──」

　その直後、ナヤバシカメラの入り口の方からいくつかの叫さけび声が聞こえた。当麻がそちらへ視線を飛ばすと、大声を上げながら道路へ飛び出してきた若者が、直進してきた車のボンネットに撥はね上げられるところだった。

　その後も何人かのパニックになった人々が、店内から飛び出してきて、口々に叫んでいる。

「警察を呼んでくれ！」

「救急車だ！」

「テロだ！　自じ爆ばくテロが起こった！」

「爆ばく弾だんを持ってるぞ！　みんな死んでしまった！」

「誰か助けて！　ここは地じ獄ごくよ！」

　──自爆テロだと？

　当麻は全身の毛穴が一いつ斉せいに開き、冷たい汗あせが噴ふき出したのを感じた。

　──自爆テロだって？　この日本で？　そんな馬鹿な！

　しかし同時に、そういうこともあるのかもしれない、と冷静に考えてもいた。いつ戦争になってもおかしくない──そんな言葉が近ちか頃ごろのテレビからはよく聞こえてきていた。プレゼントを抱えていた男性は、運悪く、流れ弾だまか何かに当たってしまったのだろうか。

　──ともかく。今、ナヤバシカメラの店内は、大変なことになっているらしい。走り出てきた人々の悲鳴を信じるならば、そこは地獄で、みんな死んでしまっている──

「なあ、おい」

　手を貸してくれ──と、当麻は労働者風の男に言おうとした。だが、男は、首を爆ばく発はつさせて死んでしまった男の衣服から、財さい布ふを引っ張り出すのに必死だった。

　──死者から、財布を奪うばおうとしてやがる。

「その手を離しな」

　当麻は男に近づきながら言った。

「あんたは、その人に、そういうことをしちゃいけないんだ」

　いくら背が高いといっても、当麻は女だ。この追いはぎに身をやつした男を興奮させないようにしなければ──当麻は、緊きん張ちようしながらゆっくりと落ち着いた声で、そう言った。

「うるせえ」

　男は財布を手にして立ちあがり、言った。

「こいつがどうやって死んだのかわからねえけれど。──これは」

　奪ったばかりの財布を、男は当麻に見せ付けてから、

「可哀かわい想そうな俺へのクリスマスプレゼントなんだって、思うことにするぜ」

　労働者風の男はそう言って、思い切り走り出した。一度も振ふり返ることなく、路地を曲がって消えていってしまった。

　──追いかけるか？　いや、それをすることになんの意味もない。もう、遅おそい。

　当麻は、地面に倒れた首のない男へ近寄り、地面に落ちたプレゼントを拾い上げた。包装紙には濡ぬれた地面で少し染しみができていたが、父親の首から流れ出た血は、かろうじてどこにも付いていなかった。

「財布が守れなかったのは、すまなかったけど──」

　当麻は、デイパックの中からハンカチを取り出し、ズタズタになってしまった首もとへかけてやった。

「──ナナ、ちゃんっていうのか？　お子さん。あたしが責任もって、プレゼント渡してあげるから、安心して眠ねむってよ」

　すぐ傍そばに、血で真っ赤に濡れた男のスマートホンが転がっていたが、ディスプレイには男の骨の破は片へんと、何か銀色に光る長細い物（──壊こわれた部品だろうか？）が突き刺ささり、ひび割れていた。

　──リダイヤルとかは、無理だろうな。

　男の通話内容から察するに、家族は、ナヤバシカメラの中にいるのだろう。

　当麻は髑どく髏ろのエンブレムのついたカウボーイハットを深く被かぶりなおし、プレゼントをしっかりと抱え、歩き出した。
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　アルカは既すでに、一つの巨きよ大だいな棺かん桶おけと化していた。

　灰時と英也はその八階建てのファッションビルの中に逃にげ込んですぐに──ここに逃げ込んだところで状じよう況きようは一つも変わらない、と思い知らされただけだった。

　それでも、あの宙に浮うかぶ不気味な象の視線から外れることができただけでも、随ずい分ぶんと延命できたような気分になった。

「みんな死んでる」

　英也が、アルカの一階のフロアを見み渡わたして、わかりきったことを呟つぶやいた。血の海の中に倒れている死体にはことごとく、首がなかった。

「大だい丈じよう夫ぶかい、ヒデ君」

　灰時は英也に話しかける。パニックが治まっているかどうかが知りたかった。

「……大丈夫に見えるのなら、きっと、ハイジ君の頭の方が、どうかしてしまっている」

　英也は、真っ青を通り越こし、ほぼ真っ白になった顔色でそう言って、すぐに俯うつむいて首を振った。

「──ごめん。そんな厭いやみを言うつもりはなかった。ただ、まだ何がなんだか整理できていないんだ。だのに、やけに落ち着いてるハイジ君が少し、怖こわくなったのさ」

「気にしないでくれヒデ君。本当は俺も、大声を上げて涎よだれをたらしながら叫んで暴れまわりたい気分なんだ。けれど、かろうじてそれをせずに済んでいるのは、まだここに、生きている君がいるからなんだよ」

「──ごめん。本当に」

　英也は俯いたまま、言った。

「泣きそうだ。ハイジ君がいてくれて本当に良かった」

「お互たがい様だぜ」

　──俺たちはチームだ。

　灰時はそう言おうとして、ふと、同じようなことをいつだったかに言ったような気がして、言葉をとめた。

　──あれは、いつだったっけ。

　そのことを思い出そうとしたが、胸がしめつけられて涙なみだが溢あふれそうになるだけだった。

「──もう大丈夫だ。吐はいたからかな、幾いく分ぶん、ましになった。ところでハイジ君、俺たちは、同時に酷ひどく最低な夢を見てるのかな？」

「だったら事態は幾分か、ロマンチックなものになりそうだ。けれど恐おそらく、まだ数パーセントの可能性を残して、これは現実だよヒデ君。くそったれだけれど、認めないといけない」

　灰時は、倒れた人々が、背中に手足を次々とぶつけてきたときの感かん触しよくを思い出していた。二日前に蹴けられた部分もまだ、しっかりと痛い。

「それでも、まだ数パーセントは、現実じゃないって可能性も残ってるんだね」

　英也が少しだけ明るいトーンでそう言ったが、その声は震ふるえていた。

「俺は楽観主義者だからね」

　灰時はそう答えながら、血に塗まみれた床ゆかで銀色に光を反射する物に目を奪われていた。

　──あれは。さっきも、見たやつと同じだろうか？

　英也の体に覆おおいかぶさっていた死体をどかすときに、地面に落ちていった物。

　──それが、どうしてここにもあるのだろう？

「自爆テロかな」

　英也が、エスカレーター横の柱にもたれかかりながらそう言った。その声を聞いて、灰時は床へ伸のばしていた手を止めた。

　──爆弾の部品か何かかもしれない。

「アメリカの、マラソンのときの映像を思い出したよ。犯人は、圧あつ力りよく鍋なべで爆弾をこしらえたんだ」

　灰時もそのときの報道は覚えていた。

（犯人グループは、圧力鍋の中に、釘くぎやパチンコ玉大の鉄球をぎっしりと詰つめ込んで──）

　血ち溜だまりの中から、銀色に光るそれを、摘つまみ上げる。

　──五ご寸すん釘くぎだ。

　それも、まだ真新しい。

（──圧力鍋の中に、釘や──）

「犯人は、もう死んだんだろうか？　いつまでここにいればいいんだろう」

　──犯人は。

　信号機の上に腰こしをかけ、両足を退たい屈くつそうに揺ゆらしながらこちらを見下ろしていた象の顔が蘇よみがえる。

「──いや、これは自爆テロなんかじゃない」

「え？　どうして？」

　誰だれかが、圧力鍋か何かで爆弾を作って爆発させたものなんかじゃないことは、灰時にはわかっていたが、それを上手うまく説明することが出来なかった。もどかしさばかりが募つのる。はっきりとした答えは目の前にあるのに、それを受け入れるのに、自分の脳味噌がまるで追いついていないような、焦あせりにも似た気持ちが先走るだけだった。

「うまくは説明できないけれど──だって、そんなの、絶対違ちがうじゃないか」

「だから、どうしてさ？」

　そのとき、階上から大きな音がして、何かが、英也のもたれかかっていた柱の横のエスカレーターの上から転がり落ちてきた。

「うわっ！」

　英也は驚おどろいて柱から飛びのき、血溜まりに足を滑すべらせて転んだ。

　転がり落ちてきたのは、まだ生きている女性だった。

　大きなファーのついたダウンジャケットを着ているが、真っ赤に染まっていて、元が何色だったのかわからない。

「うう……たす、助けて……顔……」

　手足をおかしな方向へ曲げて俯いたまま、絞しぼり出すような声で、女はそう言った。

「だ、大丈夫ですか」

　傍で尻しり餅もちをついていた英也が、ゆっくりと近づいて女に声をかける。

「痛い……痛い……顔。痛いよう……顔」

　女は消え入りそうな声で繰くり返しそう呟くだけだった。

　灰時はすぐには動けなかった。女の顔を見るのが、怖かった。

　英也は慎しん重ちような手つきで女を抱かかえあげ、柱にもたれかかるように座らせた。

　やがて女は、ゆっくりと顔を上げた。

「うわっ」

　英也は思わずそう言った。灰時も声を上げそうになったが、声にならない息が、喉のどの奥からひゅうっ、と通っただけだった。

　女の顔には、何本もの細長い釘が突つき刺さっていた。

　右目の眼球に突き刺さった釘は、痛みのあまり閉じようとするまぶたを、途と中ちゆうで遮さえぎっていた。

「ねえ……私、顔……痛いの。助けて……お医者さん呼んで……顔が……」

　途と切ぎれそうな声で、女はそう言った。

　英也は泣きそうな顔を灰時へ向けた。灰時は、黙だまって首を振るだけだった。

　──どうすればいいのかわからない。何ができるかもわからないんだ。仕方ない。仕方ないよ。俺たちはまだ高校生なんだし……。

　ついさっきまで、生きている人が最優先だ、などと思って行動していた自分がいかに自己満足な行動しかできていなかったかを思い知らされる。こうして実際に、かろうじてまだ生きている人を目の前にしたって、何をしていいかさっぱり、思い浮かばず、ただ震えて目を逸そらすことしかできない。

　──少年漫まん画がのヒーローたちなら、こんなとき、どうするんだろうか。

　あんなに好きで読んでいた少年漫画の熱血主人公たちの顔が、今は一つも思い出せなかった。代わりに浮かんでくるのは、悪役たちの顔ばかりだ。

　そのとき、女の声が、ごぼごぼ、と泡あわを噴ふん出しゆつするような音へ変わった。

　見ると、女は天てん井じようを見上げ、口から泡を吹ふいている。女の喉にも、数本の釘が突き刺さっており、その根元からも、細かな泡が産み出されていた。

　──ああ、この人は、もう駄だ目めなんだ。

　灰時は引き裂さかれそうになる胸の奥で、どこか、そのことを認にん識しきして、ホッとしている自分がいることに気がついた。

　──俺は、この人を助けられずにいたことに、安心している……。

　何もできなかったのではない。何をしても手て遅おくれだった、という言い訳を見つけることができて、ホッとしている自分が、そこにはいた。

　──最低だ。

　灰時は、思わず女のもとへ歩き出していた。

「お、おいハイジ君……」

　女の傍に跪ひざまずき、その手を握にぎる。弱々しいが、しっかりとその手は握り返された。

　──この人は、まだ生きているんだ。

　だが、灰時には、彼女になんと声をかければ良いかわからなかった。

　──こんなとき、ヒーローならば……。

　そのときだった。

「だ、大丈夫ですかっ!?　ほ、ほわあああああっ！」

　頭上で懐なつかしい声がしたと同時に、その声の主が、エスカレーターの上を転がり落ちてきた。

「……また女が転がり落ちてきた」

　英也はそう呟く。

　だが灰時は、その声を聞くと同時に、自分の中に光が灯ともされていくような感覚を覚えた。

　思わず涙が溢れそうになる。

「あいたたた……」

　水ヶ原水鶏は、仰あお向むけのまま、桐咲女子の制服のスカートの裾すそと自分の頭を押さえながらも、しっかりとした声で、そう言った。
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「大丈夫です。私たち、ちゃんとあなたの傍そばにいますから」

　水鶏は、女性の両手をしっかりと握りながら、力強くそう言った。

　灰時と英也も、その手を上から握り締しめている。

「ほんとうだ……」

　女が、水鶏の手を強く握り返したことが伝わった。

「そこに、いてくれてるのね」

　女はそれだけ言うと、ごぼっ、と一度だけ咳せき込んだ。水鶏の顔に女の口から吹き出した血ち飛沫しぶきがかかるが、水鶏は顔を背そむけることも目を閉じることもなく、女の顔をしっかりと見つめていた。

　女の口元が少しだけ笑え顔がおのように動いたかと思うと、くったりと、全身の力が抜ぬけていった。

「おやすみなさい」

　水鶏はそう言うと、女の両手を腹の辺りで重ねてゆっくりと置いた。そして灰時の方を向いて、

「やっぱり、かわいそうですよね、これじゃ」と言った。

「痛いかもしれないけど、ごめんなさい」とすまなそうな声でそう言うと、水鶏は女の右目に左手の指を添そえて、眼球に刺ささった釘を真っ直すぐに引っこ抜いた。

「すげえな」英也が小さな声で呟つぶやくのが聞こえた。

　水鶏はそのまま、左手で女の両目のまぶたを閉じさせてから、両手を合わせて拝んだ。

「く、水鶏、さん」

　灰時は、その背中に声をかける。英也が驚いた顔で二人を見た。

「人間って、死ぬときは、一人ぼっちですから。傍に誰かがいるのなら、一人じゃないよ、って声をかけてあげた方が、安心すると思うんです」

　水鶏は立ち上がって言った。

「少なくとも、私が死ぬときは、そうしてほしいので、そのようにしました」

　そう言って朗ほがらかに、あはは、と笑う。死者だらけの空間にそぐわない笑いだったが、灰時にはとても安心できる声だった。

「怪け我ががなくてなによりだ」

「月つく夜よ見みさんの方こそ、です」

　水鶏はリボンの端はしをくるり、と一度だけ指で遊ばせてから、朗らかな笑顔でそう言った。

　──水ヶ原水鶏が、ここにいる。

　灰時がその事実に、心震ふるわせたときだった。

「ちょちょちょちょっと待って。え？　何？　二人知り合いなの？　どういうこと？　親しん戚せきか何か？」

「私と月夜見さんは親戚ではありません」

　水鶏は英也の方を向いてはっきりとそう言った。

「え、じゃあ何？　俺だけ蚊帳かやの外な感じ？　邪じや魔ま者ってやつ？」

　──邪魔者ではないが、数分だけ、どっか行ってくれないかなあ、こいつ。

　灰時はそう思わずにいられなかったが、水鶏が英也の言葉を手で制した。

「私と月夜見さんはとある事情で、チームを組んでいるのですが、それについての説明は後です。とりあえず今は、身の安全を確保しましょう」

「チーム？　チームって何？　おいハイジ君、事の場合と次し第だいによっちゃ、俺は君という人間を心から軽けい蔑べつすることになるぜ」

　今のしつこい英也になら軽蔑されても構わない、と灰時は思ったが、そんなことで親友と袂たもとを分かつ訳にはいかない、と考えなおす。

「後できちんと説明するし、どんな罰ばつでも甘んじて受けるよ、ヒデ君。とりあえず彼女の言うとおり、次の行動を決断しよう」

「彼女？　彼女ですって？　この期ごに及およんで彼女と君は言うのかい？」

「ヒデ君さん、静かにしてください。この方たちのように頭が爆ばく発はつして死んでも知りませんよ」

　水鶏の落ち着いたその一言で、英也はしっかりと口をつぐんだ。

　だが灰時は、その言葉にひっかかりを覚える。

「──頭が爆発して死んだ、だって？」

　英也もそれを聞いて、両手で口を押さえたまま目を丸くする。

「ええ、そうです──ご覧になってないのですか？」

　水鶏が、逆に聞き返してきた。

　灰時も英也も、彼らが死ぬ瞬しゆん間かんは目もく撃げきしていなかった。地面に這はいつくばっている間に、気がついたら死んでいたのだ。

「私は、六階の雑貨屋さんにいたのですが──」




　水鶏は、午前中までの授業の後まっすぐ帰宅する気にもなれず、吉祥寺へ出た。クリスマスイブだったので、家族に何かプレゼントでも買おう、と思いついてアルカへ来て、六階のフロアで色々と物色をしている内に、午後になったら武蔵野中央図書館へ行ってみようか、と思いついた。（──そのことを話すとき、水鶏は、灰時の顔を冷ややかな眼まな差ざしで見つめた）

　今は何時くらいだろう、と店内の時計を探そうと、顔を上げて少しした後、前を歩いていた、若いカップルの頭が突とつ然ぜん、ぱん、と爆はぜた。何が起こったのかわからず、雑貨屋の店内に目を走らすと、同じような音が続けざまにして、水鶏以外の全員が、頭だけを飛び散らせながら力なく倒たおれていくところだった。

　水鶏が咄とつ嗟さにしたことは、自分の頭を両手で押さえることだった。そんなことをしても意味があるのかわからないが、彼らのように、自分の頭も爆発しないように、と思って反射的にした行動だった。両手で頭と耳を思い切り押さえつけながら、水鶏はひたすらに叫さけび続けていた。

　どのくらいの時間そうしていたかはわからないが、喉のどから絞り出されているのが既すでに声ではなく、ただの激しい息だけになっている、と気付いたとき、ゆっくりと両手を離はなした。筋肉が強こわ張ばっていて、自分の腕うでではないような感覚だった。ゆっくりと音が戻もどってきたが、軽快な音楽を鳴らす店内放送以外は、何も聴こえてこなかった。

　激しく打ち続ける心臓を左手で押さえながら、水鶏は右手で何度も自分の頰ほおを打ち、落ち着くよう自身に言い聞かせながら、生きている人を探し始めた。フロア内を探して回るのに、そう時間はかからなかった。首がまだある人だけを探せば良かったからだ。そしてまだ首があるのは、自分とマネキンだけだった。そんなことをしながら、ここまで降りてきた。




「でも、頭だけが爆発するって──どんなトリックだよ。俺たち以外全員、頭ん中に、小型の爆ばく弾だんでも仕し掛かけられてたっていうのかい？」

　英也は自分のこめかみを指で叩たたきながら言った。

　──だから、違ちがうんだ。これは爆弾や、自じ爆ばくテロなんかじゃなくって。

　灰時は、先ほど上手うまく言葉にできなかった、英也の疑問に対するしっかりとした解答が、もうすこしで摑つかみ取れそうな感覚になる。

　──犯人は。これをやったのは、あの、象なんだ。

　はっきりとした答えは目の前にある。それは、先ほど、水鶏が言った通りの言葉で。

「だから、頭だけを爆発させる爆弾なんか、あるわけないんだ」

　灰時は、ようやくそれだけ言った。それを言葉にすることで、今まで脳が受け入れられなかった事実が、急速に流れ込んでくる。

「だから、これをやったのは、テロリストなんかじゃない。もっと手に負えないような、理解もできないような──化物なんだよ」

「……はあ？」

　英也が一ひと際きわ高い声を出す。

　──頭がおかしくなったと思われただろうか。

「その通りです」

　水鶏が、しっかりとした声で言った。

「これは、悪意のある化物による──凄すさまじく不ふ愉ゆ快かいな、呪のろい──なのです」

　その右手には──先ほど、女性の右目から抜き取られた──五ご寸すん釘くぎが、禍まが々まがしく光っていた。
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　鴻こう島じまは、走っていた。

　──夢であってくれ。こんなのは、悪い夢でなきゃおかしい。




　あの日、美み佳かと別れた吉祥寺サンロードの北口で、鴻島は再び大おお迫さこと美佳の姿を見つけた。

　二人は実に楽しそうに、雪のクリスマスイブを楽しんでいた。その姿を見て、鴻島は何も声をかけることもできないばかりか、二人を憎にくんだ。

　──死んでくれ。俺の目の前から消えろ。

　だが、二人の視界から消え去るべきは、自分なのだ、と思いなおし、酷ひどく惨みじめな気持ちになった。

　──帰ろう。こんな日に、街へ出てくるべきじゃなかった。

　家の中にいても両親からの視線が痛く、思わず飛び出してきたのだが、街で幸せそうな人々を見ているよりかは幾いく分ぶんか、ましに思えた。

　吉祥寺の駅へ背を向け、横断歩道を渡わたろうとした瞬間、背後から歓かん声せいが聞こえた。

　横断歩道を渡りきってからゆっくりと振ふり向くと、象の頭の人間が、宙に浮ういていた。

　──すげえな。

　そう思った次の瞬間、乾かわいた音と共に、そこにいた人々のほとんどが、頭を破は裂れつさせながら倒れていった。大迫と、美佳の姿もそこにあった。

　何が起こったのかわからなかったが、道路を走る車が次々と事故を起こしていく音で気がついた。危あやうく鴻島自身も轢ひかれるところだった。象の姿は、もうどこにもなかった。

　左手に見えるナヤバシカメラの中からも、何人かの人たちが大声を上げながら飛び出してきていた。

　鴻島は、ゆっくりと道路を渡り、もうすっかり動かなくなってしまった大迫と美佳の死体に近づき、跪ひざまずいた。二人の背中には既に雪が積もりつつある。

「……違うんだ」

　鴻島は、震える声でようやくそう言った。

「死ね、なんて、冗じよう談だんなんだ。本当はそんなこと思ってない」

　涙なみだが溢あふれてきた。寒さですぐに頰と鼻が痛くなるが、鴻島は気にならなかった。

「だからごめんよ。悪かった。生き返ってくれ。二人に俺、ちゃんと謝ってないっていうか──あれから、まだ、なにもきちんと、話せていないじゃんか──」

　だが大迫と美佳が鴻島のその言葉に示した反応は──吹ふき飛んだ首元から、とくとくと、大量の血を吐はき出し続けることだけだった。

「自爆テロだ！」

　遠くからそんな声が聞こえてきて、鴻島は再び我に返った。

　──そうだ、これは、テロだ。とうとうこの街が、狙ねらわれた。俺の住むこの街が。

　鴻島は立ち上がり、頰と鼻の下を手て袋ぶくろでぐい、と拭ぬぐうと、大迫と美佳の死体に両手を合わせた。

「……悪い。また後で必ず迎むかえに来る。二人の体は、俺がちゃんと、親おや御ごさんに引き渡すから」

　──まずは自分の身だ。すぐに家に帰って、両親に自分の安全を知らせないと──

　回れ右をして、再び横断歩道を渡ろうとした鴻島の視界の端に、子供の姿が入り込む。

　──子供だ。あんなところで何してる。

　泣きながら呆ぼう然ぜんと死体の中で立ちすくむ子供を、パニックになって走ってきた大人が、突つき飛ばした。子供はなす術すべもなく、顔面から倒れこむ。

　──くそ、悪い夢であってくれ、こんなこと。

　鴻島はもう一度、ぐるりと体を回転させ、再びサンロード商店街の中へと、全速力で走り出した。

　視界の真っ直すぐ先には、血の海の中で座り込んだまま泣いている子供がいる。
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　夏なつ目め川がわきつねは、遠くから、鴻島の姿を見ていた。

　──あら。思ってたよりも、彼、人間らしいところがあるのね。

　そんな感想を心に浮かべた後、即そく座ざに思い直した。

　──そうじゃない。彼には、初めからずっと、人間らしさしかなかったわ。

　月夜見の跡をつけ、夜の武蔵野中央公園で殴なぐりかかる前も、殴りかかっている最中も、殴り終えた後も──どこを切り取っても、惨めで、残念で、それでもじたばたともがいている、人間の姿、そのままだった。

　──加速した暴力の加減がわからなくなったところなんて、抜ばつ群ぐんに人間らしかったわよね。

　そう思ってきつねは、ふっふっふ、と口の中だけで笑って、歩道に設置されたベンチにゆっくりと腰こしを下ろした。

　きつねの背後で、次々とガラスの割れる音が鳴り響ひびく。ゆっくりと振り向くと、ナヤバシカメラの中で、暴動が起きている音だとわかった。

　──こっちもまあ、随ずい分ぶんと人間らしいことで。

　象の攻こう撃げきからかろうじて生き延びた人々が──何故なぜ自分が生き延びられたかを考える時間もとらず──目の色を変えて、店内の電化製品を必死の形相で持ち出していく姿が見える。

　他ほかにも次々ときつねのすぐ横を、そこらじゅうの店内のレジや金庫から現金を摑んだ人や、商品を抱かかえた人々がバタバタと走っていく。誰だれの目にも、きつねの姿が映っていないようだった。

　──そんなにたくさん、必死で金品を集めてどこへ行こうというのかしら。ここはもう、とっくに地じ獄ごくになってるというのに！

　きつねは、ベンチの背にふんぞり返って、赤黒く染まった地面を、まるでなかったことにしようとするかのように白く降り続ける空を見上げて、はははははは、と抑よく揚ようのない声で笑った。
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　制せい帽ぼうに合羽カツパ姿の中城は、パトロール用の自転車を井の頭公園の入り口に乗り捨て、その奥の撤てつ去きよ自転車置き場にある、あのオブジェを目指して、白い息を吐きながら雪を踏ふみつけ歩いていた。




　ここに来るまでの道の全すべてで、人は頭部を破裂させて死んでいた。吉祥寺駅の南口（公園口と呼ばれる場所だ）も、やはり例外ではなかった。

　──ここにも、あの象のやつが来て、みんなを、無残にも殺していったんだ。

　マルハ百貨店の前のバス停通りも、玉たま突つき事故や建物に突っ込んでいる車やバスで一いつ杯ぱいだった。それらを運転していたどのドライバーの首も、既になかった。

　何人か、生き残ってよろよろと歩いたり、他人の体から何かを奪うばい取ったり、店先を荒あらしたり、中城に泣きながら助けを求めてくる人々を見かけたが、その全てを無視した。

　──申し訳ないが、そんなことに関かかわってる場合じゃないんだ。

　中城は心の中でそう言い訳しながら進んできた。公園の中、自分だけのオブジェを目指して。

　井の頭公園の中は、まだ昼間だというのに、沈しずんだ暗さに覆おおわれていた。

　休日ということもあり、公園の中にはたくさんの人がいたが、今はその全員が頭部をなくしたまま、雪の下に埋うもれつつあった。

　背の高い木々が黒い影かげを作り、積もった雪が弱い光を白く反射させ、井の頭公園内部の御ご殿てん山やまの森は、モノクロの世界だった。

　普ふ段だんならすぐ傍そばを走る車の音が絶えないのだが、今は何も聴こえない。

　中城の息を吐く音と、雪と落ち葉と小枝を踏みつける音だけが、やけに大きく聴こえる。

　やがて中城は、撤去自転車置き場へたどり着いた。

　朽くち果てる寸前のようなフェンスに囲まれたそこへ、足を踏み入れる。まだ誰の足あし跡あとも、そこにはついていなかった。

　隅すみに堆うずたかく積み上げられている自転車の山へ、中城はゆっくりと近づく。その傍まで来てしゃがみこみ、合羽のポケットから懐中電灯を取り出し、点灯して自転車の山の真下を照らす。

　自転車の山が屋根になり、そこには一いつ切さい雪が積もっていなかった。中城は上半身を自転車の山の下にできた隙すき間まへ滑すべり込ませて、奥を覗のぞき込む。

　中央に置かれていたはずの、三つの穴が開けられた白い袋ふくろが、そこにはなかった。その代わり、丁度白い袋と同じ大きさの円の周りが、黒く濡ぬれていた。

　中城は地面近くへ更さらに首を突っ込み、懐中電灯の灯あかりがよく当たるようにした。

　白い袋が置かれていたはずの場所に撒まかれているのは、大量の血液だった。更にその向こうに、地面に釘くぎで打ちつけられたまま絶命している、小さな蛇へびの死し骸がいが見えた。

　中城は自転車の山の下から脱だつ出しゆつし、膝ひざと下腹部についた雪を払はらい落とす。

　──誰か……このオブジェを作った人物か、それに深く関わるような誰か、が、ここに来て、あの白い袋に血液をかけたんだ。

　中城はほぼ、そう確信していた。

　このオブジェ群を見つけてから毎日、中城がこれらを確かく認にんしに来ない日はなかった。それだけ観察し続けたが故ゆえに持てる確信だった。

　──そして、何かの血をかけられた白い袋が、命を持って、オブジェを作った人物の命令を実行するために動き出した──それが、あの、象だ。

　中城が象の姿を見た後、真っ直ぐここへ確認しに来たのは、象といえば、井の頭公園だから、という理由以外には何もなかった。だが、その直感は当たったようだ。

　──このオブジェに守られていた白い袋は、象の姿になって、人々を虐ぎやく殺さつしに来たんだ。なんてこった。そんなことが、そんな無む茶ちや苦く茶ちやなことが……。

　中城は、懐中電灯の柄えの部分で、一度だけ強く自分の額を殴りつけた。

　──こんなことが、俺の望んでいた、俺が逮たい捕ほすべき事件だっていうのか？

　中城は混乱していた。自分の手に余る。望んでいたのは、こんな超ちよう常じよう現象的な種類の殺人じゃない。もっと、拳けん銃じゆうとかでどうにかなるレベルの、地に足の着いた殺人事件であるべきだった。

　だが、起こってしまった種類はどうあれ、自分が望んだ殺人が、自分の護まもるべき街で今まさに行われている。

　──他の先せん輩ぱいや、同どう僚りようたちは、まだ生きているだろうか。

　先輩である村瀬巡じゆん査さは、頭部を破裂させて絶命してしまった。ひょっとすると、今この街で生き残っている警官は──既すでに自分だけなのではないだろうか。

　──俺には無理だ。逃にげよう。

　中城は即座にそう判断した。

　──でも何処どこへ？

　慌あわてた足取りは、雪に覆われた地面に隠かくされていた木の根に躓つまずいて、転んだ。地面にしたたかに胸を打ちつけた瞬しゆん間かん、無線が音を立てた。

「杉並ＰＳから中城。中城ＰＭいるか、どうぞ」

　雑音交じりの聞きなれた声が、モノクロの公園内に響く。

　中城は、よろよろと立ち上がりながら、合羽の下の無線機へ手を伸のばした。

「こちら中城。ＰＳどうぞ」

　ザザ、という短い音の後に、その声は言った。

「──謙けん一いち、お前無事なのか」

　中城謙けん輔すけ──杉並区で警官を務める、父親の声だった。
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　当麻は、ナヤバシカメラの外に転がり出てくるなり、口元に巻いていたバンダナを下ろした。

「はあっ。はーっ、はーっ」

　灰の中に溜たまった、澱よどんだ空気を大急ぎで交こう換かんする。

　確かにあの叫さけび声が伝えていたように──中は地獄だった。ひょっとすると、地獄よりももっとひどいかもしれない、と何度も思ったほどに。




　店内は首のない死体と血の海で、足の踏み場もなかった。

　人の声は一切しないのに、能天気な店内ＢＧＭが繰くり返し鳴っていた。エスカレーターで階上へ登ろうとすると、登りのエスカレーターの頂上で、首のない死体が倒たおれたまま運ばれ、折り重なったまま、体の下を流れていくエスカレーターの板の振しん動どうで小さく震ふるえていた。

　──生きている子供を捜さがそう。

　そう決心した当麻は、大きな声で子供の名前を呼びながらフロアを上がっていった。

「ナナちゃーん、いますかー？　ナナちゃんって名前のお子さん、どなたか知りませんかー？」

　だがいくらフロアを上がっていっても、その声に応こたえてくれる人間はいなかった。全員死んでいたためだ。

　──全フロアにいる人の頭だけを、同時に一いつ斉せいに吹ふき飛ばす爆ばく弾だんなんてあるわけない。一体、この中で何が起こったんだ？　……あの象のやつは、この中へ大勢の人間を引き連れて入っていって出てきてない、よな。どっかで木っ端ぱ微み塵じんになってるかと思いきや……それらしきものもまだ見つからない。

　そんなことを考えながら当麻はフロアをどんどんと上がっていく。思ったよりも、死体に動じていない自分にも驚おどろきながら。

　──こんだけの量があると、逆に現実感がないっつうか？　蠟ろう人にん形ぎようみたいな……作り物じみて、あんまり怖こわいとか、グロいとか思わないもんだなー……。

　それでも、無む理り矢や理りねじ切られたような首の断面を直視していると、そこから湯気が出ているのに気付く。同時に鼻び腔こうの奥を、死の臭においが刺し激げきした。

　──だめだ。あたし、視覚情報は平気だけど、直で来るこの臭いは、耐たえられんわ。

　デイパックの中から、緑色のデザインでお馴な染じみのリップクリームを取り出し、鼻の下に思い切り塗ぬりたくり、バンダナを鼻の上から巻いた。

　──これでメンソールの臭いが逃げにくくなって臭い問題はクリアになり、同時に列車強ごう盗とうスタイルの一丁上がりって訳だ。

　ナナちゃんの名前を大声で叫びながら当麻は、五階のフロアまで上がってきた。

　子供用のおもちゃ売り場。ここにいる可能性は、非常に高いように思えた。

　──生きていれば、ね。

　当麻はいくつもの死体を跨またぎ、大声で名前を呼びながら慎しん重ちように進んでいく。ひょっとしたら既にいくつか跨いで通り過ぎた、首のない子供の死体の中に、ナナちゃんはいたのかもしれない。

　──最終的に、一人一人確認してくしかないのかな……。お父さんとあんな約束しなければ良かったかもしれない。

　バンダナの下でため息をつきながらも、当麻はやるしかない、と決意を固めていた。

　そのとき、カウンターの奥で、人ひと影かげが動いた。

「動くな！　撃うつぞ」

　当麻は左手の人差し指をカウンターへ向けてそう叫んだ。

　カウンターの人物は、両手を上げたまま固まっている。

「……撃たないでください」

　ナヤバシカメラの男性従業員だった。その声は震えている。

「なんつって。──撃たないよ。撃つようなもん、持ってないし」

　当麻は左手をひらひらと振ふってみせた。

「……死んだかと思った」

　小太りの従業員は、眼鏡めがねを掛かけ直し、ため息をついた。

「……生きてるのは、おにーさんだけ？」

　当麻は煙草たばこを取り出し、火をつけた。

「あ、いいよね、店内禁きん煙えんだろうけど。もう、今は、特に、いいよね？」

「ああ、それは、ええ、どうぞ……」

　従業員の男は、キョロキョロと忙せわしなく目を動かしながら答えた。

「あたしさ、ナナちゃんって女の子捜してんだけど、知らない？　つうか、見てない？　具体的には、姿を拝見してない？」

「いや、そんな子供は……いくつくらいの女の子なんですか？」

「お父さんが、こんな感じのプレゼントをあげたくなるような、そんな年ねん齢れい」

　当麻は男にプレゼントを掲かかげて、見せた。

「中身はなんです？」

「おにーさん、この包装紙に見覚えとか、ないの」

「つっても、プレゼント包装は、カウンターが別だからな……その大きさ的にええと、ぬいぐるみかもしれない……抱だっこシリーズの箱はちょうどそれくらいのサイズだった気が……」

「オッケー。もしそうだとしたら、それをプレゼントされるのは、何歳くらいだろうか」

「あ、でもちょっと待って。ぬいぐるみ……抱っこシリーズ……」

　従業員の男は、何か思い出したようだった。

「あ。……数時間前、ナナちゃんって呼ばれた女の子が……ぬいぐるみ選びながら泣いてるのを見たような」

「でかしたぞ小太り！　ナナちゃんは女の子だったんだな？　その子は何処どこ行った？　残念ながらこのフロアに既にいたりする？」

　従業員の男は、「小太り？」と小さく呟つぶやいた後、汗あせを拭ふきながら思い出すように言う。

「んーと、いや、なんか、下のフロアに降りてったんだ、確か。そうそう。欲しかったぬいぐるみと、買ってもらったぬいぐるみが違ちがうって……最初泣いてて、ええと、お母さんが、あやしてたんだけど、ああ、そうそう、そのうちに走り出して、エスカレーターで降りて行っちゃったんですよ」

「褒ほめてつかわすよ、小太り君。その女の子は、どんな服着てたか覚えてない？　ロリコンの君だったらよく見ていたことでしょう？」

「いや、俺は別にロリコンじゃないけど、結構思い出してきた。ええとね、白いダウンジャケット着てたよ。ピンクのラインが入ったやつ。下は、スカートだったかな。栄城大付属小学校の制服だったよ。あの色とプリーツの数は間ま違ちがいなく」

　ピンクのラインの入った白のダウンジャケットを着て、制服のスカートを穿はいた女の子の胴どう体たいは、ここに来るまでの間、一度も見た記き憶おくがなかった。

「そうか……ナナちゃん、外まで行ったんだ」

　当麻はそう呟くとフロアを横切ってエアソフトガンコーナーへ移動し、グロック17と書かれたガスガンの箱を三つと、更さらにガス缶かん十本と、０・２５グラムのＢＢ弾だんの袋ふくろを大量に抱かかえ、戻もどった。

　それらをカウンターの上に置き、箱を空けてガスガンを取り出し、デイパックの中に放り込んでいく。

「あ……お会計」

　従業員の男は当麻の行動を初めは呆ぼう然ぜんと見ていたが、やがて気がついたように小さくそう言った。

　当麻は財さい布ふから万札を七枚取り出し、カウンターへ叩たたきつける。

「……ちなみに訊きくけど、その子の、お母さんは？」

「あ……ええと」

　従業員の男は、エスカレーター付近を指差した。

　上品そうな服装に身を包んだ女性が一人、うつ伏ぶせに倒れているのが見えた。

「そのお金と、レジのお金もちゃんと守りきったまま、ここを出られると良いね」

「……え」

「あたしがこのフロアに来てもすぐに姿を見せずに隠かくれてたのは──レジからお金集めてる最中だったからでしょ」

　当麻はマガジンをグロックの本体に差し込み、スライドを一度引いた。

　エスカレーターの近くまで歩き、横たわったまま動かない女性の死体に両手を合わせ、

「……大だい丈じよう夫ぶ、プレゼント、気に入ってもらえますよ。お二人の選んだものなんですから」

　と、囁ささやいた。女性の左手には、スマートホンが握にぎられていた。

「失礼します」

　当麻はそう言って、女性の手からスマートホンを抜き取った。通話は切れていたが、幸いにも、何処どこも壊こわれた様子はなかった。

「お借りしときます。必ず、ナナちゃんにお返ししますんで」

　当麻は立ち上がると、振り向いて大きな声で従業員の男に声をかけた。

「おにーさん！　じきに、お金とか電化製品とかを根こそぎ持っていこうって人たちでこのビルは一いつ杯ぱいになるけれど。そういう人たちと、ちゃんと戦って、そのお金、死守すると良いんだよ。それじゃあご武運を！」

　当麻はデイパックを担かつぎなおしてそう言うと、プレゼントの箱を抱えたまま、下りのエスカレーターを全力で駆かけ下りていく。

　下のフロアは、既すでに暴徒と化した人々で一杯だった。

　彼らはパニック状態のまま、死体を踏ふみつけながら、レジの中の現金やカウンターの奥の商品の箱などを抱え込み、フロア中を走り回っていた。我先に上のフロアへと、隣となりのエスカレーターを駆け上がっていく若いグループがいた。

[image: ]

　──小太り君は、あれに勝てるだろうか。

　当麻はそんなことを思いながらもエスカレーターを飛び降りるように駆け下りていく。

　ようやく一階のフロアにたどり着き、次々と店内へ入ってこようとする暴徒と化した人々に銃口を向けて道を空けさせてようやく、ナヤバシカメラの外へ転がり出た。




　バンダナを首から剝はぎ取った当麻は、グロックをベルトの間に突つっ込み、プレゼントの箱を抱え直すと、革かわジャンのポケットから、先ほど借りたばかりのスマートホンを取り出した。

　ロック画面にパスワードはかけられていなかった。当麻は電話帳を開き、名前を検けん索さくする。

「……あった。これかな」

　アドレス帳には、『ななな』と書かれていた。

　当麻はその番号に発信し、スマートホンを耳に当てて、呟いた。

「……待っててよお、ナナちゃん。サンタさんが今、行くからね」

　受話器の奥で、コール音が鳴り響ひびいていた。
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　高たか尾お行きの中央特快は、西にし荻おぎ窪くぼ駅を通過したところだった。

　中なか野の駅から三鷹駅まで、途と中ちゆうの駅には停車しない。

　だから、吉祥寺駅も通過するはずだった。朝からの雪で視界はよくなかったが、まだ、徐じよ行こうするほどではない。速度は70キロをやや下回っていた。

　運転手は、線路の先に吉祥寺駅を確かく認にんする。時刻表どおりだった。

　だが、その車両が吉祥寺駅を通過することはなかった。

　線路の真ん中、先頭車両が空中でいきなり紙細工のようにひしゃげた。

　あらゆる破は壊かい音が雪の空に鳴り響く。送電線から火花が飛び散る。

　車内の乗客と運転手は、そのまま速度を緩ゆるめずに突つっ込んでくる後部車両との間に挟はさまれて潰つぶれてしまった。中ほどの車両はその衝しよう撃げきで線路から浮うき上がり、横へ捻ねじれながら落下した。最さい後こう尾びの車両もやはり横よこ倒だおしになった。

　最後尾の車両に乗っていたサラリーマンの男は、幸いなことに、生き残った。割れた窓からなんとか外へ出た彼が見た景色は、巻き上がる埃ほこりと降り注ぐ雪の中、くしゃくしゃに潰れてしまった先頭の方のいくつかの車両と、空中にべったりと塗ぬりたくられて流れ落ちている、飛び散った人間の血液だった。

　──ああ、この電車は、見えない壁かべと正面衝しよう突とつしたのだ。

　体中の痛みと、突とつ然ぜんの衝撃に興奮したままの脳は、彼にそんなことを考えさせた。
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　灰時たちは井の頭公園を目指して進んでいた。




　アルカの中で、英也に、武蔵野中央公園の片かた隅すみで見つけた道祖神について説明をしようとした直後、数人の若者がビルの中に入ってきた。だが、彼らはまだ生きている人を救護しようとするのではなく、レジや死んだ人たちの財さい布ふから現金を奪うばうためにやってきたのだった。

　灰時と英也は、彼らに見つからないよう水鶏を守りながら、アルカから逃にげ出した。

　結局、説明するよりも、実物を英也に見せた方が早いと判断した。

　アルカから一番近い、水鶏が以前見つけたという井の頭公園の道祖神のもとへ出向こうということになったのだ。




　吉祥寺の南側もやはり死体の山だった。普ふ段だんは車通りの多い井の頭通りも、今はドライバーをなくし動かなくなってしまった車が事故を起こした状態のままで止まっているだけだ。

　それでも役割をこなし続ける信号機が青になるのを待って横断歩道を渡わたる。

「おかしいですね」

　水鶏が横断歩道の真ん中で立ち止まり、井の頭通りの先を見つめながら言った。

「おかしなことしか起こってないよ、さっきからずっと」

　英也が返事をする。

「それはもちろんその通りなのですが──車の通りがこんなにもないのって、変じゃないですか」

　灰時も道路を見み渡わたした。

　──言われてみれば、確かに、そうだ。

「いやだって、運転してた人も皆みな、その──象のやつの呪のろい？　で死んじゃったわけでしょ。だったら別に変じゃないっつうか、呪いでこんな大量に人が死んだって事実がもう既すでに変なんだけれどね」

　英也がうんざりしたような声で答える。

「いや、そうじゃなくてさ、ヒデ君。──どうして何処どこからも、車がやってこないんだ？」

「そう！　それなんです」

　灰時の発言に、水鶏が両手の人差し指を向けて同意した。

「車が、やってこない？　って、どういうこと？」

「だって井の頭通りだぜヒデ君。東からも西からも、ひっきりなしに車が走ってくるはずじゃないか。それなのに、なんで、新しい車は一台もやってこないんだろう？」

「そういうことか──確かに」

　英也は、道路の向こうを見て、ごくり、と唾つばを飲み込んだ。

「警察が道路を封ふう鎖さしているのかもしれません。吉祥寺に入れないように」

　水鶏が再び歩き出しながら言った。

「──それにしては、対応が速すぎるような気もしますし、警察車両すらも入ってきていないのが気になりますが」

　──確かに。象の化物が大量の人々を爆ばく殺さつしてから、まだ一度もサイレンの音を聴きいていない。

　水鶏はスカートの裾すそを両手で握にぎり締しめたまま、眉まゆ根ねを寄せて唇くちびるを嚙かんでいる。灰時にはその姿が、じっと何かに耐たえているように見えた。

「──水鶏さん、どうかした？」

「いえ。行きましょう」

　水鶏はそう言って再び歩き出す。その表情はやはり、何かに耐えているように見えた。




　三人は吉祥寺通りを進んでいく。やがて右手に井の頭自然文化園が見えてきた。

「象のはな子さんは、まだ生きているのかな」

　英也がそんなことを呟いた。

「象がどうかしたのですか」

　水鶏が白い息を吐はきながらそう訊きいてきた。

「そうか。水鶏さんは、あいつの姿を見てないんだね」

　灰時は水鶏に、宙に浮かぶ象の化物の姿を説明した。

「──成る程ほど。では、その象さんがこんなクソ最低な事態を引き起こしたのですね」

　水鶏は眉根を寄せたまま、「クソ最低な」という言葉を強調して言った。

「く、水鶏さんって、お嬢じよう様さま学校に通ってるのに、時々そう見えないときがあるよね」

　灰時がそう言うと、

「クソ最低、がお気に召めさないのであれば、ヘドが出るほどクソ最悪な、と置き換かえてもよろしいです。携けい帯たい電話を持ってないお嬢じよう様さまＪＫだって、本は読むし映画だって見ますわ」

「はい、すみません」

　灰時と英也は思わず謝ってしまった。

「今はそんなことよりも」

　水鶏はそんな二人の姿に少しだけ微笑ほほえみを返して言った。

「どうして、私たちが生き残ったのか、を考えるとしましょう」

　それについては灰時も考えていた。あのとき、東遊百貨店の前にいた人々は、灰時と英也、それとワンカップを飲んでいた男を除いて、全員が頭を爆ばく発はつさせて死んでしまった。何故なぜ、自分たちは死ななかったのだろうか。

「ハイジ君と俺は、道路に転ばされてたんだ」

　英也が言った。

「あの象の姿を見てなかったから死ななかったのかもしれない」

「いや、それは違う」

　灰時は、ワンカップの男のことを二人に説明する。あの男は、象の姿を見ていた。人々が爆ばく殺さつされる瞬しゆん間かんも見ていた。だが、彼は死なずに済んだ。

「そうですね、違うと思います」

　水鶏が灰時に同意する。

「それに、見ていなければ死なずに済むというのなら、あのとき、アルカの中にいた人は全員、無事だったはずです」

　──その通りだ。建物の中にいたのだから、象の姿を見ているはずがない。外に象の頭の化物が歩いていて、人だかりができていることすら知らなかっただろう。

「それに、私たちの他ほかにも何人か生きている人がいます。その方たちとお話ができれば、今現在、死なずに済んでいる共通点が見つかると思うのですが……」

　水鶏はそこで言葉を詰つまらせた。アルカに侵しん入にゆうしてきた、死者から財布を奪う人々のことを思い出したのだ。

「こんな状況でも、まだまともでいられる人の方が少ないとは思うけど」

　灰時は水鶏の肩かたに手を置いて言う。

「俺たちだって、まだまともなんだ。きっと、きちんと話ができる人だって見つかるはずだよ」

「──そうですよね。ありがとうございます」

　水鶏は灰時に朗ほがらかな笑えみを向けた。

「ハイジ君、もう少し俺に気を遣つかってほしいのだが」

　英也が背後で冷たい声を出した。灰時は慌あわてて水鶏の肩から手をどける。

「違うんだヒデ君。この手はそういうアレじゃないんだよ。信じてくれ」

「そうです。そういうアレじゃありません。そんなことより、近づいてきました」

　水鶏は冷たい声でそう言うと、左手の林の中を指差した。

「御殿山の奥の、撤てつ去きよ自転車置き場──オリジナル道祖神が祀まつられている、祠ほこらです」
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　井の頭公園の奥にある撤去自転車置き場には、武蔵野中央公園で見たものとは違った形の禍まが々まがしい装そう飾しよくが施ほどこされていた。積み上げられた自転車には白い雪が積もっていたが、美しさは微み塵じんも感じられなかった。

「なんだよこれ……」

　英也は遠巻きにそれを眺ながめてから言った。

「こんなものが、後いくつあるって？」

「正確な数はわからないけど、少なくとも二つ以上。水鶏さんの予想では、武蔵野市を取り囲む形で、いくつか設置されてるだろうって」

「……勘かん弁べんしてほしいな」

　英也は顔をしかめた。

「──誰だれか来てますね、ここに」

　道祖神の近くでしゃがんでいた水鶏が言った。

「雪が積もって消えつつありますが、足あし跡あとが残っています」

　灰時も水鶏の足元を見る。確かに、いくつかの乱れた雪の跡あとの傍そばに、薄うすぼんやりと人の手の跡が残っていた。

「ここに右手を置いて、膝ひざをこうで──ああ、自転車の下を覗のぞこうとしたのですね」

　そう言いながら水鶏は、雪の上に自分の手と足を置いていく。

「さ、寒くないの水鶏さん」

「もちろん寒いですが──それよりも気になることなので」

　水鶏はそう言いながら雪の上に腹ばいになり、積み上げられた自転車の下へ頭を潜り込ませる。

「か、代わるよ水鶏さん」

「大だい丈じよう夫ぶです。それよりも、何か灯りを持ってませんか？　ここ、暗くて」

　灰時は自分のスマートホンを取り出し、カメラを起動させるとライトを点灯し、水鶏の手に渡わたす。

「ああ、ありがとうございます。うわ、明るい。よく見える。……あー、成る程」

　続いてシャッター音が一つした。水鶏は、自転車の下から頭を抜ぬいて立ち上がり、服についた雪を払はらう。

「これ、お返しします」

「な、何かあったの？」

　スマートホンを受け取りながら灰時は尋たずねた。

「んー。何かあったというよりは、なくなっていた、が正解ですね」

　水鶏は濡ぬれてしまった手て袋ぶくろを外し、両手の先を息で温めながら答える。

「……何がなくなってた？」

「三つの穴の開いた白い袋ふくろです。ほら、武蔵野中央公園でも見たじゃないですか。月夜見さんが、誰かからの視線を感じたって言ってた、あれです」

　灰時は思い出した。両目と口のようにぽっかりと開けられていた白い袋。水鶏は中に、恐らく人間の髪かみの毛が大量に詰められているのだろう、と言っていた。

　水鶏は再び、スカートの裾すそを握にぎり締しめ、何かに耐たえるような表情のまま、動かない。

「そうか。だからつまり──二人の言う、呪のろいが発動したから、その袋はなくなったんじゃないかな」

　英也が突とつ然ぜんそう言った。

「……そう。それなんです」

　水鶏が小さな声で言った。

「──恐おそらく、この道祖神は完成してしまった。その結果、白い袋がなくなった──武蔵野中央公園で見たのは物置でしたが、これは積み上げられた自転車が、恐らく祠です。祠には、神様の世界と現世を繫つなぐ扉とびらがあります。そして完成した道祖神は呪いを発動させ、神様が扉を開いて向こう側から現れ、白い袋に宿って姿を得て、吉祥寺に現れたんだと思います」

「たくましい想像力だけど……笑えないことに、それを聞いた俺も、水ヶ原さんの言う通りなんじゃないかと思っているよ」

「俺もだよヒデ君」

「良いですよ、別に笑ってくださっても。笑い話になって終わってくれた方が、今のこんな状じよう況きようよりか、なんぼかまし、です」

　水鶏は頰ほおを膨ふくらませてそっぽを向いてしまった。

「いやいや、褒ほめてるし感謝してるんだよ水鶏さん。俺とヒデ君の二人だけじゃ、きっと今でもテロリストの攻こう撃げきだって思い込んだまま思考を停止させて、アルカの隅すみで震ふるえたままパニックになってたと思う」

「そうそう。そんで、弱気になるか自棄やけになるかして、わけもわからないまま死んでいたのだろうよ。そんな未来に比べたら、パニックにもならずに、なんとかしようと前向きに行動している今の方が、なんぼかまし、なのさ」

　水鶏は頰を膨らませてそっぽを向いたまま、顔を赤くさせ、

「……ありがとうございます」

　小さい声でそう言うと、今度は両手を口に当てて、その場にしゃがんでしまった。

「ど、どうした」

　灰時は驚いてその小さな背中に声をかける。肩が小さく震えていた。

「……呪いが発動する、なんて馬ば鹿かげた話が、実際に起こるわけないって、思ってました。ただ、自分の住んでる街で嫌いやなことをして回っている頭のおかしくなってしまった人がいるのは我が慢まんができないから、その人の意図を少しでも知って、自分の中で落としどころを見つけよう、って、考えていたんです」

　震えるその声に、時々鼻をすすり上げる音が混じる。

「……月夜見さんが、これを壊そうか、っておっしゃったとき、私、呪いが返ってくるからよした方が良い、と言いました。巻き込まれるのが怖かったからです。実際に、呪いなんてあるはずがないって思ってました。だから、巻き込まれるのは、頭のおかしくなってしまった人に目を付けられるのが嫌だったからです。我慢できなくて嫌な気分にさせられたけれど、自分が巻き込まれるのはもっと嫌だったんです。でも、あのとき、月夜見さんが言うように、壊こわしておけば良かった。そうすれば、きっと、あんなにたくさんの人が死んでしまうこともなかった。あの人たちを死なせてしまったのは、私なんじゃないかって──さっきから、そうとしか考えられなくて、苦しくて」

　灰時はようやく、水鶏が時折見せていた、何かに耐えるような表情の意味を知る。

　水鶏は、惨さん劇げきが起こるよりずっと前にこの道祖神を発見していたのに、何もしなかった自分を責めているのだ。だがもちろん、そんな悔かい恨こんは見当違いだ、と灰時は思った。恐らく水鶏は、突然日常を破は壊かいした大量の人間の死に、心がやられかけてしまっている。

「それが水鶏さんの罪だって言うなら、俺だって同罪だよ。だって実際、壊さなかったんだし」

　灰時は水鶏の背中に、力強く告げる。

「そうそう。俺なんか発見すらしていなかったんだし」

　英也もそう言った。

「とりあえず、ひょっとしたら、水鶏さんのせいかもしれないけれど、絶対に言えるのは、水鶏さんのせいだけじゃない、ってことだぜ。こいつを作ったやつを含めて、全員のせい、だよ。だから、そんなに一人で背負い込むことないって」

「そうだそうだ。ああしとけば良かったこうしとけば良かった、は、安全を確保して生き残ってからでも遅おそくないよ。今はまだ違ちがう。今はまだ、全然早い。なあハイジ君」

「全く同感だぜヒデ君。さ、水鶏さん。寒いから立って動かないか。思い切り体を動かそうじゃないか」

「……え？」

　水鶏が、涙なみだと鼻水でぐしゃぐしゃになった赤い顔を上げた。

「とりあえず今からそのふざけた祠ほこらをぶち壊して」

「他ほかにもあるやつ全部見つけて、もれなく全部ぶち壊す」

「……うん」

　水鶏が立ち上がってその場を離れると同時に、灰時と英也は、自転車の山目め掛がけて飛び蹴げりをかました。
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　中城は、数メートル先の道路を見つめて立ち尽つくしていた。

　玉たま川がわ上じよう水すいにかかる万まん助すけ橋ばしの向こうにはロープが張られ、その向こうに回転灯をつけた警察車両や救急車、消防車などが何台も停まっている。

　何人もの警官がこちらへ来ようとする人々を押し留とどめている。ライトの下でこちらを見ながらカメラに向かって喋しやべり続ける報ほう道どう陣じんの姿もいくつか見える。スマートホンや携けい帯たい電話のカメラをこちらへ向けている野や次じ馬うまも大勢集まっている。

　吉祥寺通りの真ん中で立ち尽くす中城を、数え切れないほどのカメラのレンズが捉とらえていた。

「出して！　ここから出して！　助けてお願い！」

　中城のすぐ傍で、若い女が泣き叫さけんでいる。女は、空中に両手を突いていた。

「何人も死んでるの！　そっちへ行かせて！　これを早く、取り除いて！」

　女はそう泣き叫びながら、空中を何度も叩たたいた。だが、なんの音もしない。数メートル先は大勢の人たちでパニック状態だというのに、傍かたわらの女が泣き叫ぶ声以外は、全くの無音だった。

　やがて、道路の向こうの人込みの中から、背広姿の男性がこちらへ歩み寄ってくるのが見えた。

　中城の父親、謙けん輔すけの姿だった。

「──状況はどうなっている」

　謙輔は、無線で話しかけてきた。

「みんな死んでいます」

　中城も、無線で答える。

「他の警官は」

「わからない。同どう僚りようは──死にました」

　謙輔はそれを聞くと、少しの間だけ、天を仰あおいだ。

「そちらの女性は？」

「パニックを起こしています」

「見ればわかる。話しかけて、落ち着かせるんだ」

「無む駄だです」

　中城はそう言うと、目の前の父親に向かって、左手を伸のばした。だがその手は父親には届かず、彼の目の前で遮さえぎられる。中城は、空中に掌てのひらを押し当てたまま、父親に言った。

「こんな見えない壁かべを目の前にして──到とう底てい落ち着いていられるはずがありませんよ、お父さん。こっち側は、そっちとは違う。なんと言ったって──みんな、死んでるんですから」

　謙輔はその言葉を聞くと、中城から視線を外した。

「ねえちょっと！　お巡まわりさん！　早く助けてよ！　この壁、壊してって伝えて！　消防車でもトラックでも思い切り突っ込ませて、壊してくれって！」

　若い女は中城の肩かたをつかみ、揺ゆさぶりながらそう叫ぶ。謙輔は、後ろの警官たちとなにやら話していたが、視線をこちらへ戻もどした。

「いいか、必ず助ける。だから、それまでお前が、生きている人たちの支えになるんだ。そして逐ちく一いち、情報をこちらへ提供してくれ。頼たのむ。お前だけが頼たよりなんだ。警官として、職務を果たせ」

「そうよ！　職務を果たしてよ！　早く私を助けて！　税金払はらってるんだから！　なんだって私がこんな目にあわなくちゃいけないの？　私が何したって言うの？」

　──うるさいな。

　中城は、そう思った。

　──なんでこいつは、他の人たちと同じように、死ななかったんだ？　こんなうるさいやつ、死んだ方が良いに決まってるのに。

「お父さん、こちらの状況を、ご報告しますよ」

　中城は目の前の父に話しかける。

「吉祥寺の街に、一日早く、神様が降り立ったんです。そして、その神様は──僕の願いを叶えるべく、人々の頭を一いつ瞬しゆんで破壊した。同僚の警官の頭も、です。僕は何度も、誰だれか死ねばいいのに、って考えていました。そうすれば、自分の仕事が増えて、手て柄がらを残せば、お父さんにも褒められるだろうから、と。そんな僕の願いを叶えるために、神様がやってきてくれたんですよ」

　透とう明めいな壁の向こうで、謙輔の目が見開かれている。横にいる女の表情も、全く同じだった。

「──謙けん一いち、馬鹿なことを言うんじゃない」

「……あ、あんたが、あれを、呼んだの？　あんたが、みんなを殺したの？」

　女は震える声でそう言いながら、中城から離はなれていく。

「それが真実かどうかは全くどうでもいいんですが──僕にとっての真実は、それです。ですから、これでもう話は終わりなんです、お父さん。この壁をどうにか取り除こうと、皆みなさんで頑がん張ばってください。取り壊されるまでは、僕は、僕のしたいように生きようと思います。そして、この壁がなくなったときには、僕は、死のうと思いますので」

　中城はそう言いながら、腰こしの拳けん銃じゆうを取り出した。先ほどとは打って変わって、手が全く震えていない。今度は安全装置を忘れずに外すこともできた。

　拳銃を見て、女は走って逃にげ出したが、中城は振ふり向きもせずに銃じゆう口こうを目の前の父親の額へ向ける。

　背後で何人かの警官が何かを叫び、野次馬や報道陣たちが射線上から逃のがれようと慌あわただしく動き回るのが見えた。

「お父さんの期き待たいに添そえる息子むすこになるのに一番早い方法は、お父さんに逮たい捕ほされる息子になることなんですよね」

　中城にも自分で何を言っているのかはわからなかったが、ようやくこれで、という解放された気分で一いつ杯ぱいだった。

　中城は父の顔に向かって引ひき鉄がねを引いた。

　乾かわいた銃じゆう声せいがして、発射された弾だん丸がんが父親の目の前で、高速で回転していた。やがて回転がおさまると、音もなく雪の上へ落下した。

　父親は、微び動どうだにせず、息子の顔から最後まで視線を外さなかった。

　中城はその視線から逃げるように顔を背そむけると、後ろを走って逃げる女の背中に銃口を向けた。

　──見えない壁がなくなるまでに、何人殺せるかな。

　中城はそんなことを考えながら、再び引鉄を引いた。
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　乾いた音が二つ聴こえ、灰時たちは手を止めた。

「──やっぱり空耳なんかじゃない」

　水鶏は手に持っていた自転車を地面に落としてから、荒あらい息でそう言った。

「さっきも聴こえたな、あれ」

　灰時と英也も、道祖神を破壊する手を止めて顔を見合わせた。

「私には、銃声のように聴こえました」

　灰時も同感だった。

「でもハイジ君、日本で銃声だなんて」

　英也が不安そうな顔で言う。

「今は、頭を爆ばく発はつさせる象の神様と、拳銃もった奴やつがうろついてる、ってことだけで収めておこう。取りあえず、ここはもういいんじゃないかな」

　灰時は、三人の手によって無残に解体された祠、を見下ろして言った。

「これを壊こわして、何か変わった感じする？」

　英也が、地面に落とされた、ひも状に結ばれた布を踏ふみつけながら訊きく。

「これはもう、発動してしまった後でしたから、壊しても意味はなかったかもしれませんが」

　水鶏も、アイスクリームの箱を雪の中へ蹴り飛ばしながら言った。

「ただ、スカッとしました」

「俺も」

「同じく」

　灰時と英也は同調した。

「じゃあ次だ。武蔵野中央公園まで行く？」

「そうですね。道祖神は結界を張るように、武蔵野市と他の区や市の境に建てられてるはずです。南西は三鷹市との境を歩いていきましょう。そこから北へ進み、西東京市から練馬区、杉並区の境をぐるっと回りながら探策しましょう」

「と言っても、相当な距きよ離りあるなあ」

　英也がうんざりしたように言った。

「それでも、捜さがすしかありません。人目に付きにくいところに立てられているはずです。それと、神様の世界を繫つなぐ祠ほこらですから、物置や家のような、扉とびらのついたものを積極的に捜していきましょう」

　水鶏は力強くそう言った。確かに気の遠くなるような作業かもしれないが、それでも、何もせずに震ふるえて、助けか死のどちらかが来るのをただ待つだけよりも、ずっと力が湧わいてくる。

　──少年漫まん画がの主人公になった気分だ。

　灰時は、そんなことを頭の片かた隅すみで考えた。不ふ謹きん慎しんだとわかっていたので、口には出さずに、口の端はしだけで少し笑った。

　──どこかで、この状じよう況きようを楽しんでいるのかもしれないな。

　そう思った次の瞬しゆん間かんだった。

　灰時の目の前に、喪も服ふくに身を包んだ象の頭の化物が立っていた。

　巨きよ大だいな耳と長い二本の鼻がゆっくりと揺れ、細長い手をこちらへ伸ばしてきた。

「………………！」

　言葉にならない悲鳴が喉のどの奥を駆け抜ぬけ、心の中が一瞬で冷え切る。全身の毛穴が開き、冷たい汗が一瞬で噴ふき出した。

　心の中を、恐きよう怖ふが満たした。

　同時に灰時は駆け出した。全く同じタイミングで英也と水鶏もその場から逃とう走そうした。

　英也と水鶏は、それぞれ反対の方向へ駆けていく。灰時は一瞬迷った後、水鶏と同じ方向へ駆け出していた。

　──ヒデ君は、電話を持っている。

　灰時の脳にその判断をさせたのは、そんな言葉だった。その声に従うように、灰時は水鶏の方を選んだ。

　──まだ頭はある！　生きている！　でもなんであいつが？　どっから現れた？　どうして殺されなかった？　ヒデ君も無事なのか？

　灰時の脳の中を、いくつものあらゆる疑問が同時に浮うかびながら、その答えを見つけられないまま溜たまっていく。

　自分でも気がつかないうちに灰時は、水鶏の手を握にぎって走っていた。

　井の頭公園を出て東へ──先ほど決めたのとは反対の方角へ──二人は走っていた。
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　象の神様は、撤てつ去きよ自転車置き場から逃げていく高校生の後ろ姿を、首をゆっくりと傾かしげながら眺ながめていた後、突とつ然ぜん現れたのと同じように、突然消えた。

　中城は、御殿山の林の中から、その風景を眺めていた。

　──神様は、あいつらを殺さなかった。

　雪を踏みつけながら、撤去自転車置き場のオブジェのもとへと向かって歩く。

　──何故なぜだろう。あいつらは、神様に対して、こんなにもひどいことをしたというのに。

　彼らの手によって破は壊かいされてしまったかつての芸術作品を見下ろし、中城は歯は軋ぎしりをした。

「ガキが」

　中城は憎にく々にくしげに呟つぶやいた。

「俺の邪じや魔まするつもりか」

　──神様を呼ぶためのこの芸術作品を破壊するなんて。

　中城はなんとか自転車を積み上げなおしたり布を結びなおそうとしたが、破壊されてしまったものはもう二度と元の姿には戻もどらない。完成された芸術作品を失ったショックで、中城の両目には涙なみだが溢あふれていた。

　──絶対に許せない。そんなことは絶対にさせない。

　中城は手て袋ぶくろを外し、目め頭がしらを押さえると、不意に顔を上げた。

「そうか──あいつら知ってるのか。このオブジェたちが、この状況を作り出してくれたことを」

　透明な壁かべも、象の神様も、まだまだ消させるわけにはいかない。中城は、逃げていった高校生の内の一人の顔を思い出していた。

　──あいつ。こないだも、武蔵野中央公園にいたな。

　中城はあのとき、シャッター音のしないカメラアプリを起動させ、二人の高校生の顔を撮さつ影えいしていた。気になったものはなんでも撮影しておくのが中城の癖くせだった。

　──あのとき、村瀬は名前を訊いていたか？　なんという名前だった？

　だが中城には結局名前までは思い出せなかった。村瀬が名前を訊きそびれていたのだ。

「全く。使えねえ先せん輩ぱいだ」

　中城はスマートホンの中のアルバムから、男の方の高校生の顔写真を表示させると、【ウィスパー】や【アワーノート】【ＳＨＩＮＥ】などへ添てん付ぷして投とう稿こうしはじめた。




『現在、吉祥寺を混乱に陥れている張本人です。見かけたらご注意を。私は警察官です。ご協力願います』

　という本文を添そえて。










　第四章
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　夏なつ目め川がわきつねは、吉祥寺のアーケード商店街のもう一つである、ダイヤ街の中をゆっくりと歩いていた。

　両側に並ぶ店の奥から時折破壊音が聴こえ、現金や商品を抱かかえた人たちが走って出ていく。

　──あの人たちは、あんなものを持って、どこへ行くのかしら。

　きつねは、ぼんやりと考える。この辺りに、彼らの家があるのだろうか。

　──それで、家に逃にげ帰って鍵かぎをかけて、自分は生き残って、更さらにお小こ遣づかいを得られた喜びに、布ふ団とんを頭から被かぶって震えるのかな。

　彼らの心を満たすのは、恐怖か、後こう悔かいか、それとも──喜びだろうか。

「お父さん」

　きつねの背後で、そんな声が聴こえた。

　きつねが振ふり向くと、小学生くらいの男の子が、漫画雑誌を抱えたまま走ってくるところだった。

「ヒロ！　何処どこにいたんだお前」

　ハモニカ横丁の細い道から、歳としは若いが酷ひどくくたびれた格好をした冴さえない男が飛び出し、男の子を抱だきかかえる。

　──感動の再会なのね。素す晴ばらしいこと。

　きつねは親子から距離を取った場所でその様子を眺めている。

「──お前、これ、どうしたんだ」

　父親がヒロの抱えている漫画雑誌に気付いて、そう言った。

「……拾った」

　ヒロは、俯うつむいたまま消え入りそうな声で、そう言った。

「拾ったって、そんな、お前──」

　父親は驚おどろいた様子で周りを見回す。ダイヤ街に本屋は存在しない。一番近いのは、ファッションビルであるアルカの地下にある、ブックセンターだろう。

　──そういえば、ヒロ君はそっちの方から来たな。

　きつねはそんなことを考えていた。

「──お父さんと一いつ緒しよに返しに行こう」

　父親はヒロの手を摑つかんで、立ち上がる。

「……みんなやってるのに」

　ヒロがようやくそう言った。

　暴動を起こし、店や死者から現金などを盗ぬすんでいる人々を、この小学生は見ていたのだ。

　非常事態であれば、そういうことが許されるのだ、と思ってしまったのかもしれない。

「それでも、あれは悪いことだ。お父さんは、ヒロに悪い人になってほしくないんだよ」

　父親は哀かなしげな声でそう言った。

「クリスマスプレゼント」

　ヒロは、漫まん画が雑誌を抱きしめて言った。

「お父さん……買ってくれてないんだから……これくらい、いいでしょ？」

　ヒロはもう父親の方を見ようとはしなかった。

「──すまなかった」

　父親はそう言って、ヒロを強く抱きしめた。

「俺は、父親失格だ。ごめん。もう二度と、俺はお前にこんなことをさせない」

「お父さん」

　ヒロも、父親の背中に両手を回す。

「今日だけ。それは、今日だけの特別なプレゼントだ。俺は、お前がいてくれて、本当に良かった」

「──じゃあ、いいの？」

「ああ。それは持って帰ろう。でも、これで最後だ。もう二度と、お店から勝手に物を持ってきちゃ駄目だ。俺が二度とそんなことをさせない。お前の欲しいものは、俺がきちんと与あたえてやるからな」

「ごめんなさい、お父さん。ごめんなさい」

　ヒロは父親の胸に顔を埋うずめて、大声で泣き出した。

　──めでたしめでたしってとこなのかな。

　きつねはビルの柱にもたれながら、その様子をじっと眺めていた。

　やがて父親は立ち上がり、ヒロの体を持ち上げ、だっこをした。

「お父さん、どこにも行かないでね」

「行かない。ずっと一緒だ」

　親子は、そんな会話をしながらダイヤ街の出口へと歩いていく。

　──幸せそうだわ。

　きつねはその背中を見送る。こんな状じよう況きようでも、いや、こんな状況だからこそ、幸せを感じるような人もいるのかもしれない。

「──俺は今、幸せな気分だ。ヒロはどうだ？」

「んー。僕も！」

　その会話が交かわされた瞬しゆん間かん、息子を抱きかかえたまま歩く父親の目の前に、象の頭の化物が姿を現し、虚うつろな目を親子に向ける。

「──え」

　抱っこをされていたため後ろを向き、父親の目の前の風景が見えなかったヒロが、異変を感じてそんな短い声を出した。

　象の細長い右手が父親の顔へと伸のびた次の瞬間、

　ぱんっ。ぱんっ。

　軽い音が二つして、次に頭部を爆ばく破はされた二人の体が、飛散した血液が落下する音と共に、商店街に横たわった。

　──ああ、死んじゃった。

　柱の陰できつねはそれを見ていた。

　象は、頭を満足そうにゆっくりと振っていたかと思うと、次の瞬間には再び消えていた。

　──またどこかの誰だれかを殺しに行ったんだな。

　きつねはそんなことを考えながら、足音を立てずにその場から立ち去った。




　　　　２




　鴻こう島じまは、泣いていた女の子を抱えた後、百円ショップの『タイゾー』の中へ逃げ込んでいた。

　そこが安全だと思ったからではない。とりあえず一刻も早く、壁かべと屋根のある場所へ少女を連れていった方が良い、と判断したからだった。

　その上、少女の手足も顔も服も、血で真っ赤に濡ぬれていた。鴻島は怪け我がをしているのだと思い、ドラッグストアへ駆かけ込もうかと思ったが、どの店てん舗ぽも入り口が大きく開いていたため自然と避さけたのだった。

　タイゾーの中にもやはり生きている人間は誰もいなかった。広い店内の通路に折り重なるように大勢の人が頭部をなくしたまま死んでいた。それでも我が慢まんするしかない、と鴻島は考えた。

　──今は、どこに行ったって同じ状況だ。




　鴻島は少女と二人で、タイゾーの奥に座り込んでいた。少女はもう泣いてはいなかったが、膝ひざを抱えたまま虚ろな目を宙に飛ばすだけだった。

「──パン食べるか」

　鴻島は少女に話しかける。

「いりません」

　少女は小さな声で返事をした。

　──くそ、取りあえず元気出してもらうしかないが、元気出せってのも無理な話だ。

　鴻島はぶっきらぼうに立ち上がると、少女の体中の血を拭ぬぐい、汚よごれたタオルをひとまとめにする。

　全身を血で汚していたが、少女は怪我をしていたわけではなく、あのとき突つき飛ばされて血の海の中へ思い切り転んでしまったためだった。

　鴻島は血で汚れたタオルを死体の首の辺りにかけながら店内を回った。

　──断面が見えないだけでも随分印象が変わるからな。

　そうしてレジ前に並べられていたパンを適当に見み繕つくろい、ペットボトルと一緒に抱かかえて、少女のもとへ戻もどり、足元へ投げ出した。

「とりあえず食え。食べときゃ、なんとかなる。食べる元気もなくなったらおしまいだけどな」

　少女はちらりと惣そう菜ざいパンへ視線を送ったが、すぐに抱えた膝の上に自分の額をくっつけて顔を伏ふせ、

「──パパとママに会いたい」

　消え入りそうな声でそう言った。

「俺だって会いてえよ」

　鴻島はパンを頰ほお張ばりながら言った。

「もう顔も見たくないって思って家を飛び出したくせに、な」

　数時間前の自分を叱しかり付けてやりたくなる。

「──私も。なの」

「あ？」

「私も、パパとママと喧けん嘩かしちゃって──それで、お店飛び出して」

　少女の目に再び涙なみだが溢あふれてくる。

「そうか、よし。じゃあ、あれだ。謝りに行かなくちゃいけねえなあ、俺たち二人とも」

　鴻島はパンを食べ終え、両手を叩たたきながらそう言った。

「……うん」

「俺さあ、こんな格好してるけど、ほんとは気が弱くてよ。一人じゃ心細いんだわ。だから悪いけど、俺が親父おやじとおふくろに謝るとき、付いてきてくんねえ？　お前がパパとママに謝るときも俺が付いてってやるからさ」

「……うん」

「よし。約束な」

　鴻島は少女の前に小指を突き出した。少女は濡れた瞳のまま、それを不思議そうに眺ながめる。

「……あれ。今の小学生ってあれか。指きりげんまんとかしねえの」

「ああ、ゆびきりげんまん」

　少女は何かを思い出したように言った。

「学校じゃやらないけど、パパとママとは、する」

「よし。お前のご両親に感謝だ。俺が恥はじをかかなくてすんだぜ」

　鴻島は明るい口調でそう言うと、少女は少しだけ笑えみを浮うかべた。そして二人は、小指を交わし、約束をする。

「じゃあ、パンしかないけど食べてくれ。ひょっとしたらここも出ていかなくちゃいけなくなるかもしれない」

「うん」

　少女はいくつかのパンの中から、甘そうなものを選んで袋ふくろを開け始める。

　──甘いパンも選んでおいて正解だったぜ。女の子の好みなんてわかんねえからな。




　少女の名前は、塔とう山やま奈な々な七なといった。栄城大付属小学校の四年生で、両親とナヤバシカメラへクリスマスのプレゼントを買いに出かけていたところ、一人ではぐれてしまったということだった。

　鴻島には奈々七が、四年生の割りには幼く見えたが、話し始めると意外としっかりとした言葉を選んでいることに感心した。奈々七の自宅は、西荻窪にあるらしかった。

「──よし、じゃあ、もう少ししたら、西荻へ向かおう」

　鴻島がそう言ったときだった。タイゾーの入り口の方から、激しい音が店内に響ひびいた。

　奈々七は思わず息を吞のんで全身を硬こう直ちよくさせる。先ほどまでの恐きよう怖ふが、再び全身を支配したようだった。それは鴻島も同じではあったが、奈々七のように、両手を口で塞ふさいだまま、目を見開いて座っているわけにはいかない、と思っていた。

「タオルを頭にかけて、倒たおれていよう。他ほかの人らと同じように、死んでいると思わせりゃそれでいい」

　鴻島は耳元でそう囁ささやき、奈々七の頭にタオルをかけて、床ゆかに寝ね転ころがらせた。その小さな背中は恐おそろしく震ふるえている。その音が入り口にいる誰かに聴こえなきゃいいけど、と鴻島は思った。

　鴻島も、手近にあった汚れたタオルを頭にかけて、音を立てずにゆっくりと動いた。

　──たまたま店に来ただけで、パンか飲み物かを持ってすぐにどっか行ってくれ。

　床を這はうように進み、棚たなの間から入り口の方が見える場所へと移動していく。

　やがて、金属バットを持った中年の男の姿が見えた。男の髪かみの毛は乱れており、眼鏡めがねのレンズはひび割れていた。

　眼鏡の男は、カウンターの中でレジと格かく闘とうしているようだった。レジを開けたいのに、その方法がわからないのだ。

　鴻島は、死体の陰からその姿を眺めながら、どうして誰にも簡単に開けられるようなレジにしておかないのか、と忌いま々いましく思った。

　──とっととお目当ての金を持って、一刻も早く俺と奈々七の前から去りやがれ。クソジジイ。

　今にもそう叫さけび出しそうだったが、その思いが届くはずもなく、とうとう、眼鏡の男はレジを金属バットで滅め茶ちや苦く茶ちやに叩き壊こわす作業に移った。

「きいいいいいいいっ！　きいいいいいいいいいいいいいいっ！」

　眼鏡の男の無様な金切り声が店内に響く。

　──そんな狂くるった雄お叫たけびを、か弱い女の子に聞かせるんじゃねえよ。

　鴻島はそのとき、自分が倒れたまま眺めている通路が、日曜工具品の棚の傍そばであることに気づいた。

　手を伸ばせばすぐに届く場所に、太い新品のプラスドライバーが並べられている。

　──あんなおっさんくらい、俺一人で追っ払ぱらえるんじゃねえか？

　そう考え、慎しん重ちように立ち上がろうとしたときだった。

「うるせーよ、おっさん」

　新たな男の声が聴こえた。

「……あ？」

　眼鏡の男はだらしなく口を開けたまま、声の方向を見る。

　帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶった若い男が、軽かろやかにレジの上に立ち、そのまま眼鏡の男の顎あごを、ブーツで蹴けり上げた。

「ぶふぅっ！」

　眼鏡の男は、がちんっ！　と上下の歯を大きく鳴らし、カウンター後ろの壁へ倒れこんでいった。

「バットで殴なぐったってレジが開くわけねーだろうが。猿さるなのか、お前は」

　帽子の男はそう言って、レジ台の上からそのまま眼鏡の男の倒れているであろう場所へ飛び降り、何度も執しつ拗ように踏ふみつけた。

　眼鏡の男の呻うめき声は、やがて湿しめっぽい音に変わり、その後は全く聴こえなくなった。

　帽子の男は、手慣れた手つきでバーコードリーダーを手に取ると、商品を読み込み、何か打ち込んで、レジを開けた。

「レジいけたー？」

　反対側から新たな男の声がする。

「楽勝。やっぱ、買うだけのジジイは駄だ目めだわ。俺たち労働者の方がこういう仕組みわかってっし」

「でさ、そいつ、あの【ウィスパー】で拡散されてた《鬼おに》ではなかったわけだね？」

　新しい男はそう訊きいていた。

「全然違ちがうし。いくらなんでもここまで老けこまねえだろし。それくれーわかるし」

　帽子の男は足元で動かなくなった男を見ながらそんなことを言った。

　──鬼？　【ウィスパー】？　なんだ？　なんの話だ？

　鴻島は、自分がしばらくスマートホンに触さわってないことを思い出した。いつもなら、信号待ちの間でさえ手に取っていたというのに。今の今まで、すっかりその存在を忘れていた。すぐにでも取り出して確かく認にんしたかったが、今動くわけにはいかない。後で良い。後で両親にも電話をかけて、無事を知らせて、それから調べても遅おそいことはないだろう。今は、この場を切り抜ぬけることが先決だ。

　鴻島は、相手が二人であることを知ると、タオルを被ったまま、倒れているだけにしよう、と決めた。暴力に手慣れている若者には、絶対に自分は勝てないことを理解していた。

「じゃーん。やっぱタイゾー、すげえ儲もうかってんね」

「百均だからってお金が少ないって言ってたのはそっちだろ！　俺は絶対行くべきだって言ってたのに」

「悪い悪い。吉祥寺のタイゾー舐なめてたわ。で、そっちは」

「こっちの宝箱は大方。今からそっちぐるりと回ってくかんね」

「やっぱフィールドはくまなく探さないと宝箱回収できない。ゲームは大事なことを俺らに教えてくれたね」

　鴻島は床に顔を付けたまま、そんな会話を聞いていた。遠くにいた一人の声と足音が、倒れている場所へと近づいてくる。同時に、小こ銭ぜにや何かを床にばら蒔まいていく音も大きくなっていた。

　──こいつら、財さい布ふのことを宝箱だって言ってる。

　そのことに気付いたとき、全身にどっと冷や汗あせが吹ふき出た。胸の鼓こ動どうが速すぎて、心臓ごと取り出して握にぎりつぶしたい気分だった。

　──あいつらは、一人一人から財布を奪ってるんだぞ。

　後どれくらいで、財布を回収している男は鴻島のいる通路に差し掛かかるのだろう。何かの気まぐれで、途と中ちゆうで探策を切り上げたりしないだろうか。そもそも、首がある鴻島を、男はどう判断するだろうか。奈々七は今どうしているのだ。

　あらゆる考えが頭の中に浮かび、考えが全くまとまらない。

　──くそ、悪い夢だ。最悪だ。

　そのとき、店の奥から、繰くり返しのメロディーが鳴り響いた。

　誰だれかの携けい帯たい電話が鳴っている。

「……あ？」

「……誰かいるんですかー？」

　その瞬しゆん間かん、鴻島は立ち上がり、店の奥へ駆かけ出した。倒れていた奈々七が起き上がり、涙なみだを浮かべた目で、鳴り響くスマートホンを握り締しめている。

　そのディスプレイには、『ママ』の文字が光っていた。

「……ママから、電話……」

　奈々七は、声を震わせている。

「出ろ。ママに、ちゃんと謝って、今すぐ行くからって言え」

　鴻島は、できるだけ落ち着いた声で、そう告げた。

　──さて、この子だけでも逃げさせられるような何か奇き跡せきが起きてくれればいいが。

　鴻島は、右手に大きめのプラスドライバーを握り締め、自分の頭を隠かくしていたタオルをその拳こぶしに巻きつけ、ちょっとやそっとでは取り落とさないようにした。

「……お母さん？　ナナね、今、タイゾーにいるの。ごめんなさい。すぐに、迎むかえに来て……」

　背後で奈々七の泣き声がそう言っている。

　──バカ、迎えに来て、じゃねえよ。それじゃママも危ない目にあっちゃうかもしれねえだろうが。

「なあ、おい、誰かいるんですか？」

「こそこそ隠れてるのって、卑ひ怯きようだと思うんですけどー」

　二人の若い声は、そう言いながらゆっくりとこちらへ近づいている。やがて、通路の向こうに、帽子をかぶった男と、フードを被った男がゆっくりと姿を現した。

「ほらいたじゃん」

「ねえお兄さん、お金もってたら全部くれない？」

「渡わたす。金なんかくれてやるから、俺たちは見み逃のがしてくれ」

　鴻島の声は震えていたが、自分の声の響きに、いつかどこかで聞いたような懐なつかしさを覚えていた。

　──くそ。これってあれだ。あんときの、月つく夜よ見みが俺に謝ってたときと同じ声みてえじゃねえか。

　それは、覚かく悟ごを決めたときの声、だった。思わず鴻島に苦にが笑わらいが浮うかんだ。

「別に見逃してもいいけど、お兄さんだけね」

「……あ？」

「その女の子は、置いてってもらうけど」

「出たー、ロリコン怖こわいー」
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　帽子の男がフードの男の肩かたを叩たたいてキャッキャッと笑う。

　──何が楽しいんだ、こいつら。

　背後で、奈々七が鴻島の服を強く握り締めたのがわかった。

「大だい丈じよう夫ぶだから。俺が時間稼かせぎするから、思いっきり走って逃げろ」

「時間稼ぎだって。かっこいー」

「かっこよすぎて泣けてくんな。西部劇のガンマンかよてめーは」

「……かないで」

　背中から、消え入りそうな声がした。

「なんだって？」

「……置いてかないで」

「バカ、違う。逆だ。お前が、俺を置いていくんだ。いいか、合図したら、思いっきり走れ」

　だが奈々七は、鴻島の背中に額をくっつけて、ふるふると首を横に振ふった。

「ひとりじゃやだ」

「わがまま言うんじゃねえよ」

　そのとき、距きよ離りを徐じよ々じよに詰つめつつあった帽子の男が、不意に言った。

「そうだ。シャッター閉めちゃおうぜ。そうすりゃすぐには逃げらんねーだろ。お前閉めてきて」

「人使い荒あらくなーい？」

　フードの男は軽い口調でそう言って、入り口の方へ消えていく。

　──シャッター閉められたらめんどくさいな、かなり。

　鴻島が額に流れる汗を、右手に巻いたタオルで拭ふき取ったときだった。

「あれ？　もう閉店？」

　入り口の方から、更さらに新たな声がした。

　──マジかよ、また増えるのか。勘かん弁べんしてくれ。

「──なんだあんた、」

　何かが盛大に割れる音がして、フードの男の声はそこで途と切ぎれた。

「──おい、どうした」

　帽子の男が、入り口の方向を見た瞬間。

　パスッ。パスッ。という軽い音が連続して聴こえた。

「ぎゃっ」という短い悲鳴を上げて、帽ぼう子しの男が顔をのけぞらせた。

「目と歯を守りな！」

　新たな声はそう言いながらも、更に何度もパスッパスッという音をさせる。その音と同時に飛んできた何かが、帽子の男の顔面に次々とヒットし、たまらず男は顔面を両手で覆おおった。

　次の瞬間、巨きよ大だいな茶色い物体が振り下ろされ、帽子を被かぶった男の後頭部へ直ちよく撃げきする。茶色い物体は、盛大な音と共にバラバラに砕くだけ散った。帽子の男は体をくの字に曲げ、倒たおれそうになるのをなんとか支えようと空中に手を伸のばし、ふらふらと無様に揺ゆらした。その手を、別の手が摑つかんだ。

　その新たな人物は、カウボーイハットを被って革かわジャンを着た、長身の女性だった。女は、男の親指以外を握りこむと、思い切り、男の手の甲こうの方へと折り曲げた。

　帽子の男は、涙と鼻水と涎よだれをたらしながら絶ぜつ叫きようした。

　女は、男の声なんかまるで聞こえないような自然な動きで、レジカウンターの横に並べられていたワインの瓶びんを手に取ると、そのままくるり、と回転して、帽子の男の大きく開いたままの口あたりを目掛けて思い切りフルスイングした。

　ワインの瓶は砕け散り、中身と男の血がレジ周りに飛び散った。女は、さもそうするのが自然だという風に表情も変えぬまま二本目のワインの瓶を棚たなから抜き取ると、今度は血と涎とワインをぼたぼたと床ゆかに零こぼしている男の顎あご目掛けて、斜ななめ上から振り下ろした。

　ワインの瓶は割れなかったが、男の首はすごい勢いでほぼ半回転した。帽子の男はそのまま、動かなくなって真横に倒れていった。

「ナナちゃん！　よりにもよって、タイゾーにいてくれてありがとうね！」

　カウボーイハットの女は、鴻島と奈々七の方を見ると、嬉うれしそうな顔でそう言って、帽子の男の頭を、ブーツで踏ふみつけた。

「……お母さん？」

　鴻島は背中に隠れて出てこない奈々七に尋たずねる。

「……知らない人」

　奈々七は、ふるふると首を横に振って答えた。それでも鴻島には、女が悪人には見えなかった。身長が高く威い圧あつ的な印象を受けるが、その顔には、今まで見てきたような男たちの顔に浮かんでいた、邪じや悪あくさがなかった。なにより、奈々七に電話をかけ、彼女のためにここまで駆けつけてくれたのだ。

「えーと……西部劇の、ガンマンさんですか？」

　鴻島はそれでも念のため警けい戒かいは解かずに、女に尋ねた。

「いえ。タイゾーの店員の、漫まん画が家かです」

　女は、帽子を取って深々と頭を下げた。




　　　　３




　灰はい時じは、今や誰も歩いていない住宅街の中で、ようやく足を止めた。

　雪を避さけるように、水鶏くいなと二人で民家の軒のき下したへ入り込み、壁かべにもたれかかった。

「……まだ生きてる」

「……そうですね、不思議なことに」

　そこでようやく、二人は未いまだ手を繫つないだままだったことに気付き、どちらからともなく力を抜ぬいて、手を離はなした。

　気まずい沈ちん黙もくが流れる。

「そういえば」

　水鶏が先に口を開いた。

「途中、私たちを追いかけてきた人たちが、口々に鬼おにだ鬼だ、って言ってましたけど、あれはなんだったのでしょうか」

「私たちっていうか、主に俺に言ってたな……なんだろう。嫌いやな予感しかしないよ」




　灰時と水鶏は象から逃のがれるために、一度井の頭公園の中を突つっ切ろうとしたのだが、すぐにそれが不可能だということに気が付いた。

　公園の向こう、数メートル先にロープが張られ、大勢の警官や報ほう道どう陣じん、野や次じ馬うまなどがこっちを見ていた。灰時と水鶏は彼らに近寄ろうとしたが、見えない壁が行く手を遮さえぎり、どうにも前へ進めなかった。

「ほあ。……結界ですね」

　水鶏が空中に掌てのひらを当てて、呆あきれたようにそう呟つぶやいた。灰時もそれに倣ならって見えない壁に手を当てる。なんの温度も感じられない。温かさも冷たさも硬さも柔やわらかさもないような、そんな壁だった。

　気がつくと、壁の向こうで大勢の人たちが、灰時の顔を指差しながら何かを喚わめいているのが見えた。声や音は全く届かなかったが、その表情が怒いかりや絶望や非難の色に満ちているのはわかった。彼らは警官に、スマートホンのディスプレイをしきりに見せてなにやら訴うつたえていた。

　それを見た警官の一人も、灰時の顔を見るなり、あからさまな憎ぞう悪おの色を顔に浮かべ、視線を逸そらしてしまった。

　──皆みなは何を言ってるんだろう。

　灰時には、スマートホンを起動させて確かく認にんをしてみよう、という考えは一いつ切さい浮かばなかった。ただひたすらに、何か良くないことが起こっている、としか思わなかった。

　枝を踏む音がして、一人の中年の女が背後から現れた。

「あなたたち、まだ生きてるのかい？」

　中年の女はよく通る声でそう訊きいてきた。

「はい！　でも、こっちから先に行けなくて」

　水鶏が中年の女性の方を向き、返事をした。灰時もそちらの方を見る。

　中年の女性は、閉じた傘かさを構えたまま、灰時に狙ねらいを定めていた。

「──やっぱりあんただ。あんたが《鬼》だったんだね」

「……俺が、なんですか」

　灰時には何も思い至らなかった。おに、とはどういう意味だろう？

「お嬢じようちゃん、そいつからすぐに離れなさい。そいつはね、《鬼》なんだよ」

　だが水鶏は中年の女の言うとおりにはしなかった。

「──いえ、この人は、私の友人です。その、なんていうか、鬼なんかじゃありません」

「あんた知らないの。まだ見てないんだね。【ウィスパー】見てご覧。その男のせいで、私たちは今こんな目にあってるんだから！」

　中年の女の目は、説得に応じるような色をしていなかった。

「【ウィスパー】もやってませんし、携けい帯たい電話も持っていませんので。私たち、これで失礼します」

　水鶏は力強い声でそう言うと、灰時の手を取って歩き出した。

「待ちなさい！　あんた、警察に行くよ！」

　中年の女は、道を塞ふさぐように傘を振り回す。

「──警察へ行くような覚えがないもので、失礼します」

　灰時もそう言った。

　次の瞬しゆん間かん、中年の女は獣けもののような雄お叫たけびを喉のどから奔ほとばしらせながら、傘を振り回して襲おそい掛かかってきた。

　水鶏と灰時は別の道へと駆かけ出し、中年の女から逃にげた。




　その後も、井の頭通りを走っていると、灰時の顔を見た人物が何人か得物を手にして襲い掛かってきたため、二人は人通りが少なく、曲がり角の多い住宅街の中へと逃げ込んできたのだった。




「鬼だったら、追いかけられるんじゃなくて追いかけ回す方じゃないのかな、普ふ通つう」

　灰時は一息つくと、スマートホンを取り出し、操作をする。【ウィスパー】のアプリを起動させると、すぐに自分の顔写真がそこに何枚も表示されているのを見つけた。

「──なんだこれ」

『拡散希望』『ＲＴ推すい奨しよう』『絶対に許さない』の文字などと共に、灰時の顔写真が表示される。その下の本文には、『吉祥寺で今起こっているテロリストによる大だい虐ぎやく殺さつの首しゆ謀ぼう犯とされる高校生。見つけたらすぐに捕つかまえること。生死は問わず』という文字が並んでいた。

「ほわあ。ひどいですね、なんですかこれ」

　水鶏もディスプレイを覗のぞき込み、そんな感想を述べた。全く同感だった。

「わかんないけど──どうやらあの象の化物は、俺が呼んだことになってるみたいだね。他ほかにもうんざりするようなデマがたくさんだ。ええと、俺はどうやら、外国の過激派テロリストグループに憧あこがれた頭のいかれた高校生で、既すでに両親は俺によって殺されていて、武蔵野中じゆうに手作りの爆ばく弾だんを設置してからそれらを一いつ斉せいに爆ばく発はつさせて、更にこの後、吉祥寺全体に毒ガスをまくらしいよ」

「……月夜見さんが、ですか」

「……俺が一人、で」

「どんな高校生なんですか、それ」

「小学生の頃ころ、中東でテロリストグループの一員だった過去もあるらしい。そのときのコードネームが、《鬼》」

「思い切り日本語じゃないですか」

　水鶏は頰ほおを膨ふくらませて言った。

「こんな恐おそろしいデマが、すごい勢いで出回っていて、もっと恐ろしいことに、皆がそれを信じてる。……クソ最低だな」

「そんな言葉じゃ足りませんよ。ヘドが出るほどクソ最悪な──よりももっと酷ひどいです。これ以上の言葉は、私は習っていないので、とても口に出せませんが」

　水鶏のその言葉に、灰時は少しだけ笑った。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　水鶏は、灰時の手からスマートホンを取り去ると、そのディスプレイを消して、

「私は、これが事実じゃないことを、ちゃんと知ってますから」

　朗ほがらかな笑えみと共に、そう言った。

　そのとき、灰時のスマートホンが水鶏の手の中で光る。

「ほあ、なんか押しちゃったでしょうか。すみません」

「──いや、メールだ」

　灰時は水鶏から受け取り、届いたばかりのメールを表示させた。母からだった。

『早く帰っておいで』

　それだけの文章だったが、灰時は思わず泣きそうになった。

『俺は何もやってないから』

　それだけ返信すると、すぐにまたディスプレイが点灯する。

『知ってる』

　その文面の上に、灰時の涙なみだが零こぼれ落ちた。

「──俺、クラスメイトの──鴻島ってやつの、個人情報を、ネットに書き込んだんだ」

　灰時は、流れる涙を拭ふきもせずに話し始めた。

「自分の思い通りになったら、って──そんな下らない実験のために、鴻島と大おお迫さこのことを、ネットに書き込んだんだよ。そうしたらあいつら、炎えん上じようして、そんで、退学や停学になって、そんで」

「その話は聞きましたよ、この前」

　水鶏は、なんの感情もこもっていない声でそう言った。

「うん。だから、水鶏さんと会って、俺、もっとまともに生きなきゃってそう考えて、で、鴻島に謝ったんだ。許してもらえるとは思わなかったけど、でも、ちゃんと謝らなきゃって。ほんとは大迫にも謝らなきゃいけないってわかってたんだけど……」

　悔くやしさと惨みじめさで嗚お咽えつが止まらなくなっていた。

「……そういうことをしたら、自分に返ってくるもんなんだ。今、俺が誰だれかの悪意に晒さらされてるってのは、その報むくいなんだよ、水鶏さん。軽けい蔑べつしただろ」

「ほあ。どうしてですか。してませんけど」

　水鶏は、少し怒おこったように眉まゆ根ねを寄せて言った。

「だってあの日も、水鶏さんは……ただ惨めに殴なぐられてる俺に呆れて……帰っちゃって……」

「帰ってません」

　水鶏はキッパリとそう言った。

「……そうなの？」

「警察に連れん絡らくしようと、公衆電話を探してたんです」

　水鶏は頰を膨らませた。

「今時、公衆電話って何処どこにもないんですよ？　ようやく公園の外で見つけて通報して、戻もどってきたらもう誰もいないんですもん。こっちが呆れちゃいましたけど」

「……公衆電話？」

「公衆電話」と、水鶏は頷うなずいた。

「おまけに、次の日も図書館で待ってたのに、月夜見さんは全然来ないし！」

「……図書館で？　待ってたの？」

「図書館で、待ってたの」と、水鶏は頷く。

「せっかくチーム組んだっていうのに、お互たがいの連絡先も知らないままだし、この先どうなっちゃうのかなって、今日までずっとモヤモヤしてたんですから」

　それは灰時も同じだった。

「……ごめんなさい」

「一回謝っただけでは許しません。大体、携帯電話持ってる人って、携帯電話を持っていない人のことを忘れがちです。持ってないはずないって前提で関かかわってくるんですから。月夜見さんはその点、きちんと気を遣つかえる方なのだなあって、感心してましたのに。その私の心を裏切ったわけですから。一度くらいのごめんなさいでは許しません！」

　水鶏は一気にそうまくし立てた。

「本当は、アルカでそのことを追及しても良かったのですが、そんな場合じゃなかったし、ヒデ君さんもいたので、ずっと機会を窺うかがっていましたが、今、ようやく文句が言えました。ブーブー」

　そう鳴いて、水鶏は灰時の肩かたに二回パンチをしてきた。

「ああ、すっきりした」

「ごめんなさい」

　水鶏は、手て袋ぶくろを外し、灰時に握あく手しゆを求めてきた。

　灰時も手袋を外し、それに応こたえる。

「はい。チーム再結成です」

「宜よろしくお願いします」

　灰時は水鶏の掌てのひらのぬくもりを感じながら、さっきまで冷え切っていた心までもが温かくなっていくように感じた、次の瞬間──

　もっと酷い悪お寒かんが、背中を通り過ぎていくのを感じた。髪かみの毛が逆立ち、全身に鳥とり肌はだが浮うかぶ。

　──また象が来る。

　不意にそう確信した。

　つい先ほど、撤てつ去きよ自転車置き場に突とつ然ぜん象の化物が現れたときも、こんな感覚だった。

　──何があった？　あのときと今と、何が共通点だ？

　だが、象はその場には現れなかった。

　──でも、いつ現れてもおかしくない。あのときも今も、同じように覚えたあの違い和わ感かんはなんだったんだろう？　まるで、誰かの視線を感じたような──そんな居い心地ごこちの悪さ。

　額に浮きあがった冷や汗あせを拭ぬぐうと、水鶏が遠くの方をじっと見ていることに気付いた。

「──なにかあったの」

「はい。見つけました──道祖神です」

　水鶏の指差す先に、住宅街の片かた隅すみに追いやられるように、ボロボロになって立ち入り禁止のロープの張られた、二階建ての木造アパートが見えた。
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　当とう麻まは、奈々七に、父親と母親のことを、ゆっくりと、静かな落ち着いた声で話した。

　奈々七は最後まで黙だまって聞いていた。

　そして当とう麻まは父親から預かったプレゼントを奈々七に渡わたした。

　奈々七が包み紙を開けると、それは箱に入ったぬいぐるみだった。

　兵隊たちの日常を描えがいたアクションコメディアニメの、男性キャラクターがデフォルメされた姿でぬいぐるみになっていた。箱には『スルガ兵長』と描かれている。当麻も大好きなキャラクターだった。

　奈々七は、スルガ兵長を箱から出すと、思い切り抱だきしめて、それから、小さな声で泣きはじめた。

　当麻は奈々七を抱きしめて、背中を優やさしく何度も叩たたいた。

「思い切り泣け。今だけは許すから。好きなだけ泣いとけ。気が済むまで泣いたら、後はもう、絶対に泣くな。パパとママを心配させちゃ駄だ目めだ」

　鴻島は、奈々七の背中を見下ろして言った。

「うあ────────────ん。うあ───────────ん。パパ、ママ、ごめんなさい────────」

　奈々七の泣き声は一気に大きくなり、しばらくタイゾーの店内に響ひびき渡っていた。
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　井の頭公園の東側に広がる、どちらかというと高級住宅が並ぶ住宅街の片隅に、そのアパートは朽くち果てたように建っていた。かつては住人が何人も住んでいたであろうそれは、今は見るも無残に打ち捨てられたまま、かろうじて建っているだけだった。

　ボロボロに落ちてしまった壁かべに、色あせたドアが並び、新聞受けにはゴミが大量に詰つめ込まれている。乗り捨てられた自転車や脚の折れた椅い子すが放ほうり出されて転がっている。二階への階段は錆さびて途と中ちゆうで折れており、子供が遊んで入り込んだら危険だという配はい慮りよからであろう、立ち入り禁止、と書かれた黄色いテープが、あらゆる所に巻かれていたが、やはり風と雨に曝さらされ、ボロボロに垂れ下がった皮ひ膚ふのようになってしまっていた。

　──アパートの死し骸がいだ。と、灰時は思った。この建物自体が既すでに、生きている人間からは無視され、そこにあるのに誰の目にも入らないような存在としてここにある。

　水鶏が見つけなければ、灰時の視界にも入っていなかったに違ちがいない。

　そしてその一階部分の一番奥に、道祖神は作られていた。

　崩くずれかかったブロック塀べいがたわんでいる廊ろう下かのその奥は、まだ昼間なのに薄うす暗ぐらく、異界のようだった。一番奥の部屋のドアに、もはや何度も見た細くちぎった布をひも状に結んでできたものが幾いく重えにも張られ、その周りの壁には、泥どろで薄うす汚よごれた軍手が五十組以上、釘くぎで打ちつけられている。等身大の人型に切り抜ぬかれたブルーシートが、まるで立っているかのように、ドアに何百本もの針で貼り付けられていた。

　灰時は驚おどろいていた。

　その装そう飾しよくに驚いていたのではなく、その道祖神が作られている一つ手前の部屋のドアの前に、男女二人の高校生が折り重なるように倒たおれているのを発見したからだった。

　二人のいるあたりの廊下は、血で真っ黒に濡ぬれていた。

　水鶏が駆かけ寄る。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　水鶏は、男子生徒に重なるように倒れている女生徒に声をかけた。

「……うん。まだ、なんとか」

　女生徒は薄うすく左目を開けて、消え入りそうな声でそう言った。

　その顔の右半分は、赤あか紫むらさきに大きく腫はれ上がっていた。上うわ唇くちびるも切れ、頰ほおに血の跡あとが乾かわいている。髪の毛も乱れ、靴くつも片方だけしか履はいていなかった。ふくらはぎに何本もの赤い線が縦に入っている。

「殴られたんですか」

　水鶏は、女生徒の手を握にぎって、静かにそう尋たずねた。

「うん、そう……殴られちゃった、私、たくさんね。でも、助けてくれたの。この人が」

　女生徒はそう言って、大きく腫れ上がった顔の右半分を、男子生徒の制服の上に埋うずめた。

　──もう、感覚がないのかもしれない。

　灰時は、きっとそうだろう、と確信していた。男子生徒の指にも女生徒の指にも、すっかり血の色はなくなっていた。

「……彼女、逃にげてたんだ。大勢から」

　男子生徒が、女生徒の下で、俯うつむいたまま静かにそう言った。

「だから、助けないと、って。何して良いかも全然わからなかったけど、とにかく、助けなきゃって……」

「ありがとう。もういいの、話さなくても」

　女生徒は、男子生徒の顔に掌をあてた。その掌に、べったりと新しい血が付いた。俯いたままなので見えないが、彼は顔に怪け我がをしているのだ。それも、まだ血が止まらないほどに、酷ひどく。

「ようやく二人して、ここまで来たの」

　二人の体の下から流れ出る血は止まる様子がなかった。二人とも、腹部を刺さされているらしかった。それも恐おそらく、一箇か所しよや二箇所ではない。

「──私、痛み止めとか、ガーゼとか消毒とか、探してきます」

　水鶏は立ち上がった。

「いいの。ありがとう。もう手て遅おくれだってわかってるから。優しいね……きみ。ありがとう」

　女生徒は、唇くちびるを少し曲げて言った。ひょっとしたら、笑え顔がおのつもりなのかもしれない。

「……お二人は、ご友人だったんですか」

　灰時は二人の制服を見比べながら訊きいた。男子生徒は学ランだったが、女生徒の方は水鶏と同じ高校──桐咲女子のデザインだった。

「さっき友人になったんだ」

　男子生徒が言った。

「この人、見ず知らずの私のために、飛び出してきてくれたの。かっこよかった」

　再び女生徒は唇を曲げて言った。やはりあれは、笑顔なのだ。

「……君たちも気をつけた方が良い。今高校生は、全員、《鬼》なんだってさ」

「……鬼？」

　灰時の頭の中が、一いつ瞬しゆんで冷え切っていく。

「あいつらは、高校生を見かけたら、それだけで殴なぐりかかってくる……男女関係なくだ。彼女も、髪の毛を引っ張りまわされて……顔を膝ひざで何度も蹴けられて……」

「それを、あなたは、助けてくれた」

　そうして二人は黙ってしまった。眠ねむってしまったのかもしれない。

　灰時はその場にいることができなかった。

　──この二人は。俺のせいで。

　灰時は思わず立ち上がり、雪の中へ出ていこうとする。

「行かないで」

　水鶏が強い声で呼び止めた。

「行かないで、月夜見くん。さっき言ったばかりでしょ──私たちは、チームなのよ」

　それは水鶏の口から今まで聞いたことのない言葉遣づかいだった。敬語で話さない水鶏を、灰時は初めて見た。その目は、深く、静かに、怒いかりを湛たたえていた。

「月夜見くんだけじゃないわ。私も同じ。とっても怒おこってるのよ、今。だから、一人で抱かかえ込まないで」

　薄暗いアパートの一階の廊下の中で、少しだけ差し込む雪の白さが全て飲み込んでしまうように、水鶏の周りだけがぽっかりと暗黒だった。顔も真っ暗で表情は何も見えない。ただ、その二つの大きな目だけが、光を反射してじっとこちらを睨にらみつけていた。

「──大丈夫。どこにも行かない」

　灰時はようやく、自分の中に落ち着きを取り戻もどした。だが、全身の血管の中を物もの凄すごい速度で流れる度どし難がたい怒りが、早くそのぶつけどころを与あたえてほしい、と心臓の鼓こ動どうと同じ速度で幾いく度ども訴うつたえかけてくる。

「ねえ、きみ、同じ学校だね……」

　不意に女生徒が水鶏に話しかけた。

「あ、はい。そうですね。桐咲女子です、私も」

「どこかで私の友だちに会ったら……夕ゆう子こが、謝ってたって伝えてほしいの」

「あなた、夕子さんっていうんですね。覚えました。必ず伝えます。誰だれに、謝ってたって伝えればいいですか」

　水鶏は、女生徒──夕子の両手をしっかりと握り締しめて訊いた。

「──シロ子こ、に」

　そこまで言って夕子は、水鶏から手をゆるゆると離はなし、男子生徒の首元へと巻きつけた。

「ねえ。最低な人生で最低な死に方だけど、私、最さい期ごにあなたに出会えて、本当に良かったって思ってる。本当だよ。今、私、もう死んじゃうけど、とっても幸せなの……」

「……僕も、同じことを、今──」

　目の前に、象の化物が出現していた。

　象は跪ひざまずき、二人の高校生に手を伸のばした。

　灰時は水鶏の体を抱きしめると、そのまま倒れこむようにアパートの外へ転がり出た。

　乾いた音と液体が飛び散る音が二つして、静かになった。

　灰時は水鶏をアパートの外に立たせると、すぐさま脚の折れた椅子を拾い上げ、再び中へ駆け込んでいく。

　象はまだ、そこにいた。不思議そうに首と鼻をゆらゆら揺ゆらしながら、頭のなくなった高校生たちの死体を見下ろしていた。

　灰時は、その細い背中を目め掛がけて思い切り椅子を振ふり下ろした。

　椅子の脚に、肉と骨がぶつかった感かん触しよくが伝わる。象は少しだけ、よろけながら灰時の方に無感情な目を向けたが、次の瞬しゆん間かんには消えてしまっていた。

　灰時は再び振り上げていた椅子を、禍まが々まがしく装飾された一番奥の部屋のドアに何度も何度もぶつけた。腹の底から声にならない雄お叫たけびを振り絞しぼりながら、椅子が壊こわれるまで何度も打ち付けてその装飾を破は壊かいしていった。

　──何処どこの誰がこんなふざけたものを。こんなふざけた世界を。こんなふざけた化物を──。

　やがて部屋のドアは歪ゆがみ、張られていた布も打ち込まれていた釘も抜け落ち、ゆっくりと開きつつあった。

　灰時の両手は椅子やドアや壁の破は片へんや飛び出していた釘や針でいつの間にか傷がつき、血が流れている。それでも灰時は、その道祖神の破壊の手を緩ゆるめるつもりはなかった。

　大きな音が一つして、ドアの蝶ちよう番つがいが外れ、封ふう印いんされていたアパート一階の一番奥の部屋が開いた。

　次の瞬間、部屋の中から飛び出した赤い光が、灰時の胸に入り込み、灰時はそのまま目の前が真っ暗になった。

「月夜見くん！」

　水鶏の声を遠くに聞きながら、灰時はそのまま廊下に倒れこんだ。
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　ようやく泣き止やんだ奈々七を連れて、当麻と鴻島はタイゾーから出発することにした。

　とりあえず奈々七を西荻窪の家まで送り届けることにしたのだ。

　当麻は、タイゾーの商品の中からお菓か子しやジュースや菓子パンを見み繕つくろい、鞄かばんに詰め込んだ。

「──金はいいのか」

　鴻島が訊くと、

「あいつらに奢おごってもらおう」

　と、当麻は、泣きながら頭や指を押さえ、まだ起き上がれない帽ぼう子しとフードの男たちから財さい布ふを奪うばって言った。

　──おっかねえ女だ。

　鴻島は、当麻から奈々七の母親のスマートホンを預かった。そこで久しぶりに、【ウィスパー】を開こう、と思い出した。

　──あいつらの言ってた《鬼おに》ってのは、なんのことだったんだ？
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「月夜見くん、大丈夫ですか？」

　灰時は、誰かに頰を叩たたかれている感触で、意識を取り戻しつつあった。

　──水鶏さん、だ。ええと、俺は今、何してるんだったっけ。

「そうだぜ。こんくらいで気失ってもらうようじゃー、この先色々と困難だぜ」

　──この声は。誰だ。

　小さな男の子の声も耳元で聞こえる。だが、この声には聞き覚えがない。灰時の首元で硬かたい毛並みがさわさわと動いている。

　──誰か、子供がいたのだろうか、あそこに。そうだ。あの、俺が壊した道祖神。祠ほこらの扉とびらが開いて──そこから何か、赤い光が飛び出してきて、それで、ええと──、

「お前は、見事に呪のろい返しを受けたってわけだ。よろしくな、灰時」

　──呪い返し。確か、前に水鶏さんが言ってた──っていうか。

「誰だっ!?」

　灰時は飛び起きた。

　目の前にはアパート一階部分の廊ろう下かで上体を引いてこちらを心配そうに見ている水鶏の姿──しか、見えなかった。

「ああよかった。気がついたんですね。突とつ然ぜん倒たおれるから、吃驚びつくりしました」

　水鶏は大きなため息をつくと、目め尻じりを人差し指で拭ぬぐった。

「──水鶏さん、今、ここに誰かいたよね……？」

「ほあ？　え、いや、ここにはもう──私と、月夜見くんしか、いませんけれど」

　水鶏は眉まゆ根ねを寄せて言った。

「いや、だって今、男の子の声が──呪い返しを、俺が受けたって」

「呪い返し？」

　水鶏は繰くり返し、ハッと気付いたように俺の破壊したアパートのドアに視線を飛ばす。

「……まさか、そんな、本当ですか？」

　水鶏の表情は怯おびえている。灰時の頭がとうとういかれてしまったのか、と不安を浮うかべているようでもあった。

「だって、でも、赤い光が飛び出してきて……そんで、よろしくな、灰時って声が……」

「赤い光？」

　水鶏は益ます々ます顔色を曇くもらせている。

「──いや、なんでもない。多分まだ、混乱してるんだ。大だい丈じよう夫ぶ。気のせいだったみたい」

「気のせいなんかじゃねーよ。残念ながら」

　灰時の目の前に、ソフトボールより少し大きいくらいの小動物が、浮かんでいた。

「わ、わっ！」

　思わず後ずさる。空中に浮かんでいたのは、人間の言葉を話す、ハリネズミだった。

「く、水鶏さん、ほらコレ！　なんか、浮いてる！　ハリネズミが浮いて、喋しやべってる！」

　灰時は空中を指差して水鶏を呼んだが、水鶏の表情は混乱を増しているばかりだった。

「月夜見くん……すみません。私には、何も見えません」

「え……噓うそだろ？」

　灰時は、恐おそる恐る空中に浮かんだままゆっくりと回転しているハリネズミに手を伸ばす。

「水鶏の言ってることは本当だ。俺の姿も、言葉も、灰時にしか見えないし、聞こえてねーのさ」

　ハリネズミは、前足で自分の顎あごの下をぽりぽりと忙せわしなくかきながら言った。

「ど、どういうことだ？」

「灰時が呪のろいを受けたからさ。俺の姿は、呪いを受けてる人たちにしか見えねーんだよ」

「水鶏さん」

　灰時は水鶏に視線を向けた。

「ほあ？　は、はい」

「これ、俺にしか見えてないみたい」

「そ、そのようですね」

「俺が、呪い返しを受けたから見えてるんだって」

「な、成る程」

「……どうしよう」

「月夜見さんは、死ぬのですか」

　灰時はハリネズミへ向き直る。

「俺、死ぬの？」

「別に殺したりしねーよ。普ふ通つうにしてりゃな。普通にしてりゃ、普通に死ぬだけだ。だけど無理したり、俺の呪いの力を濫らん用ようしたりすれば、人より早く死ぬ」

　ハリネズミは灰時の首元に移動し、その周りをすばしこく動き回る。背中の硬い毛並みがさわさわと刺し激げきしてきた。

「呪いの力って……？」

「俺が灰時にくっついている間、俺の影えい響きようがお前にも及およぶって話だ。お前は俺と離れられなくなった代わりに、俺の力を使える。但ただし、使えば寿じゆ命みようが縮まる。うん、シンプルな話だな」

「そんな力いらないから、どっか行ってください」

「お前があの祠ほこら壊こわしたから、扉が開いたんだろ？　神様呼び出すってのはそういうことなんだぜ？　数分前、感情に任せて行動した自分を恨うらめよ、少年」

　ハリネズミはそう言って、小さな前足を灰時の頰ほおにぽんぽんと当てた。

「……神様？　お前、神様なの？」

「神様にお前って言うかね普通。神様が通る祠壊して出てきたんだ。俺が神様じゃなかったらなんだっつうんだよ」

「……なんか低級霊れいとか、そういう」

「……その呼ばれ方は、俺たちはあんまり好まない。覚えておくといいぜ」

「俺たち？　他ほかにも、いるの？」

「後な、お前とか、ハリネズミ、とか呼ばれんのも嫌いやだ。俺には、山茶花さざんか、ってりっぱな名前があるんだよ、人間」

「あのー、すみません」

　水鶏が手を上げて灰時と山茶花の会話を制した。

「私には、いまだになんだか全くわかっていないので、解説してもらえるとありがたいのですが」

「そりゃそうだ。ちょうどいい。俺が神様で、灰時が呪われてるって、一発で証明してやるよ。外に出ようぜ」

　山茶花は空中でくるり、と一回転して、アパートの外を小さな前足で指差した。




「他の祠も壊すつもりなんだろ？」

　山茶花は灰時の顔の前をふわふわと行き来しながら訊きいた。

「なんでそこまで知ってんだ」

「お前の中に入ってる状態だからな。お前の考えてることや知ってることは共有できてる。協力するぜ。あんなもん勝手に作られて、俺たちも迷めい惑わくしてたんだ」

　あんなもん、とは、道祖神のことだろう。

「……やっぱりあれ、良くないものなんだな」

「人を護まもる為ためじゃなく、壊すために細工され設置された、良くない祠、だからな。悪い仕組みのままあの祠を通過した神様は、人を殺すために無む理り矢や理り作りかえられちまう」

　──人を殺すために、無理矢理作りかえられた神様。あの象の化物は、そうやって生み出されたものだったのか。

「だから、あのままじゃなく、灰時みたいにああやって無む茶ちや苦く茶ちやに壊してくれれば、こうやって俺たちは今までどおりに振ふる舞まえるってわけだ。まあ、祠壊した罰ばつとして、呪うんだけど」

「呪わないでいただきたかった」

「月夜見くん、なんて言ってるの？」

　灰時は水鶏に、山茶花から得た情報を伝えながら、吉祥寺の街の東側を北上していく。

　──ヒデ君は今いま頃ごろどうしているのだろう。

　井の頭公園ではぐれてしまった英也は、当初の予定通り、一人で武蔵野中央公園の物置に作られた道祖神を破壊しに行ったのだろうか。

　──いや、あのヒデ君のことだ。一人でそんなことするとは思えない……。きっと今頃、自分より水鶏さんを選んだ俺のことをクソミソに悪口言いながら、どこかで一人震ふるえているに違ちがいない。




　吉祥寺と西荻窪を結ぶ高こう架か下に近づいたとき、背後から声をかけられた。

「おおい、兄ちゃんたち」

　灰時が振ふり向くと、そこにはビールの缶かんを持った老人が立っていた。

「おおい、皆みんないたぞ！　高校生だ！」

　老人が叫さけんだ。

「今度は間ま違ちがいねえ！　こんどこそ、本当に、あいつだ！　《鬼》のやつだ！」

　その言葉で灰時の頭の中に火花が走った。

　──今度は間違いねえ？　こんどこそ？

「あいつらか」

　灰時は水鶏の腕を振りほどき、体を回転させ、老人と、その仲間たちと対たい峙じする。

　四人の男たちが、ぞろぞろと集まってきていた。それぞれ手にナイフや包丁、金かな槌づちや角材を持っている。

「逃にげましょう、月夜見くん」

「先に逃げてくれ。水鶏さん」

　灰時は、もう、心を決めていた。

　──こいつらが、あの二人の高校生を殺したのだ。

　確証があったわけではない。だが同じことだ。こいつらはいずれ、他の高校生にも暴力を振るい続け──殺すだろう。

「相手が多すぎます！」

　水鶏は叫ぶ。

「神様からの、呪いの力を使う」

「よし、灰時。そうこなくちゃな。持ってるもんは、使わなきゃ損だからな」

　山茶花は灰時の肩かたに乗った。

「よし。やろう」

　灰時が山茶花に言った瞬しゆん間かん、山茶花が空中でくるり、と一回転し、灰時の体に入り込んだ。

　次の瞬間、周りの音が消え、男たちの動きが止まった。

「──動きが止まった」

「止まったんじゃない。お前が速すぎるんだ、今はな」

　山茶花の声が、胸の奥から響ひびく。

　灰時は雪の地面を蹴けって、真っ直すぐに走った。目の前に老人の顔が迫せまる。老人の視線は、いまだに灰時が先ほどまで立っていた場所を見つめている。近づくと、確かに止まっているわけではなく、恐ろしく動きがゆっくりになっているのがわかった。空中に舞まう雪の結けつ晶しようすらも、はっきりと観察できた。

　灰時は老人の顎目め掛がけて思い切り拳こぶしを叩たたきつける。老人の顎は少し角度をつけただけで、まだほとんど体勢は変わっていなかった。

「あれ、殴なぐったのに」

「まだ、殴られたことに気付いてねえのさ。それより、一人一人殴ったってつまらねえ。まだ俺の力のメインは使ってねえぞ」

「え、でも、こんなに速く動けてるのに」

「それは、お前が今、半分神様だからだ。それくらいは、呪のろわれたやつなら誰だれだってできる。俺にしかできねえことってのは、その先だ」

　灰時の腕が自分の意思とは関係なく伸のび、ゆっくりと角度を変えつつある老人の頭に触ふれた。

「俺の手、勝手に動かすなよ」

「言うよりやってみせる方が早い」

　老人の頭に触れている手が、赤く発光した。眩まぶしい光が一いつ瞬しゆんその場を照らして、すぐに消えた。

　灰時は恐る恐る確かく認にんしたが、老人の頭部に特に変化は見られなかった。

「──何も起こってないけど」

「もう起こった後だ。ほら、他の四人も片付けるぞ」

　灰時はほとんど止まって見える男たちの間を歩いて移動し、彼らの頭に右手で触れて回った。

「これで終わりだ。お疲つかれさん」

「いや、でも」

「じゃあ俺は戻もどるぞ。一気に感覚が人間に戻るからな。ぐったりすんなよ」

　山茶花がそう言った瞬間、空中に止まっていた雪の結晶が一いつ斉せいに落下した。

「灰時君！」

　背後で水鶏の叫び声がしたと同時に、目の前にいた老人が、顎あごを思い切り捻ねじらせて、一人で勝手に回転し、道路に倒たおれこんだ。

「……あれ？」

　角材を持っていた男は、たった今目が覚めたような表情で道路に立ち尽つくしていた。他の男たちも同様だった。

「……何してたんだっけ、俺」

「……俺も。あれ、ここ、何処だ？」

　男たちは手にしていた武器を地面に落とし、あたりを見回しながら、呆ぼう然ぜんと立っている。

「面おも白しろいぜ。話しかけてみな」

　山茶花が灰時の顔の横で体を丸めながら楽しそうな声を出した。

「あ、あのー」

　灰時は、金槌を持っていた男に声をかけた。

「な、なんだ、君は？」

　男は、まるで汚きたないものでも見るかのような目で、灰時を見た。

「うわ、なんだよ、あいつ」

「こっち見んなよ……」

「どっかに行ってくれねえかな」

　男たちは、灰時を見るなり、そんなことを言いながら徐じよ々じよに距きよ離りを取っていく。

「……なんかすっごい拒きよ否ひられてんですけど」

　山茶花は答えずにただ笑うだけだった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　水鶏が灰時の傍そばまでやってきたとき、再び男たちの態度に変化が生じた。

「う、うわ、制服だ！」

「ほ、本当だ！　制服だ！」

「た、助けてくれ！」

「殺さないでくれ！」

　そう口々に悲痛な叫び声を上げたかと思うと、散り散りに逃げ出していったのだった。

「うわぁ……怖こわいぃ……制服、怖い、怖い」

　足元に倒れていた老人も、水鶏の姿を見るなり、口から流れる血を拭ぬぐいもせずに、地面を這はうように逃げていってしまった。

「……どういうことですか、これ」

「……大丈夫。俺も今から、説明を受けるところだから」

　山茶花の楽しそうな笑い声を聞きながら、灰時は、雪の中に立ち尽くしていた。
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　中なか城ぐすくは、交番の奥で、スマートホンでゲームをしながら、ノートパソコンを眺ながめていた。

【ウィスパー】にも【アワーノート】にも、どんどんと、顔写真が拡散された高校生の情報が、有志たちによって集められている。

【12ちゃんねる】にはそれに関するスレッドばかり立っていた。『《鬼おに》月夜見灰時　Wiki《テロリスト》』というページも作られ、そこにも毎秒ごとに新たな個人情報が次々と書き込まれていた。

　──月夜見、灰時っていうのか。

　中城は更こう新しんボタンをクリックしながら画面を眺める。他ほかにも、吉祥寺の街で月夜見の姿を見た人物からの盗とう撮さつ写真や、一いつ緒しよに行動している女生徒と、もう一人いた男子生徒の顔写真も投とう稿こうされ、拡散している。

　──水みずヶが原はら水鶏。高たか瀬せ英ひで也や。

　水ヶ原や高瀬の顔写真、卒業文集などの情報も、どんどんと世界中へ拡散されていく。彼らは皆、自分たちが正しいこと、いいことをしている、と思い込んでおり、その行動に疑問を持ちはしない。見かけたら、容よう赦しやなく殺してしまっていいはずだ、という過激な意見も少なくなかった。

　──そうだ。殺してしまっていい。あいつらは、俺の、俺のためのこの世界を作ってくれた、あの芸術作品を壊こわそうとしてるとんでもないやつなんだから。

　交番に足を運び、どこそこで月夜見を見かけた、高瀬を見かけた、と報告に来る、善良な市民も少なくない。その善良な人たちのポケットには、死体から奪うばった札束がぎっしりと詰つまっている。だが、中城はそのことについては何も言わない。中城にとって、今は、そういうことを躊ちゆう躇ちよなくできる人間の方が大切だった。

　──あいつらは、高校生を殺してくれるからな。

　中城は淹いれたてのコーヒーを飲んだ。

　交番のドアがノックされ、開く。コートを着た若い女が震えながら入ってきた。

「どうなさいました？」

　中城は微笑ほほえみながら尋たずねる。

　──この状じよう況きようで微笑んでいる警官なんて、おかしいと思われるかな。

「あの、実は……」

　若い女は顔を真っ青にして立っている。中城はパイプ椅い子すを勧すすめたが、首を横に振られてしまった。

「さっき……公園近くで、その……見つけたんです、高校生の二人」

「それはそれは。情報どうも感謝します。で、彼らは？　何処どこに逃げましたか」

「いえ……あの、なんていうか……私、こういうの、変だって思うんですけど」

「──変とは？」

「あの……ネットで見たんですけど、私も……本当に、あの高校生の男の子が、《鬼》なんでしょうか？　その、それを言い出したのは、そもそも誰で、どっから出た情報なのか気になって……調べてみたんですけど、わかんなくって」

「確実な情報ソースがないから、同意できない、と」

「平たく言うと、そうです。皆みなパニックになってるから今、考えられてないだけで……これ、ただのデマなんじゃないかって思ってしまって」

「確かに。ごもっともです。ああ、ところで」

　そう言うと同時に中城は、女の胸に発はつ砲ぽうした。ベージュのコートの真ん中に黒い穴が一つ開き、じわ、と赤黒いものが広がる。中城は続けて二発、発砲して、女は倒れた。

　中城は女の死体を交番の外に引きずり出すと、再びドアを閉めて椅子に座り、スマートホンでゲームの続きを始めた。




　　　　９




「つまり、俺の力ってのは、記き憶おくの書き換かえ、なわけ」

　山茶花が灰時の頭の上で丸くなりながら誇ほこらしげに言った。

「相手の頭に触れて、力を送り込むだけ。それで、相手の記憶は、自分の思ったとおりに書き換えられるってわけよ。すげえだろ？」

「──って言ってる」

　灰時は近くの小学校の昇しよう降こう口に倒れこんだまま、水鶏に伝言をした。

「ほああ。成る程ほど。それでさっきは、あの男の人たちを、制服が怖くて仕方なくなる、という風に記憶を書き換えたわけですね」

　水鶏は缶かんの紅茶を自分の頰ほおにあてながら、うんうんと頷うなずいた。

「あいつら、制服着た高校生を狙ねらって暴行してたんだろ？　だったら、その罰ばつとして、一生高校生に怯おびえて過ごせばいいじゃんよ？　気が利きいてるだろ、俺って」

「──罰、なんですね」

「神様だからな、俺」

　灰時は仰あお向むけになったまま、右手の小指の爪つめを見る。

　爪の真ん中に、小さな星形の白い痣あざが浮うき上がっていた。

　──呪のろいのカウント、か。

　山茶花が説明するには、使った力の分量によって、灰時の命は削けずられていく。そして、呪われた人の両手の爪に、削られてしまった寿じゆ命みようが、痣となって浮き上がるのだった。

　──単純に考えて、両手の爪全部に痣が出たらお終しまいだな。さようなら、だ。

　山茶花の言葉が蘇よみがえる。

　──大人五人の記憶を書き換えて、指一本。

　それが多いのか少ないのか灰時には全くわからなかった。

　──シンプルに考えれば、後九回、この力を使えば、俺は呪いで死ぬってことだ。

「まだ起き上がれませんか？」

　水鶏が心配そうに声をかけた。

「う、うん……あと少し」

　灰時の全身は、山茶花の力についていけず、急激な体力の低下に襲おそわれていた。全身の力が抜ぬけ、歩くこともままならなくなったので、急きゆう遽きよ、近くにあったこの小学校で回復に努めていた。

「神様についていけるような体力づくりをしなきゃな、灰時」

「どんなトレーニングすりゃ、あれについていける体が作れるんだ……」

　山茶花は楽しそうに雪の上を転がりまわっていた。

　──使えば使うほど寿命が縮まる呪い、か。

　灰時はもう一度自分の小指を見る。

「水鶏さん」

「ほあっ？　な、なんですか」

「この先、道祖神は、俺が一人で壊していくよ。もう、呪いなんか一つかかったら、二つも三つも一緒だからね。俺がやるよ」

「そういうわけにはいきません」

　水鶏は右手で灰時の言葉を制し、キッパリと言った。

「私もやります。私たちは、チームなのですから」

「だ、だって、呪われちゃうんだぞ？」

「呪い、どんと来い、です」

　水鶏は自分の胸を拳こぶしで、どん、と叩たたくと突とつ然ぜん、

「ブフー」

　と噴ふき出し、膝ひざにおでこをくっつけるように小刻みに笑い出した。

「な、なんだ、おい？　灰時、水鶏がおかしくなったぞ？」

　──ああ、そういえばこの子、ちょっと変な子だったなあ。忘れてた。

「おかしい……くくく……どんと、って英語だと否定のドントなのに、来いだって……ぷくくく……ぷすー、ぷすー」

「何が面おも白しろいかわかんないけど落ち着いて水鶏さん？　なんか漏もれてるよ？」

　水鶏はそのまま自分の膝におでこをくっつけたまま、小刻みに揺ゆれ続けた。

　──笑えるくらい、気分が落ち着いてきてる、と思うことにしよう。

　灰時は自分の考えに頷いた。

「おいほっといていいのか、これ」

「そのうち治まるか慣れるかするから平気だよ」

「そうか……」

　山茶花は小刻みに揺れ続ける水鶏の背中に乗ると、灰時の方に向き直った。

「それとな灰時。お前はどうやら、寿命が縮まることだけが呪いだと思ってるようだけど、それだけじゃない」

「な──まだ、何かあるのか？」

「あれは呪いというよりか、神様の力を使った代だい償しよう、に近いな。俺の呪いは、もう一つ別にある」

　──なんだろう。何かあっただろうか、あれから。

「灰時、記憶を書き換えたおっさんたちに、滅め茶ちや苦く茶ちや嫌きらわれただろ？」

　山茶花が笑い交じりに言った。あのときの男たちの態度のことを思い出した。まるで汚きたないものを見るかのような視線と、灰時から距きよ離りを取り始める動き。「な、なんだ、君は？」「うわ、なんだよ、あいつ」「こっち見んなよ……」「どっかに行ってくれねえかな」と、吐はき捨てられるような言葉。

「……もしかして、あれが？」

「そう。あれが俺の呪い。──記憶を書き換えた人に、とにかく滅茶苦茶嫌われる」

「……なにそれ」

「呪いだよ、だから」

「じゃあちょっと待って。俺がもし、俺のことを滅茶苦茶好きって記憶に書き換えた場合はどうなるんだ？」

「その人にとっては地じ獄ごくになるだろうなあ。感情レベルでは好きなのに、生体レベルで嫌いになってるんだから」

「生体レベルで嫌われるのかよ、俺！」

　山茶花は笑いながら水鶏の背中にピョン、と飛び上がり、空中で一回転して、水鶏の頭の上に立った。

「他人の脳味噌、自分の都合でいじくるんだ。それくらいで済むなんて優やさしい呪いだとは思わねえか？」

「寿命もしっかり縮まるんだが……」

「大だい丈じよう夫ぶです！」

　水鶏が突然、ガバッと頭を上げた。山茶花は急なことに対処できず、ボールのように落下していった。

「私、仮令たとえ生体レベルで月夜見くんのこと嫌っても、きちんとお手紙書きますから！」

「あ、ありがとう……え、話、聞こえてたの？」

「ほ？　いえ、月夜見くんの声しか聞こえてませんでしたが……月夜見くんが、日々、生体レベルで嫌われつつある、という話かな、と思いましたもので」

「呪い関係なく嫌われつつあるの俺？」

「……そういう話では、ありませんでしたか」

　水鶏は灰時から視線を外して、頰を人差し指でぽりぽり、とかいた。




「──成る程、それはまた、厄やつ介かいな呪いなんですね」

　水鶏は紅茶をずず、と一口飲んだ。

「だから、やっぱりこの先も俺が壊こわすよ。水鶏さんが皆に嫌われる必要はない」

「──嫌われる呪いは俺独自のもんなんだがな」

　山茶花は灰時の目の前に浮かびながら言った。

「他ほかの奴やつらは他の奴らで、また別だと思うぜ？」

　灰時がそれを水鶏に伝えると、「まあまあ」と水鶏は手を上下に振ふった。

「どの道、私、友だちはいませんから。どんな呪いを受けようと、大したことではないです」

「──そうなの？　いや、そういう問題でもないような気がするんだが」

　灰時には、水鶏に友だちがいないというのが信じられなかった。

　──お嬢じよう様さま学校は何か色々あるのだろうか。

「そう言えば」

　灰時は水鶏の通う桐咲女子のことで思い出す。

「さっきの──おんなじ学校の子が言ってた、話」

「夕子さん、ですね」

　先ほど、アパートの前で、その命を散らしてしまった高校生。

「水鶏さんは──シロ子、って名前、聞いたことある？」

　──謝ってたって伝えてほしいの──シロ子、に。

　夕子は、水鶏が同じ学校の生徒だと認にん識しきした上で、その伝言を頼たのんだ。つまり、シロ子、という名前の生徒が、桐咲女子に存在しているのではないか。灰時はそう考えていた。

「思い出してたんです。その名前を」

　水鶏は、リボンの端はしを指でクルクルと回しながら言った。

「──多分、それはあだ名で、本名ではありません。ですが、クラスメイトの人が何人か、そういったあだ名の生徒について、なにやら色々と──あまり、聞いていたくないような噂うわさ話ばなしを、教室でしていたのは知っています」

　水鶏は不快そうな表情を隠かくそうともせずに続ける。

「何処どこのクラスで、何年生かもわかりません。卒業生なのかもしれませんし、不登校なのかもしれません。なんでも、昔はクラスの中心人物になるような、聡そう明めいで美人の人気者だったのですが、何かのきっかけで──」

　水鶏はそこで一度、唇くちびるをかみ締しめた。

「──誰だれかの彼氏を誘ゆう惑わくしただとか色目を使っただとか。真相はわからないですが、とにかくそれをきっかけに、彼女の学校内での立場は、ひっくり返ったそうです。やがて学校に来なくなっても、執しつ拗ように嫌がらせやいじめは続いてたとも、聞きました。どうして、シロ子というあだ名がついたかはわからないです。肌はだがとても白かったとか、名前にシロ、という漢字が入ってたとか──もっと嫌な理由も聞きましたが、それを私は話したくありません」

「俺は聞きたいけどな」

　山茶花が不満げに言ったが、灰時は無視した。

「ですが、私たちのクラスで噂うわさになってたのは、そのことじゃありません。クラスメイトが言ってたのは、シロ子の、アカウントを見つけた、というものでした」

「アカウント？」

　灰時が訊きき、水鶏が頷うなずく。

「【ウィスパー】の、だと思います。──私は持ってないので、そこからの話はよくわからないのですが、クラスメイトの人たちは、そのアカウントをわざわざフォローしたりして、気味悪がっていました。なんでも、フォローを返さないと呪われるとか、フォローしたら呪われる、とかなんとか」

「どちらにしろ呪われるのかよ」

　山茶花が感心したように言う。

「それ──アカウント名、覚えてない？」

　灰時はスマートホンを取り出す。

「それが……さっきから思い出そうとしてるのですが、なにしろ私、そもそもやってもいませんので、んーと……。ですが、とにかく気味の悪い投とう稿こうばかりしてるらしかったです」

　水鶏は頭の両側を人差し指でぐりぐりと押しながら、眉まゆ根ねを寄せる。

「気味の悪い投稿って、なんだろう」

「さあ……確か……呪のろいとか……自殺とか、装置とか言ってたような記き憶おくが」

　灰時の頭のどこかに、装置、という言葉がカチリ、と音を立ててぴったりとはまり込んだ。

「それって──道祖神のことじゃないかな」

「ほあ」

「──シロ子は、道祖神を作って、呪いをこの街に仕し掛かけることを、呟つぶやいてたのかもしれない」

　灰時は、【ウィスパー】で、呪い、装置、自殺、といった単語を検けん索さくし始める。どれも珍めずらしい言葉ではないため、膨ぼう大だいな量の呟きが出てきたのだがその中から、特に「気味の悪い」投稿ばかりを一つ一つ確認していき──やがて、一つのアカウントにたどり着いた。

「これだ」

　そのアカウントは、《みっふぃー》と名乗っていた。




　　　　10




『装置を作った』

『今日も装置を作った』

『私の呪いが全員を殺してくれるのであればどんな作業も辛つらくは無い。むしろそれは私に喜びを与あたえてくれる』

『げいと。』

『神様なんていないから、呼び出す事にした』

『笑え顔がおの人を見たので、猫ねこを殺した』

『装置に猫を使った』

『早く死にたいけど、まだやらなくてはいけない』

『全すべて一人でやりたかったが、やはり誰かが必要だ』

『装置を作った』

『よびしろ。』
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《みっふぃー》の書き込みはおよそ二週間前からぱたりと途と切ぎれているが、それまでには、ほぼ毎日このような投稿があった。

「みっふぃーがシロ子だ。彼女が、道祖神──装置を、作ったんだ」

「──このよびしろ、というのは依より代しろ、のことでしょうか」

《みっふぃー》は数人にフォローされていた。恐おそらく何人かは桐咲女子の生徒──彼女たちは、まだ生きているのだろうか──なのだろう。

「みっふぃーは、一人だけフォローしている」

　灰時は、そのアカウントを表示する。そこには、《監かん視し者しや》という名前が表示されている。

　今度は《監視者》の投稿を見てみる。

「監視者は、基本的にはＲＴばっかだな」

　灰時はそれでも何か呟いていないか、遡さかのぼって探す。《みっふぃー》がフォローしていたのは、他の人には二人の会話が見えない、ＤＭ機能を使うためだと思われた。

　──《監視者》が、《みっふぃー》の必要としてた誰か、なんだ。

　やがて灰時は、《監視者》の呟きを発見した。五日前の投稿だった。




『メモ。栄城付属』




　たったそれだけだった。灰時はそれを水鶏に見せる。

「栄城付属──って」

「栄城大学だ。あそこは、付属の学校が、小学校から高校まである」

「──それに、武蔵野市と、西東京市の境ですね」
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　きつねは、車が走らないためすっかり白くなってしまった武蔵むさし野の八はち幡まん宮ぐうの前の交差点にいた。

　西側から、象の頭の化物が、頭と二本の鼻をゆっくりと揺ゆらしながら歩いてくる。まるで、ふらりと散歩に出かけたような、気楽な足取りだった。

　だが、近くにはもう既すでに、象が頭部を破は壊かいしなければいけないような人間は見受けられない。ほとんどを象自身が殺してしまったからだ。

　──それでもまだ、私みたいに建物や物もの陰かげに隠れて、恐きよう怖ふに震ふるえながらも生きている人たちは何人もいるのだろうな。

　きつねはそんなことを考えながら、八幡宮の鳥居の陰から象の姿を観察する。

　そのとき、三人組の男女が建物の陰から突とつ然ぜん走って現れた。

　彼らは、象の足元へ転がり込むと、雪の上で跪ひざまずき、その額を道路に押し付けた。

「私はあなた様を崇すう拝はいします！」

「私もです！」

「私たちは、象様の信しん奉ぽう者です！」

　──あらら。そっちいっちゃったか。

　男女の三人は雪でぐちゃぐちゃになった顔を何度も激しく上下させながら、象への信しん仰こうを口々に唱え出した。

　象は、そんな三人を、なんの感情もない目で、首をゆっくりと捻ひねりながら、ただ不思議そうに見下ろしているだけだった。

「象様は、この世界を作りかえるために遣つかわされた、救世主！」

「大いなる試練の時代の幕開けを司つかさどるもの！」

「狂きよう気きと快楽に脳のう味み噌そを犯おかされた者どもは、あなたの手によって浄じよう化かされた！　罪深き都は、今清められたのです！」

「私たちは待っていたのです！　あなたが、やってきてくれるのを！」

　──あんたらが待っていたですって？　象が来るのを？　冗じよう談だんじゃないわ。

　象はその場に立ちつくしたまま、その光景をただ見下ろしていた。

　驚おどろいたことに、三人の男女の声を聞いて、更さらに何十人かがどこからともなく現れ、象の足元に次々と跪き始めた。その輪はあっという間に広がっていった。

　やがて、初めの三人が、「幸せです！」と声を上げ始めた。

「私たちは幸せです！　私たちは幸福です！　悔くい改める機会を授さずけてくださったことに！　私たちはあなたを信じ、あなたに生かせてもらえている喜びを嚙かみ締めています！」

　やがてその「幸せです」という声は瞬またたく間に広がっていき、大合唱となった。

　象は、彼らの頭上にゆっくりと手を掲かかげた。

　彼らは一いつ斉せいに静かになり、その手を、祈いのりながら見つめていた。

　その顔は、どれも涙なみだと安らかな笑みで満たされていた。

　次の瞬しゆん間かん、彼らの笑顔は、血と骨と脳のう髄ずいの飛ひ沫まつに変わり、残された胴どう体たいはドミノ倒たおし状に倒れこみ、交差点の真ん中に巨きよ大だいな赤黒い、死体の花を咲さかせた。

　中心にいたはずの象は、もう姿を消していた。
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　遠くで、ぱぱぱぱぱん、という音が響ひびいた。

　鴻島は立ち止まり、灰色の空を振ふり返ったが、すぐに奈々七と当麻のもとへ戻もどる。

「──行こう」

「また、誰だれか死んじゃったの？」

　奈々七が消え入りそうな声で言った。

「気にしなくて大だい丈じよう夫ぶ。今は自分のことだけを考えよう」

　当麻は奈々七の手を握にぎり返した。

　三人は中央線の高こう架か下に沿って移動し、西荻窪を目指していた。

　鴻島は既に、西荻窪と吉祥寺の間に、透とう明めいな壁かべが出現し、通行ができないことを【ウィスパー】で情報を得ていたが、だからと言って目指さないわけには行かない、と考えた。

「ナナの知り合いや友だちに会えるかもしれないしね」と当麻も賛成してくれた。

　三人はまだ見えない壁を実際には見ていなかったが、そこには人々が集まっているという情報を得ていた。壁かべ際ぎわには、大勢の人々が『尋たずね人』と書いた紙を持ち、壁のこちら側から何か情報を得ようと、雪の中並んで立っているらしい。彼らに、奈々七や自分たちがまだ生存している、という姿を見せるのは必要なことだ、と鴻島は考えた。

　だが、本当は怖こわくて仕方がなかった。




　今や、月夜見だけでなく、高校生は全員、《鬼おに》という存在になってしまっている。

　鴻島は、ネット上の──混乱した状じよう況きようでは特に起こり得る──デマの拡散とその飛ひ躍やくの大きさに、再び恐怖していた。

　初め、月夜見の写真と共に《鬼》という文字を【ウィスパー】上で見たとき、怒いかりと恥はずかしさと喜びが同時に心を乱した。ざまあみろ、という気持ちが一番大きかった。鴻島は他ほかの人々が言うように、月夜見がこの現状を作り出した張本人だとは微み塵じんも信じていない。

　だが、そんなデマが瞬く間に広がっていき、高瀬英也や、水ヶ原水鶏の写真と個人情報もどんどんと公開され、やがて何処どこをどう解かい釈しやくされたのか、『高校生は見つけ次し第だい殺すべき』とまでなったとき、恐怖が心を支配した。

　高校生であるだけで、暴力の対象となってしまった。何もしてないのに。同調の力によってあっという間に。

　当麻も奈々七も、そんなデマは全く信じていないのが嬉うれしかった。既にそのときには、月夜見に対するざまあみろ、という気持ちは消えていた。むしろ同情に近い思いが芽生えていた。

　見えない壁の周りには人が大勢集まっている。そんなところへ、出ていくのは嫌いやだった。

　──今度は、笑われるだけじゃなく、殺される。

　だからといって奈々七を当麻に押し付けて一人で逃にげるわけにもいかない。

「年ねん齢れいなんか噓うそつきゃいいじゃないか」

　当麻はあっさりとそう言ってくれたが、鴻島にはそんな噓が通用するとは思えなかった。

「俺は、もう顔バレしてるから……」

　鴻島が、以前ネットで炎えん上じようしたことを話すと、当麻は呆あきれたように言った。

「あのね。武蔵野がこんなことになってんのに、そんなこと気にしててどうする？　今あんたがしなきゃいけないことは、自分のことよりも、ナナのことを考えて生きることなんだよ！　約束したんだろ？」

　そうして、背中を思い切り叩たたかれて──恐怖はあったが、覚かく悟ごを決めた。




「──鴻島君」

　不意に横から、声をかけられた。鴻島は立ち止まり、見回す。だが誰の姿も確かく認にんできない。

「──誰かいるの？　出てきたら？」当麻がグロックをベルトから引き抜ぬいて、大きな声を出す。

「撃うたないでくれ。お、俺だ。クラスメイトだから」

　停められている乗用車のドアが開いて、高瀬英也がわたわたと転がり出てきた。

「高瀬」

「本当にクラスメイトなの？　何してんのあんた、こんなとこで」

「いや、隠かくれながら、暖をとってたんだが──車の持ち主にはきちんと許可取ったんだぜ」

　高瀬が指差す方向には、二人の大人の死体が並べられ、毛布が被かぶせられていた。

「死んだ人から許可って──あ、あたしもやってるか、それ」

　当麻はカウボーイハットを脱ぬいでぼりぼりと頭をかいた。

「高瀬、お前……月夜見と水鶏と一いつ緒しよじゃなかったのか」

「そうだったんだけど……はぐれちゃったんだよね。ハイジ君は酷ひどいやつだ。友情よりも女を選んだ。ハイジ君はリア充じゆうだったのだ。で、ずっとクソミソに悪口言いながら捜さがしてたんだけど、ケータイの充じゆう電でんは切れちまうし、寒いし、高校生だって言われて襲おそわれるし、もうどうすればいいかわからなくなって──暖をとってたというわけさ」

「そ、そうか。……お前、個人情報ネットに流出されまくってるぞ」

「マジかよ。最悪だな」

　高瀬は顔をしかめて舌を出した。

「……そんだけ？　ショックじゃないのか」

「いや、まあ、嫌だけど……鴻島君だって同じことされてただろ。他にもそんな人一いつ杯ぱいいるし……別に、今はそんなことより生き残る方が大事だし」

　当麻が、あははは、と快活に笑った。

「高瀬君とやら、君の方がずっと男らしいな。見た目は随ずい分ぶんとあれだけど」

「あれってなんですか。いや言われなくてもわかってるんで説明はいいです別に」

　そんな二人のやり取りを見て、奈々七が少しだけ笑った。それを見て、鴻島の顔にも笑えみが浮うかぶ。恐怖心は随分と薄うすらいでいた。




「西荻？　行けないよ」

　高瀬は分けてもらった惣そう菜ざいパンをペットボトルの水で飲みこんでから言った。

「知ってんよ。見えない壁だろ」

「なんだ知ってたのか」

「それでも、ナナを知ってる人がいるかもしれない。姿を見せてあげた方がいいだろ」

　当麻が奈々七を抱だきしめながら言う。

「【ウィスパー】で拡散すりゃいいじゃん」

「今はデマばっかだから、ちょっとな」

「まあ確かに……でも今はそれよりも先になあ──あ、そうだ鴻島君、【ウィスパー】で、ハイジ君に連れん絡らく取れたりしない？」

「あいつのアカウントなんか知らねえよ」

「教えるから検けん索さくして。俺が無事であることと、この先の集合場所を伝えたい」

「お前な。今集合場所なんか書き込んだら、高校生狩がりのやつらに待ち伏ぶせされて近づくこともできなくなるぞ」

「あ、そっか──じゃあ、『戦利品を持って集合』でいいから。彼ならそれでわかってくれるから。ありがとう」

「なんで俺があいつにリプライ飛ばさなきゃいけないんだ……」

　鴻島はブツブツ言いながらも、その通りにした。

「ねえ、ところで、今はそれよりも先に、何？」

　当麻は高瀬に訊きいた。

「え？　ああ、西荻行くのもいいけど、行ったって、ナナちゃんを見せることしかできないでしょ？　その後は？」

「その後は……その後考える」

「うん。だから、それだったら、それよりも先にやれることがあるから、それをやった方がいいんじゃないかな、って思って」

「それって、何？」

　当麻は顔を高瀬に急速に近づける。

　そして高瀬は──武蔵野市に設置されているという、道祖神の話を始めた。




「──じゃあお前ら、象が目の前に現れたのに、殺されずに済んだのか」

「まあ……だからこうして喋しやべっているわけだよね」

　高瀬は鼻から息をむふー、と吐はいた。

「つまり、その象が……道祖神？　祠ほこらから出てきて、あんなことしてる、と？」

　当麻は何本目かの煙草を雪に突つき刺さした。

「そう。そんで、そんなのがまだたくさんあるから、破は壊かいしようって話」

「でも、どうして──お前らは助かったんだろう？」

「知らないよ。神様だから気まぐれなんじゃないの。そんなこと言ったらここにいる人はみんな、周りでみんな一斉に死んだのに、どうしてか、生き残ってるぜ」

　──それはそうだ。

　鴻島はそのことがずっと気がかりだった。

　──大迫や美佳が死んで、どうして俺が生き残った？　彼らとの違ちがいは、何だ？　どういう人間が死んでしまった？

「──私、壊こわしたい」

　それまで口を開かなかった奈々七が言った。

「ナナ……いいの？　西荻行かなくて？」

　当麻の問いに、奈々七はスルガ兵長のぬいぐるみを抱だきなおし、頷うなずいた。

「パパとママを殺した、あんなのが──また出てくるのは嫌」

「──よしわかった。じゃあ、一緒に壊しに行こう。英也君、で、その祠とやらは、何処にあるんだい？　案内してよ」

「何処にあるかわかってたら苦労しませんよ……」

　鴻島はそんな三人の会話を聞きながら考えていた。

　──当麻から、奈々七の父親が死んだときのことは聞いた。あのとき、ナヤバシカメラの外にいたにも拘かかわらず、奈々七の父親は中の人々と同時に死んでしまった。だが、すぐ隣となりで煙草を吸っていた男は、死ななかった。二人からさほど離はなれてなかった当麻も、だ。何か共通点があるはずだ──

　鴻島が気がつくと、既すでに当麻たち三人は、来た道を戻もどるように、駐ちゆう車しや場の入り口付近まで歩いてしまっていた。

「おーい置いてくよー」

　当麻が遠くから言った。

「今行く」

　鴻島が歩き出すと、奈々七が、当麻の手を離れ、鴻島のもとへ駆かけてきた。

　──そうだった、一緒に行動するって、約束したんだった。

　鴻島も奈々七へと真っ直すぐ走り出そうとした、そのとき──

　並んだ車の陰かげから音もなく、合羽カツパを着て制せい帽ぼうを被かぶった男が現れた。腕うでを真っ直ぐに伸のばし、その手に握にぎっている拳けん銃じゆうを、奈々七へ向けているのが見える。

　鴻島は一気に速度を上げ、奈々七の体を抱きしめ、駐車場の地面に転がる。

　発はつ砲ぽう音が二つ聴こえた。

　その直後、当麻の叫さけび声とガスガンが発射される音が何発か聴こえ、それに対たい抗こうするかのように更さらに二発銃じゆう声せいが聴こえたが、やがて何も聴こえなくなった。




「大だい丈じよう夫ぶか？」

　当麻が鴻島の体を揺ゆさぶった。

「……あいつは？」

「どっか行った。拳銃の弾たまの予備を持ってきてなかったみたい」

　鴻島は自分の手足がまだ硬こう直ちよくしているのに気付いた。その両手の中には、小さな少女の体がすっぽりと収まって震ふるえている。

「奈々七、無事か？」

　ゆっくりと自分の手を開いていく。奈々七の小さな笑顔が見えた。

「……うん。大丈夫。吃驚びつくりしたけど。ありがとう」

　──良かった。

　鴻島は全身の力が一気に抜けるのを感じた。地面に転がったためか、背中も手足も痛い。

「とりあえず、行こう。遅おくれて悪かった」

　鴻島は乱れた息でそう言った。安心したはずなのに、なぜか呼吸も動どう悸きも治まる気配がなかった。

「鴻島君……立てるか？」

「あ？　立てるよ。ちょっと待って」

　だが、体に力が入らなかった。

　──さっきまであんなに全身硬直していたのに。

「──とりあえず、ＪＲの地下の、商店街に行こう。あそこに行けば、暖も取れるし、綺き麗れいな水もあるし、食べ物や薬も──」

　当麻が鴻島の体を支えて立たせた。

「え？　地下？　いや、祠を壊しに行くんだろ」

「とりあえず落ち着こう、鴻島君。それは後からで良い。取りあえず、今は──休める場所を探そう」

　──どうして休むんだ？　さっきまで惣菜パン食べながら、休んだばかりじゃんか。

　気が付くと、奈々七が、真っ青な顔をして、立ち上がったばかりの鴻島の体を見ていた。

　奈々七の白いダウンジャケットに、血が付いているのが見えた。

「お前、怪け我がしてるじゃねえか！」

「──ごめんなさい」

　奈々七は涙なみだを浮うかべていた。鴻島はようやく、事態を飲み込み始めた。

　鴻島はジャケットの前を開け、視線を自分の腹に下ろした。赤黒い染しみが、緑色のセーターの内側からどんどんと広がりつつあった。
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　五日市街かい道どう沿いの住宅街を西へ進み、灰時と水鶏は栄城大学へ辿たどり着いていた。

「こっちだ」

　山茶花は灰時の目の前を浮かびながら、鼻をひくつかせて、栄城学園内の祠ほこらまでの道を先導する。

　白い息を吐はきながら灰時と水鶏は雪の学園内を走った。

「──あ、ちょっと待ってください。すぐに戻もどります」

　水鶏は足を止めて、『８号館』のプレートの張られた校舎の陰かげに入っていく。

「なんだ、便所か？」

　山茶花がデリカシーのないことを言う。すぐに水鶏は戻ってきたが、その手には長い棒が握にぎられていた。持ち手の部分は細いが、その先は平らに広がっている。

「……それなに？」

「あそこに立てかけられてたの、お借りしようと思って……クリケットのバットです」

　水鶏は二、三回スイングしてみせた。

「これで、道祖神を破は壊かいします」




「お待たせしました」

　山茶花が、空中でくるり、と一回転する。

「ご要望のお品であります」

　灰時達は、栄城大学付属高校の体育館の裏庭にいた。そこに、道祖神はあった。

　──《みっふぃー》の作った装置。

　それは、貯水タンクだった。コンクリートブロックの上に載のせられた、オフホワイトの立方体。その人目に付きにくい裏側部分に、例の装そう飾しよくは施ほどこされていた。細長く千切られた布が結ゆわれ、ひも状にされたそれらが巻かれ、数え切れないほどのカラフルな洗せん濯たくばさみがくっついている。

　丸められた様々な教科の教科書やノートがいくつもガムテープで巻かれており、それらが貯水タンクの屋根に昇のぼるための梯子はしごにびっしりと貼はり付けられていた。貯水タンクとコンクリートブロックの間には、武蔵野市指定である半はん透とう明めいのゴミ袋ぶくろがいくつも並べられており、その中身は使用済みの生理用品のようだった。馬ば蹄てい型に並べられたゴミ袋のその中心の空間には血で黒く染まった、三つの穴が開けられた袋が、こちらを向くように置かれていた。その手前に、五ご寸すん釘くぎで地面に止められた巨きよ大だいな蛙かえるの死し骸がいが見える。

「袋は、まだあります。まだ、神様は来てないってことですね」

　貯水タンクの下を覗のぞきこんでいた水鶏が言った。

「今はまだ、象の奴やつがいるからな。順番だ」

　山茶花の言葉を灰時は伝える。

「ほあ。いっぺんには出てこられないんですか」

「こういう邪よこしまなやり方で、無む理り矢や理り人間の世界に神様引きずり出してんだ。限度ってもんがあらあな」

　山茶花は面おも白しろくなさそうに言った。

「──で、本当にやるの、水鶏さん」

　灰時は尋たずねる。

「はい。ここは私にやらせてください」

　水鶏はクリケットのバットを握りなおす。

「いいじゃねえか。水鶏が自分で進んで呪のろわれるってんだ。意思を尊重してやろうぜ。それに俺としても、灰時にもう一人別の神様がとり憑つくってのも、気分良くないしな」

「その一人にとり憑かれてる俺は既すでに気分良くないんだが」

「呪のろいが返ってくるって知ってた上でやったことだろ？　うじうじ言うな。水鶏だって、それを知った上でやろうってんだ。邪じや魔ましちゃ悪いぜ」

　山茶花は灰時の頭の上できしししし、と笑った。

「──では、やります」

　水鶏はバットを振ふりかぶって、

「……これ、貯水タンクごと壊こわさないといけないんでしょうか？」

　と不安そうな声でこっちを見た。

「女の子にそんなの無理だろ。単純な話、結界を作ってるその布と、神様の世界とこっちを繫つなぐ扉とびらと、依より代しろだけ壊せば充じゆう分ぶんだよ。灰時、伝えてやってくれ」

「──そうだったのか」

　──あんなに無む茶ちや苦く茶ちややる必要はなかったのか……。

　灰時は、水鶏に、ひも状に結ばれた布（結界）と、貯水タンクの蓋ふた（扉）、地面に置かれ血をかけられた、穴の開いた袋（依り代）を壊せばそれで充分だという、山茶花の話を伝えた。

「わ、わかりました。で、ではやります」

「怪け我がしないように、気をつけてね」

　水鶏は一度大きく息を吸い込んでから、バットを振りかぶり、貯水タンクに巻かれた布の帯の真ん中に打ち付けた。極ごく彩さい色しきの布と洗濯ばさみは、貯水タンクに留めてある釘くぎの部分から千切れ、破れ、雪の中へ散っていく。

　銀世界の中に、悪意でカラフルに彩いろどられた悪あく趣しゆ味みな装飾がスローモーションで舞まっていく。それらの呪いを打ち壊すのは、雪降る下、額に汗あせを浮かべ頰ほおを紅潮させた、平らな棍こん棒ぼうを持った──制服姿の少女。

　思わず灰時はその風景に見とれていた。

「惚ほれたか？」

　山茶花が耳元で悪戯いたずらめいた声を出した。

「なっ、何を言ってんだ」

　灰時は慌あわてたが、水鶏にはその声は届いていないようだった。

　水鶏は貯水タンクの下にバットを差し込んで、横一線に薙ないでいく。ばさばさと音がしてゴミ袋の残ざん骸がいが雪の上に散った。

「よし。後は蓋です」

　一息ついて水鶏は、梯子に貼られた教科書やノートの束を剝はぎ取って捨てていき、

「持っていてもらえますか」

　と、クリケットのバットを灰時に手て渡わたした。手て袋ぶくろを外し、梯子を摑んでぐんぐんと昇っていく。

　呆ぼう然ぜんとその姿を見上げていた灰時の視界に、水鶏のスカートの中が一いつ瞬しゆん飛び込み、慌てて視線を外した。

「ラッキースケベだな」

「うるさい。なんでそんな言葉知ってんだ」

「そりゃお前、俺も神だからな。何でも知ってるさ」

「すみません、バット、もらっていいですか」

　貯水タンクの上に降り立った水鶏が、頭上から声をかけてきた。

「あ、はい」

　灰時は差し出されている水鶏の両手に向かって、バットを垂直に投げ上げた。

　水鶏は空中でそれをキャッチし、そのまま思い切り振りかぶると、貯水タンクの蓋目め掛がけてまっすぐに振り下ろした。

　鈍にぶい音が体育館の裏庭に響ひびく。

「もっかい」

　水鶏はそう呟つぶやいて今度は頭上に真っ直すぐバットを振り上げ、そのまま真下へ打ち付ける。

「だ、大丈夫？」

「多分、もう少しです」

　水鶏が何度か打ち付けた後、硬いプラスチックが割れる音がして、細かな破は片へんが飛び散り落下してきた。

　直後、灰時の目の前が青色に輝かがやいた。貯水タンクの中に、強きよう烈れつな青色の発光体が出現し、その色が透すけているのだ。青い光はタンクの中から水鶏が開けた穴の外へと一直線に飛び出し、直後、真下に落下した。

　青い光は水鶏の体へ飛び込む。

「落ちてくるぞ！」

　山茶花が叫さけぶと同時に灰時は貯水タンクの裏側へ走っていく。青い光を受けて失神した水鶏が、貯水タンクの上から背中から倒たおれ落ちてくるところだった。灰時は両手を伸ばし、落下した水鶏の体をしっかりと受け止めた。
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　ＪＲ吉祥寺駅の地下街、クリエ商店街の一番端はしのカフェ店内に、英也たちはいた。

　一番奥の席に鴻島を寝ねかせる。

「あたし、タオルとか薬がどっかのお店にないか見てくるから、高瀬君、キッチンで、お湯とかお願い」

　当麻はガスガンにＢＢ弾だんとガスを補ほ充じゆうしてから立ち上がる。

「大丈夫ですか」

「こっちは粗あら方かた荒あらし終わったみたいだし……。あっちの京王駅ビルのヒカリナの食料品売り場はまだ危ないかもだけど、まあ、なんとかなるでしょ」

　当麻はそう言って、鴻島の手を握ったまま動かない奈々七の頭に手を乗せる。

「ナナ、鴻島君をお願いね。あんたがついていれば、大丈夫だから」

　奈々七は、涙なみだを浮かべたまま、弱々しく頷うなずいた。

「じゃ行ってくるけど。高瀬君、二人を頼たのんだよ。君にかかってるから」

「うう……大役すぎる」

　英也は不安を一いつ切さい隠かくさずに弱気な表情を浮かべる。

「買いかぶらないでくれ。俺はハイジ君がいないとなんにもできないのさ」

「そんなのは高瀬君の思い込みだよ。本当は一人でなんだってできるのに、そんな自分を見てないだけだよ。ハイジ君とやらだって今いま頃ごろ一人で頑がん張ばってるさ」

「でもハイジ君には水鶏さんがいるし……」

「なんだよ。綺き麗れいなお姉さんとこんな可愛かわいい女の子じゃ不満か？」

　当麻は再び奈々七の頭に手を置いて、英也を睨にらみつける。

「いいからとっとと、やれ。できるんだから。じゃ、頼んだよ」

　そう言って当麻はカフェから出ていった。

「はあ……じゃ、お湯、持ってくるから。奈々七、鴻島君の服を、脱ぬがせておいてくれるかな」

　英也が言うと、奈々七は頭を横に振った。

「……怖こわい」

　──そりゃそうか。高校生の俺だって銃じゆうで撃うたれた傷口なんか見たくないよ。

「わ、わかった、じゃあ、やらなくていい」

「……いや、やれ、奈々七。頼む。お前がやってくれ」

　額に汗を浮うかべて真っ青な顔をした鴻島が、命令する。

「鴻島君、そんな言い方ないんじゃないか」

「こいつは、もう一人なんだ。一人でやっていかないと、駄だ目めなんだ、この先」

　鴻島は英也を睨み、奈々七の手を摑つかんだ。

「いいか、奈々七、お前ならできる。お前を助けたのは俺だぞ。その命の恩人のために何かができなきゃお前は駄目な人間だ。駄目な人間にはなるな」

　──もっと他ほかの言い方あるだろう、鴻島君。

　だが、そういう言い方でしか伝えられない言葉もあるのかもしれない、と英也は思った。

「……わかった」

　奈々七は両手で涙を拭ふいてから、ようやく返事をした。

「……俺も、一人でやらなきゃ、な」

　鴻島はそう呟いて、痛みに顔を歪ゆがめた。

　──一人でやってかないと駄目、か。

　英也はその姿を見てから立ち上がる。

　──ハイジ君、俺の中のヒーローだった君だが、その座は他の人に奪うばわれつつあるぜ。

「じゃ、行ってくる」

「高瀬」

　鴻島が、奈々七にジャケットを脱がされながら言った。

「な、なに」

「この店の客にシーツをかけたのは──お前か？」

「ああ、いや──」

　英也は店内を見み渡わたす。テーブルや座席や床ゆかには血が飛び散って乾かわき始めている。座席に座ったまま頭部をなくして死んでいる人々が大勢いたが、その誰だれもに、真新しい白いシーツが被かぶせられていた。

「この店に入ったときから、こうだった。きっと誰かが、かけてあげたんだろう」

「──鴻島も、タオルかけてあげた」

　不意に、奈々七が言った。

「え？」

「……呼び捨てすんな」

「鴻島も、タイゾーのお客さんたちに、タオルかけてあげてたよ。ね？」

「──そうなのか？　こう言っちゃあれだけど、意外だな」

　英也は驚いた。

「別に──小学生に見せるもんじゃないって思っただけだ」

　鴻島が青白い顔を背そむけた直後──

「私がやりました」

　英也の背後で声がした。

　驚いて振ふり向くと、そこには──いつの間に近づいていたのか──陰いん気きそうな顔をした店員が立っていた。

「──いらっしゃいませ。ご注文はいかがなさいますか？」
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「久しぶりね。月夜見灰時君」

　突とつ然ぜん声をかけられて、灰時は顔を上げた。

　栄城大学付属高校の体育館の前のひさしの下に、まだ目が覚めない水鶏を寝かせた直後のことだった。

　夏目川きつねが雪の中に立っていた。

「あ、たしか──夏目川さん」

「きつね、でいいわよ。水ヶ原さん、大丈夫なの？」

　きつねは近づいてきて、灰時の横に腰こしを下ろす。

「あ、ああ、ちょっと今、疲つかれて寝てるだけで──多分、大丈夫」

「無事だったのね」

「きつねさんこそ」

　きつねは眼鏡めがねを押し上げて微笑んだ。

「私はね。ずっと一人で、こそこそ隠れてたから」

「おい灰時、知り合いか？　お前って見かけによらず美人の知り合いが多いんだな。見直したぜ。紹しよう介かいしろよ」

　山茶花がきつねの顔の周りをふわふわと漂ただよいながら茶ちや化かす。

　──紹介したってお前の姿は呪のろわれてる人以外には見えないだろうに。

　灰時は無視して、

「でも、無事でよかった。知ってる人に会えて嬉うれしいよ」

　ときつねに微笑みかけた。

「今も、生きた心地はしてないわ。それにしても、なんなのかしらね、あれ。象の頭の人。人間じゃないよね、あれ」

「信じられないかもしれないけど──神様なんだ、あれ」

「ああ。神様だったのね。それなら納なつ得とくだわ」

　きつねは相変わらず、感情を表に出さずに言った。

「──信じるの？」

「色々見てきたもの。神様が、大勢の人を殺すところ。人間にはあれはできないわ」

　きつねは、今まで見てきた人たちのことを話し始めた。




「──宗教みたいに、象の周りに集まった人たちが、一いつ斉せいに死んだんだ──」

　──初めは、殺されなかった。でも、彼らが幸せだ、と口々に言い出してから、死んだ……。

「何を考えているのかしら」

　きつねが眼鏡の奥の形のいい目を細めて訊きいた。

「条件があるはずなんだ」

「殺される人は、条件を満たしたってこと？」

「そう。例えば──神様と人間の世界の入り口を結ぶ、祠ほこらみたいなもんを壊こわす、とかさ」

「お地蔵様、とか、よびしろ、とか？」

　きつねは、うーん、と口の中だけで言った。

「うん、つまりそういうこと──なあ、神様ってのは、罰ばつを与えるんだよな？」

　灰時は、きつねが傍そばにいることも構わずに山茶花に話しかけた。

「そうだぜ。俺はお前が祠を壊した罰で呪のろいを与えた。神だって暇ひまじゃねえからな。手当たりしだい殺さない。そんなことすんのは、人間だけだぜ」

　山茶花はくるくると空中で回転しながら楽しそうに言う。

「──それ、私に話しかけてる？」

　きつねが言った。

「あいや──独り言」

　その時、「ブフー」という息の漏もれる音が下から聞こえた。

「水鶏さん……気がついたの」

「……なに笑ってるのこの子」

　水鶏は背中を丸めて笑いを堪こらえているようだった。

　──元気そうで良かった。

　灰時がそう思った瞬しゆん間かん、水鶏の背中から青色の光が浮き出て、くるくると回り、蛙かえるの姿になった。

「……ひさしぶりですね、山茶花」

「よお。紫陽花あじさい。お前か、水鶏にとり憑ついたのは」

　灰時の肩かたの上で山茶花は、空中でつまらなそうに腕うでを組む蟇ひき蛙がえるに返事をした。
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「店長が帰ってくるまでは、私がこの店の責任を任されているのです」

　店員は、永えい見み、と名乗った。

「もうシフトの時間は過ぎてるのですが、店を開けたまま帰るわけにはいきませんので」

　永見は厨ちゆう房ぼうで、人数分のコーヒーを淹いれながら話す。

「警察が来るまでは現場はそのままにしておかなくてはいけないのだろう、とも考えたのですが、お客様が不ふ憫びんでしたので、シーツだけかけさせていただきました」

「こんなときに店なんて別に──いいじゃないですか」

　英也は永見の行動に呆あきれていた。

「お客様はそう思うかもしれませんが、私にとっては、違うのです」




　英也と永見はコーヒーを座席まで運んだ。

　奈々七が、消毒液で傷口を洗い、当麻が持ち帰ってきたガーゼを当てて鴻島の傷口にタオルを巻いていた。

「でもさ永見さん、多分だけど店長──帰ってこないと思う」

　話を聞いた当麻が心配そうに言った。

「そうかもしれませんが──本社から連れん絡らくがあるまでは、ここにいようと思っています」

「真ま面じ目めなんですね」

　奈々七がコーヒーにミルクと砂糖をたっぷりと入れながら言った。

「いえ、そんな良いもんじゃありません。そうですね──」

　永見は、少し離れた席の空いている椅い子すに腰を下ろした。

「少しだけ私の話をさせてもらってよろしいでしょうか。ああ、コーヒーを、冷めないうちにどうぞ」




「本当は、今日の出勤はただただ嫌いやなものでした。クリスマスイブに、バイトの予定しかない自分を情けなく思いながら、沈しずんだ心で出しゆつ勤きんしたのです。案の定、お客様は皆みなさんとても幸せそうでした。そんなお客様の接客をしているうちに、心はどんどんと沈みこんでいきました。私以外のバイト仲間も、それぞれに予定を抱かかえている様子でした。バイト仲間たちで、飲みに行く計画もあったようでしたが、それに私は誘さそわれていませんでした。それはいいのです。私自身もそんなものに参加したところで楽しめるとは思っていませんでしたから。そんな風に考えながら、倉庫へ在庫の補ほ充じゆうへ行ったときのことです。突然静かになり、お客様の声もバイト仲間の声も一いつ切さい聞こえなくなりました。倉庫から帰ってみると──この有様でした。何が起きたのかわかりませんでしたが、そのとき私の頭に浮うかんだのは」

　そこまで喋しやべって永見は一度、水に口をつけた。

「──特に、さっきまでと変わらないな、という思いでした。ああ、いえ、おかしな考えだというのはわかっています。ただ、これまでも自分は一人だ、と考えていたものですから──再び一人になっただけだ、と。そんな風に思ったのです。助けを呼ぶために警察に連絡しようかとも考えましたが──店長が帰ってくるまでは、私が一人でこの店を仕切ろう、と思ったのです」

　誰だれ一人、声を出さずに永見の話を聞いていた。

「ですが──まあ当たり前ですが、誰もお客様はいらっしゃいませんでした。レジのお金を奪うばいに来た方はいらっしゃいましたが、コーヒーは誰も注文しません。ですので、やはり、自分がこの店を仕切れる、と考えて実行に移したところで、実現はしないものだ、と諦あきらめていたのです。さっきまでは」

　永見はそう言って、初めて陰気な顔に笑えみを浮かべた。

「ですが、お客様たちがいらっしゃってくれました。私の淹れたコーヒーを飲んでくださいました。なんというか──それで今、ようやく、ホッとしたというか──自分が、誰だれかに必要とされているんだ、と、嬉しい気持ちで、心が一いつ杯ぱいなのです。お礼を言わせてください。こんな頭のおかしな男の道楽におつきあいいただき、どうもあ」

　ぱん。という音がして、永見の頭が破は裂れつし、内側から血と脳のう髄ずいと何本かの五ご寸すん釘くぎが飛び散り、そのお礼は最後まで聞こえなかった。

　永見の背後に、象の化物が立ち、感情のない目を英也たちに向けていた。

　誰も何も言わず、動きもしなかった。英也も同じだった。恐きよう怖ふで心が凍こおり付いていたのだ。

　象は不思議そうに頭と二本の鼻をゆらゆらと揺ゆらした後、その場から忽こつ然ぜんと消えた。

　しばらく沈ちん黙もくが続いた後、

「そうだったのか……」

　鴻島が、小さく呟つぶやいたのが、英也の耳に届いた。
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　灰時と水鶏ときつねは、吉祥寺駅の公園口を目指して移動していた。

「そこに行けば月夜見君のお友だちに会えるの？」

　きつねが訊いた。

「ああ。ヒデ君からのメッセージだ。【ウィスパー】に届いてた。なぜか鴻島の新しいアカウントからだったけど……多分一いつ緒しよにいるんだろう」

「鴻島君……ああ、あの子か」

　きつねはくっくっく、と笑った。

「へえ、夏目川さんは、鴻島君って人も知ってるんですね」

　水鶏が頰ほおを膨ふくらませながらそんなことを言った。

「きつね、でいいわよ、水ヶ原さん。ちょっと夜の公園で色々あってね」

「ふーん。いいですけど別に。ふーん。月夜見君とも知りあいだなんて知らなかっただけでしたから。ふーん」

「つくづく色男だな。よっ」

　山茶花が灰時の頭の上でけたけたと笑ったが、灰時は無視した。

「……それで今、人間に無む理り矢や理り、粗そ悪あくな祠でこちらに引っ張ってこられた私たちの仲間は、象の頭をしてるという話でしたが」

　水鶏の頭の上で腕を組んだ紫陽花は、つまらなそうに言った。

「仲間なんていうほど、お前、友だち意識高いのかよ神の癖くせに」

　山茶花がからかうように言う。

「……人間ではない、という意味で使ってるだけです。相変わらずあなたは一々うるさい」

「そうなんです。象の顔なんですけど……鼻が二本あるんですよ」

　水鶏が頭上の紫陽花に答えた。きつねに会話を聞かれないようにするために、随ずい分ぶんと小声だった。水鶏も呪いを受けてしまったため、今では山茶花の姿も見えている。

「……象の鼻は一本のはずですが」

「だから、無理矢理呼び出されたからだろ？　俺やお前だって、灰時や水鶏が祠を壊さなかったら、頭が三つとか腕が八本とかの姿で現れてたかもしれねーぜ？」

「……その可能性も捨て置けませんね。とりあえず保留しときましょう。その象は、突とつ然ぜん現れるのでしたね？」

「あ、はい。もう魔ま法ほうみたいにパッと現れて、パッと消えるんです」

「……そして私たちみたいに言葉を話すこともない」

「ていうか、知性がないように見えた。ボーッと、頭を揺らしてることが多い」

　灰時が紫陽花に言う。

「……山茶花も、まだ姿は見てないのですよね？」

「運がいいのか悪いのか、まだだな。でも、このお姉ちゃんはずいぶんとよく見てたみてえだぜ」

　山茶花がきつねの顔の前まで飛んで言った。

「……詳くわしく聞きたいですね」

[image: ]

　紫陽花がそう言ったので、灰時と水鶏は顔を見合わせて頷うなずく。

「きつねさん、ちょっと、もう一回、さっき俺にした話を──ええと、水鶏さんにも聞かせてあげてくれない？」

「いいわよ、別に」




「……恐おそらく、爆ばく弾だんですね」

　話を聞き終えた紫陽花は、不意にそう言った。

「お、恐らく爆弾じゃないでしょうか」

　水鶏が、紫陽花の言葉をきつねに伝えるように、逐ちく一いち自分の言葉に変へん換かんしてから言う。灰時と水鶏が神様に呪のろわれていることはきつねには言っていないためだった。

「爆弾？」

　きつねが言った。

「……より大勢の人を殺すために、力をその分、知能に振ふり分けず、殺傷能力に特化させているのでしょう。だから、恐らく、その象は、自分の意思ではろくに移動もできず、ものを考えることもできない」

「あ？　じゃあどうやってそいつは殺して回ってるっつーんだよ」

「……爆弾を誘ゆう導どうしている人物がいれば可能です」

「誘導って？」

　きつねは、水鶏の発言を聞いてから尋たずねた。

「……誘導している人物は、街で、象による罰ばつ──呪のろいが発動させられる条件に見合う人を探して移動し、その条件に見合う人がいる場所へ、象を移動させ、爆ばく発はつをさせるのです」

「一体誰がそんなこと」

　灰時が、水鶏の言葉を待たずに思わず言った。だが、きつねは気にした様子はなかった。

「そりゃもちろんお前、祠ほこらを作って、仕し掛かけを発動させた人物だろうさ」

　山茶花の声を聞いて、灰時は気付いた。

「……シロ子か」

　──シロ子が死んだ状態で神様になり、象の神を操あやつっているんだ。
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　灰時はとうとう、私に気付いた。




　私は自ら命を絶って──私となって生まれた。




　私はそのときから、武蔵野市に作られた結界の中を瞬しゆん間かん的に移動し、上空から──神の視点から人々を見下ろし、観察し続けてきた。

　時には建物の中にも──公園の中にもいて、見ていた。

　私は全すべてを見ている。

　人々にピントを合わせていけば、心の中、何を考えているかまで、知ることができた。

　今も、灰時が心の中で気付いたことを、知ることができている。

　そして私はそんな彼らが、条件に合っているのであれば、そこに象を向かわせてきた。

　彼らに──罰を与あたえるために。

　だが、まだだ。

　まだ、灰時は知らないことがある。




　──私は、シロ子なんかでは、ない。
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「──鴻島、遅おそいね」

　奈々七の言葉で、英也は気が付いた。

　永見の死体にシーツを被かぶせた後、すぐに動く気にはなれず、しばらくそのカフェの中で座っていた。鴻島が「もうだいぶよくなった」と言って起き上がり、トイレへ一人で出かけたのは十分前のことだった。

　英也は付いていく、と言ったのだが、うんこだから来るな、と言われた。幸いトイレは店のすぐ外だったため、まあいいか、と座りなおしていたのだが、

「確かに、遅いかも」

　当麻もソファから起き上がってカウボーイハットを被かぶりなおして言った。

「倒たおれてるのかもしれない。高瀬君、見てきてくれる？」

「わかりました」

　英也も立ち上がり、カフェの外に出る。

　男子トイレの中へ入るが、どの個室も、空いていた。

　英也は驚おどろいて個室を確かく認にんする。

　一番奥のトイレの便座の蓋ふたが閉められ、その上にスマートホンが光ったまま置かれていた。

「大変だ！」

　英也はトイレの外に向かって叫さけんだ。
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　そのスマートホンは、鴻島が預かっていた、奈々七の母親のものだった。

　メモ帳機能が起動されており、そこに鴻島からのメッセージが入力されていた。




『こころ　が　みたされている　ひとが　しぬ』
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　中城は、吉祥寺駅前の交番の前で自転車から降りた。

　武蔵野警察署まで補ほ充じゆう用ように弾だん丸がんを取ってきたところだった。戻もどってくるまでの道すがら、老ろう婆ばと子供の二人連れを撃うち殺してきた。

　──早く捕つかまえてくれよ、お父さん。

　拳けん銃じゆうには残り二発残っている。交番の中でゆっくりと補ほ充じゆうしよう。なにしろ、たくさん持ち帰ってきたのだから、焦あせる必要はない。

　鍵かぎを取り出し、交番のドアを開けようとしたときだった。

　──ガラスが割られている。

「誰だれだ」

　中城は、拳銃を構えてドアを開け、交番の中に入った。

「よう、お巡まわりさん。動くな」

　中城の耳元で、声がして、こめかみに銃じゆう口こうが突つきつけられた。

　視線だけでそちらの方を見ると、先ほど撃った高校生が、青白い顔で拳銃を構えているのがわかった。

「……さっきの、高校生だな。銃じゆうを下ろしなさい」

　──あれは村むら瀬せの銃か。死んでも役に立たないばかりか足を引っ張りやがって。

　こめかみに銃が更さらに強く押し当てられる。

「まず、お前が銃を離せ」

　拳銃を持った中城の両手は真っ直すぐ下に伸のばされている。

　──体を捻ひねってこいつを先に撃てるだろうか。それができたとして、当たるだろうか。それよりも、こいつの体を蹴けって怯ひるませて──

「何も考えるな。言うとおりにしろ、アホタレ」

　銃口で頭を小こ突づかれ、中城は両手をゆっくりと上げた。

　──殺してやる。なめやがってガキが。

「銃を床ゆかに投げろ。おお、映画でしか見たことない台詞せりふを自分で言うことになるとは」

　中城は、拳銃を投げ捨てた。

　次の瞬間、スマートホンの着信音が鳴り響ひびく。

「くそ、意外と早かったな。まあいいや」

　高校生は、電話に出た。

「もうかけてきたか。まあいいけど。そこに書いてあるとおりだ。俺が今から、確認してやるよ」

　──なんの電話だ？

　だがチャンスだ、と中城は思った。

　──電話の内容次し第だいで、手を伸ばしてこいつの持っている拳銃のシリンダーを摑つかむか、撃げき鉄てつのあいだに指を挟はさんでやれば、立場はすぐに逆になる。

「奈々七か？　俺だ。泣くな。いいか。一人で生きろよ。俺も、今、一人でやってる。だから強くなれ。いいか、一つだけ約束しろ。俺のことなんて、好きになったりするんじゃねえぞ。理由は高瀬か当麻に聞け。──そう。約束だ。前にした約束、守れなくて悪かった。今度のは、絶対だ──」

　その瞬間、中城は右手でこめかみに突きつけられている拳銃を払はらいのけ、左手でシリンダーを握にぎり締しめた。そのまま高校生の腹を蹴り飛ばす。体がくの字に折れ、スマートホンが床に落ち、手から拳銃が離はなれた。

　中城はすぐに手の中で拳銃を回転させて握りなおし、まだ下がったままの高校生の頭目め掛がけて引き鉄がねを引いた。

　だが、弾丸は発射されなかった。

「──高校生が実じつ弾だんなんか扱うわけねえだろスカタン」

　高校生はそう言って中城の腰こしに抱だきつき、その顔を目の前に突き出した。その顔は、汗あせまみれで真っ白だったが、目には強い光が宿っていた。

「──なあ一つ覚えておけよ、お巡りさん。俺は、今、とても幸せなんだ。生きてるって感じもするし、未来に希望もある。心の底から満たされてるぜ。リア充じゆうって感じだ──」

　そう言って笑った瞬間、高校生の背後に、象の化物が突とつ然ぜん現れた。

「ひいっ！」

　中城の喉のどから恐きよう怖ふの音が漏もれた。

　象は高校生の頭に手を伸ばす。高校生が、白い歯を見せて笑った──

　ぱんっ。

　軽い音がして、中城の目の前で、その笑え顔がおが、爆はぜた。

　高校生の頭の中から、血液と、脳のう髄ずいと、骨と、歯と、何本もの五ご寸すん釘くぎが飛び出し、中城の顔面を襲おそった。

「ああああああああ」

　中城の体に抱きついていた体は、力をなくし、床に落ちた音がした。

　中城は、それを目で確認することができなかった。

　顔面に突き刺ささった何本もの五寸釘が、両目をも潰つぶしていたためだった。バタバタと手て探さぐりで出口を探し、交番の外へ転がり出て、雪の上を真っ赤に彩いろどりながら、中城は悶もだえ続けた。
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　当麻は、拳銃を手に、もう動かず、雪が降り積もりつつある中城の死体を見下ろしていた。

　交番の外では、奈々七が英也に抱だきしめられて泣いている。

「ちっ」

　舌打ちをして、当麻は、残りの二発の弾丸を、元の持ち主の背中へ撃ち込んだ。
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　灰時たちは、公園口にある、いつも英也と戦利品を見せ合いする喫きつ茶さ店の下で、英也たちと合流した。

　英也は、当麻と名乗る女性と、奈々七という女の子と一いつ緒しよだった。

　水鶏は二人に自己紹しよう介かいをしながら、これまでにあった話を聞いている。きつねは、皆みなと離れた場所で、つまらなそうに空を見上げていた。

「そっか……鴻島は死んだのか」

「でもよ、あいつ、かっこよかったぜハイジ君。象に殺されるやつの条件見つけたって言って……実際に、それを確かめて、そんで、あのクソ警官を殺してくれたんだ」

　灰時は、奈々七の母親のものだというスマートホンを見せてもらった。そこには、鴻島からのメッセージが残されていた。

　──心が満たされている人が死ぬ。

　そして電話の向こうで、鴻島が最さい期ごに言った言葉。

　──リア充って感じだ

　思えば一番初め、象の化物が東遊百貨店の上空に浮うかんでいたときも声がしていた。

　──リア充、爆ばく発はつしろ

　なんのことはない。灰時や英也が夜中のチャットで軽い気持ちで連発していた言葉が、現実に起こっていただけのことだ。

「……悪い冗じよう談だんだ」

　灰時は胸むな糞くそが悪くなる思いだった。本心でないとはいえ、幾いく度どとなく口にしたその言葉。それが、今こうして現実に、人々を殺して回っていたなんて、考えただけで頭がどうかなりそうだった。

「馬ば鹿か、気にしすぎだ」

　突然、山茶花が、灰時の目の前に顔を近づけた。

「うわっ」

「いいか？　一つ単純なことを教えてやる。言ったり思ったりするのと、それを実際にやるのは全然違ちがう。天と地の差だ。そんだけ離れてる距離を一緒くたに考えられるほど、お前は大した人物じゃねえ。だから、気にすんな」

「……心の中を勝手に読むな」

「一心同体なんだ。それくらい、呪のろわれてると思って我が慢まんしろ」

「誰と喋しやべってるんだい？」

　英也が話しかけてきた。

「い、いや、独り言だよヒデ君。これからどうしようか考えていてさ」

「ふーん。当麻さんが、奈々七が疲つかれてるから、どこかで休ませたいって言ってるんだけど、どうしようか」

　見ると、奈々七は既すでに当麻の背中におぶさっていた。

「それもそうだ。どこか、布ふ団とんがあって……死体があんまりないところがいいかな」

「じゃホテルだね。こっからだと東とう遊ゆうインがすぐそこだ。変なやつらに占せん拠きよされてなきゃいいけど」

　灰時は、きつねがこちらへ近づこうとしないのに気がつき、ヒカリナの柱にもたれかかったままのきつねの傍そばへ近づく。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、ああ、うん、私も、少し疲れたみたいね」

　そう言うきつねの顔には、明らかに動どう揺ようの色が浮かんでいた。顔色こそ変わらないものの、視線が落ち着かない。

「みんなに紹介もまだだからしようと思うんだけど──」

　灰時の言葉を、きつねは制した。

「それには及およばないわ。私、家が近くなの。だから、ここでお別れしようと思って」

「じゃあ、ちょっと待ってて。俺と水鶏さんで送っていく」

「平気よ。二人の帰りが危険だわ」

　──俺たちには神様が憑ついてるから大丈夫──という言葉を、灰時は飲み込んだ。

「まあとにかく送ってくから。しんどいならここで待ってて。ホテルに行ったらすぐに戻もどってくるから」

「──わかった。ありがとう。待ってるわ」




　東遊インに奈々七と当麻と英也を残して灰時と水鶏が戻ってくると、きつねの姿はもう何処どこにもなかった。
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「駄だ目め。あっちの方、見当たらない」

　水鶏が言った。

「何処どこ行ったんだ、きつねさん。待っててって言ったのに」

　灰時と水鶏は、徐じよ々じよに暗くなりつつある井の頭通りを、きつねの姿を捜さがして歩いていた。

「もう本当に帰ったのかも」

「だったらいいけど、どっかで誰だれかにさらわれて暴力を受けてるってこともあるし」

「俺も捜すよ」

　灰時の背後で声がして、英也がホテルの方からこっちへ走ってきた。

「い、いや、ヒデ君はいいから、ホテルで休んでてくれ」

「大丈夫だって。つれないことを言うなよハイジ君。俺だって、チームの一員のはずだぜ？」

　──俺と水鶏さんには、神様が憑いてるから大丈夫なんだというわけにもいかないし。

「隠かくしてどうするんだよ。もっとおおっぴらに言っていけばいいじゃねえか、そんなもん」

　山茶花が、灰時の肩かたの上で言った。

「適当なこと言うなよ」

「いえ、山茶花さんの言うとおりです」

　水鶏が、灰時と英也のもとに戻ってきた。

「ヒデ君さんは、私たちのチームです。隠す必要なんてありません。全すべて、お話ししましょう。そこから、進む道も増えて見えてくるかもしれません」




　東遊インの前、京王井の頭線の高こう架か下で、灰時と水鶏の話を聞き終えた英也は、腕うでを組んで「うーん」と唸うなった。

「……信じられんだろ、こんな話」

「ハリネズミと蛙かえるの神様に二人が呪われてるって？　馬鹿にしないでもらいたいハイジ君。そんなの、信じるに決まってるじゃないか」

「……そうなの」

「象の神様がリア充殺して回ってるのを信じられて、それを信じない道理がわからないよ、俺には。とにかく、俺には今、呪いがなんにもかかってないから見えないけれど、二人の頭の上には、ハリネズミと蛙の神様がそれぞれ憑いていて、二人はその神様の力ですごく速く動くことができるってことだろ。信じたに決まってるよ、そんな話」

　英也は自分の胸をドンと叩たたいた。

「流石さすがです、ヒデ君さんは。道祖神の話もすぐに信じてくれたので、そう言ってくれると信じていました」

　水鶏が朗ほがらかに笑った。

　──確かに、そういやそうだった。

「うんうん。よしよし。そうかそうか。おめでとう、ハイジ君」

　英也は灰時の両手を取った。

「何が」

「君はようやく、憧あこがれの、熱血の主人公になれたってことだよ。君の親友として、こんなに嬉うれしいことはないさ。もう一度言うよ。俺は、君たち二人の話を、全て信じた」

　英也は、高架下から出て、雪の降る井の頭通りの真ん中に立った。

「そこで、俺の話も聞いてくれ。俺も今日色々あって、色々考えてたのさ。さっきはチームだろ、と言ったけれど、いつまでもチームでいるわけにもいかない」

「……あいつ、何考えてやがんだ？」

　山茶花が言った。灰時も同感だった。

「一人で、やっていかなきゃいけないんだぜ。こんな世界になったんだ。鴻島が言ってた。当麻さんも言ってくれた。奈々七でさえ、それがよくわかってる」

「わかったから、ヒデ君、もうホテルに入ろう。話は中で聞くよ」

　灰時は嫌いやな予感をおさえきれなかった。

　──ヒデ君は、何かをしようとしている。

「あと少しだからそのまま聞いてくれ。俺もそろそろ一人でなんでもやってやるのさ。でもそれって、二人がいるから、できるんだぜ。矛む盾じゆんしてるかもしれないけど、本当のことなのさ。二人の言葉を、信じたから、やれるんだ。良いかい、二人とも。チャンスは一度きりだと身構えてくれよ？」

「……成る程」

　紫陽花がそう言って、水鶏の体の中に、ゆっくりと入っていった。

　──どうして体の中に入る？　何が、成る程、なんだ？

「なあハイジ君！　俺、今一人だけど、やっぱり、一人って最高だぜって思うぜ？　一人でいることが今、最高に幸せだとおも」

　その言葉が終わらないうちに、山茶花が、灰時の体の中に入った。




　舞まい散る雪が空中で静止する。

　灰時の体は、一気に英也まで距きよ離りを詰つめる。

　英也はまだ喋っている。その目には涙なみだが浮かんでいる。

　そして、その真後ろに、象が立っていた。

　象は英也の頭に手を伸のばしている。

　灰時と山茶花の手が、英也の頭に届いた。

　その右手が赤く光る。

　象は不思議そうに感情のない目のまま、首をかしげて、その手を引っ込め始める。

　同時に、象の真横を水鶏が飛んでいた。

　水鶏の手が、象を、周りの空間ごと、捕とらえた。

　その空間は歪ゆがみ、圧縮され、水鶏と紫陽花の両手の中に収まる。

　水鶏はそのまま、停車しているバスの側面を蹴けり、京王井の頭線の線路へとジャンプを繫つないでいき、上空はるか高くで舞った。

　上空で水鶏と紫陽花は全身を反転させ、はるか下の道路目め掛がけて、ソフトボール大に圧縮した象と、その周りの空間を思い切り投げ下ろした。

[image: ]

　ボール上に丸められた象と周りの空間は、雪の積もった道路へめり込む。積もっていた雪の結けつ晶しようの一つ一つが中央へと雪崩なだれ込み、その下のアスファルトがひび割れ、圧縮されていた空間が元通りになる。

　象の全身はめり込んだ道路の真ん中で、あらゆる方向へ手足を曲げ、顔面と体中の穴から血を噴ふき出させる。

　四つの目は眼がん窩かから押し出され、あらゆる方向に視線を飛ばしながら宙へ舞った。

　根元で分かれていた二本の鼻の内の一本が千切れ、空中でのたうつ蛇へびと姿を変えた。




　灰時と山茶花が英也の記き憶おくを書き換かえ、水鶏と紫陽花が地上に戻ってくる頃ころ、全ては終わっていた。




「人間に戻るぞ」

　山茶花の声がして、灰時の目の前の時間が、一気に速度を取り戻した。

　凄すさまじい破は壊かい音がして、象の化物の死体が、アスファルトに一度、大きくバウンドして、力なく再び落下した。どちゃ、という重量を伴ともなう湿しめった音が聴こえた。

　灰時の全身を疲ひ労ろう感かんが襲おそい、立っているのも手を上げるのも辛つらくなる。

　水鶏が、ふらふらとガードレールへもたれかかるように倒たおれた。

「水鶏さん……」

　灰時は水鶏のもとへなんとか近寄り、その身を起こした。息は荒あらいが、気を失うまではいってないようだった。水鶏の右手の、小指と薬指と中指に、白い星の斑はん点てんが浮うかんでいた。

　──一気に三つも！

　灰時が自分の右手を確かく認にんすると、薬指に新たな星が出ているだけだった。

　──そうだ、ヒデ君は？

　灰時が視線を飛ばすと、そこに、英也はまだ立っていた。

「……ヒデ君」

　灰時は、話しかけたが、何を話していいか思い浮かばなかった。

「……今日は俺、色々あったけど、結局のところ、君に、誘さそってもらえて良かったって思ってるんだぜ。なあ、また、このドタバタが終わったらさ、一いつ緒しよに『アニマ・イド』へ行ってくれるかい」

　英也は、灰時の顔を見つめたまま、ただ黙だまって立っていたが、やがて口を開いた。

「……ハイジ君」

　水鶏が、うっすらと目を開けて英也を見た。

「……いや、灰時。口を開くな。お前が俺に話しかけんじゃねえよ。お前なんか、見るのも我が慢まんできねえ。とっとと失うせろ。二度と俺の前に姿を現すな。俺が、当麻さんと奈々七を、何がなんでもお前から守ってやるからな。最低だぜ、お前」

　英也は灰時にそう言い捨てると、もう二度と灰時を見ることなく、東遊インの方へ去っていった。

「……月夜見くん」

　水鶏が、小さな声で言った。

「……呪いだよ。神様の力を使ったから、仕方ないのさ。どうせヒデ君に嫌われるなら──思い切り憎にくんでもらおうと、そんな風ふうに記憶を書き換かえたんだ」







　エピローグ







　夜が明けて、十二月二十五日。午前七時。空は明るくなりつつあった。

　灰はい時じと水鶏くいなは、雪を踏ふみしめながら歩いている。

　一晩中降り続けた雪は昨日起きた様々な出来事全てを、白く塗ぬり込め、何もなかったように見せていた。

　だが、そのすぐ下には、倒れたままの人々の死体や、動かなくなったままの車が埋うもれている。

　そしてそれは、外からの人々がまだこの街に入ってこられていないことも表していた。

　灰時と水鶏は、東遊インでは休まずに、ナヤバシカメラの裏にある病院に入り込み、空いているベッドで朝まで眠ねむった。

　紫陽花あじさいの力を使った水鶏にも何らかの呪のろいがかけられたはずだが、その事についてまだ灰時は訊きけずにいた。少なくとも今のところ、灰時が水鶏を嫌うようなことは、ない。




「あー、もう辛しん気きくせえなあ！」

　山茶花さざんかが耐えかねたように灰時の目の前で声を荒げた。

「なんだお前ら朝から黙りこくって！　結けつ婚こん六十年目の夫ふう婦ふだってもっと会話するわ！　俺はこーゆー思わせぶりな空気が大っ嫌きらいなんだよ！」

「あ、ご、ごめん」

「……私は別に構わないのですがね。むしろ静かな方が良い」

　紫陽花が水鶏の頭の上で言った。

「うるせえよ蛙かえる野や郎ろう。てめえは好きなだけ黙ってろ。俺は騒さわがしいのが好きなんだよ。おら灰時、なんか喋しやべれ！　水鶏に愛の告白でもしろ！」

「な、何言ってんだバカ。お前こそ黙れ！」

　灰時は真っ赤になって言った。

　水鶏の方を見ると、水鶏も俯うつむいたまま顔を赤らめていた。

　──あれ、何この雰ふん囲い気き。もしかして、これってそういうこと？

　と、考えた瞬しゆん間かん、背中がぞくりとして身構えてしまった。

「バカ。あの象野郎は、俺たちがしっかりとカタに嵌はめてやっただろーが。もうリア充じゆうであることにビクビクする必要はねえんだよ！」

　山茶花が笑いながら灰時の肩かたを、小さな前足でぺしーん、と叩いた。

　そう。つまり、幸せを感じた心のもとに象は現れる。そして、その心が瞬しゆん時じに変わらない内に、象の手が頭に伸びたら、終わりなのだ。

　灰時たちが目の前に象が現れても生き残れたのは、瞬時に、恐きよう怖ふに心が支配されたからに過ぎなかったのだ。

　確かに昨晩、象を倒すことに成功した。

　──山茶花は、俺たちって言うけど、正確には水鶏さんと紫陽花が倒したんだがな。

　象の正体は、蛇だった。二本の鼻の内の一本が、その依より代しろだった。井の頭公園の撤てつ去きよ自転車置き場の下に打ちつけられていた、あれだ。

　だが、象を倒したというのに、まだこの街は結界から解放されていない。まだシロ子こ──《みっふぃー》の設置した祠ほこらが残っているからだ。

　だから灰時と水鶏は夜が開けきる前から、次の祠を目指していた。

　それは、恐おそらく、桐咲女子の近くにある。




「どうして、桐咲の近くにあるって思うんですか？」

　昨晩、灰時の話を聞いて、水鶏が訊きいた。

「うん。ずっと考えてたんだ──単純に杉並区の境に建ってるっていうのもあるけど、シロ子の出身校だからね。何もないはずはない、って思う」

　灰時は水鶏の隣となりのベッドで、天てん井じようを見ながら答える。ベッドの間はカーテンで仕切られ、紫陽花の放つ青い光が、ぼんやりと水鶏の影かげを映し出していた。

「そうでしょうか。私は逆に、桐咲に嫌いやな思い出があったシロ子さんだからこそ、学校には近づかないのでは、と考えましたが」

「うん。でもさ、シロ子にしてみれば、自分の学校の近くに祠を作るっていうのは、避さけられないことだと思うんだよ。なんていうか、これって、シロ子の復ふく讐しゆうなわけだから、さ」

「──ああ、そうか。そうですね。私が、自分で言ったんでした。嫌なものを作ったことを、見せ付けなければ意味がない、と」

　そう。あのオリジナルの道祖神は、校門の上に置かれた首、でなければならないのだ。

　シロ子にとって、桐咲女子の近くにそれを作り、生徒にそれを発見させることは、とても意味があるはずだ。どの道祖神にも、使用済みの生理用品が使われているのがそれを裏付ける。女子校の傍そばでそれが発見されたら、そこに通う生徒は──どんな気分になるのか。




「それに、水鶏さんはシロ子が学校に近寄りたくないって言ったけど、別に、彼女が自分で設置しなければいけないとも限らない」

　灰時は、雪を踏みしめながら、昨晩の話の続きをする。

「それって、どういう」

「シロ子──《みっふぃー》には、協力者がいた」

「ほあ。《監かん視し者しや》ですね！」

「そう。だから、シロ子が学校に近づきたくなくても、《監視者》が代わりに作ってやればいい。今まで自分が作った実物を見せて、結界と、扉とびらと、依り代の設置方法さえ教えてやれば、誰だれでもできる作業だ。根気は要いるけど。恐らく、《監視者》は、【ウィスパー】上のＤＭ機能を使って《みっふぃー》と会話をしながら、これを作る方法を教えてもらっていたんだ」

　灰時と水鶏は会話をしながら、どんどんと住宅街の細い道へと入っていく。

「そして、《監視者》は、シロ子に習ったレシピを使って、桐咲女子の近くに祠を作る。で、その後、シロ子は自殺を成功させて、《監視者》の協力のもと、呪のろいを発動させる──で、今日に至る」

「おい、ビンゴだ灰時。この近くに、祠はあるな──感じるぜ」

　灰時と水鶏は、山茶花の誘ゆう導どうのもと、両側を高いブロック塀べいで挟はさまれた細い路地へと入っていく。

　まだ誰も踏みしめていない新雪に、灰時と水鶏は足を踏み入れた。二人の足あし跡あと以外は見当たらなかった。

　やがて二人の目の前に、鬱うつ蒼そうとした小さな竹林と、その下で抱いだかれているように佇たたずむ、ボロボロの廃はい屋おくが姿を現した。

　山茶花が言ったとおり、それは禍まが々まがしく飾かざり付けられていた。廃屋が一つの、大きな祠だった。

　そしてその装そう飾しよくの下に、人間が一人、雪に埋もれて横たわっているのが見える。

「……誰か死んでます」

　水鶏が昨日の朝から降り続いた雪に埋もれてしまったその死体を見て言った。

「うん。でも、この人には首がある。象に殺されたんじゃない」

　そう言って灰時は、その死体の傍に膝ひざを突き、雪を払はらい始めた。

「この人は、昨日の朝の時点で既すでに死んでいたんだ。それからずっと、ここで雪に埋もれてたんだ」

　灰時の手が雪をほとんど払いのけた。桐咲女子の指定のダッフルコートと、その下の制服が見える。

「……シロ子さんですか？」

　灰時は頭の上の雪を払いながら首を振ふった。

「シロ子は、桐咲女子には近づきたくなかったから近づいていない。これは、シロ子の、協力者の人だよ」

　そう言って灰時は、顔の雪をすっかり払って立ち上がり、水鶏に見せた。

「え……？　そんなはずありません。この人が、こんなところで死んでいるはずが、ありません！」

「でも事実だ。この人が──《監視者》なんだよ」

　灰時は、すっかり凍りついてしまった──夏目川きつねの顔を見下ろして言った。

　そうして顔を上げて、

「そうだよね？　夏目川きつねさん」

　と、私の方を見て、言った。




＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




「気付いてたのね」

　私は、竹林の上から、宙に浮ういたまま、二人を見下ろして言った。

「今日の朝、わかっただけだよ」

　私は、音もなく地面に降り立ち、灰時と水鶏の顔を見て、改めて頭を下げた。

「昨日は──先にいなくなってしまって悪かったわ」

「いなくなったんじゃなく、見えないところに移動しただけだよね？　瞬間的に」

「そうね。その通りだわ」

「ちょちょちょ、ちょっと待ってください。まだついていけていません私。きつねさんは──双ふた子ごだってことですか？」

「あのなー水鶏。双子だからって、こいつが今、宙に浮いてて瞬間移動する理由にはならねえだろうが」

　山茶花が水鶏の頭をぺしぺしと小さい前足で叩たたく。

「それはもちろんそうですが──」

「……つまり、あなたも、この装置を使って、邪よこしまな手順で死に──自らを神様にしたのですね」

　紫陽花あじさいがつまらなそうに言った。

「そういうこと。《みっふぃー》の作った装置と、あの子の血は、全部今までで使い切ってた。でも、私が新たに、自分で作ったこの装置には、自分の血が必要だった」

「だから、死んだ。自らの喉のどに、五ご寸すん釘くぎを打ち付けて──自らが依り代となることで」

　地面に横たわる私の喉には、五寸釘が三本、深く突つき刺ささっていた。傍かたわらに金かな槌づち。

「大変だったよ。一本だけで死ねるかな、と思ったのに、全然無理で。そっから二本」

　私は思い出す。昨日の朝のことを。




＊＊＊＊＊＊＊＊




　──『装置』が作動するまでどれくらいの時間がかかるのだろう。すぐ、だろうか。それとも、じっくりと、時間がかかるのだろうか。それまでに誰かに破は壊かいされてしまうだろうか。もう、確かく認にんはできない。今日まで上手うまくやれた方が幸運だったのだ。

「叶かなえよう──君と、私の願いを」

　私はそう言って、流れる涙なみだも拭ふかずに最後の準備に取り掛かかる。

　装置を作動させるには、術者の血が必要だ。そして、これは私が作った装置だ。だから、私が自分の血を流さねばならない。自らが、よびしろ──となって。




　そして私は死に、流れた血が装置に染しみ込み──私こと、夏目川きつねは、神様となって生まれることができた。




　私は監視した。結界の中を上空から。ナヤバシカメラの中から。タイゾーの中から。ダイヤ街の中から。井の頭公園の上から。栄城学園の上から。木造アパートの上から。

　全ては、私の視点の中で起きた出来事だった。




　私はもう死んで神様になっていた。だから、誰にも見られることはなかった。声を聞かれることもない。だが、灰時と水鶏は、あろうことか装置を壊し、呪われ、神と同じ目と耳を得ることができた。

　だから、私は二人の前に姿を現すことにした。

　本当は山茶花の姿も紫陽花の姿も見えていたし、声も聞こえていた。でも、まるで無視するように努めた。

　私は《監視者》だ。監視することが喜びであり、《みっふぃー》の仕し掛かけた呪いの行方ゆくえを見続けながら、条件に合う人物がいたら、罰ばつを与あたえるために象を送り込むのが仕事だ。

　二人に正体を明かしてはいけない。そんなことをすれば《監視者》でなくなってしまう。

　私は、《みっふぃー》の代わりに、この呪いをかけられた街の最さい期ごを見届けなければいけないのだ。




＊＊＊＊＊＊＊＊＊




　私は、灰時と水鶏に、話し終えた。

　私が《監視者》だと知れてしまっては、もう隠かくす必要がない。それに、残された時間はあまりないだろう。尋たずねたいことを訊いておかねばならない。

「──どうして、私が《監視者》だと気付いたの？」

　灰時は、今朝けさ気付いた、と言っていた。だとすれば、それはなんだったのか。

「いえ、大したことじゃないんだけど……きつねさんが、よびしろ、って言ってたのを思い出したんで」

　よびしろ、がどうしたというのだ。

「本当は、依より代しろ、なんだ。でも、シロ子こと《みっふぃー》は、何故なぜか、【ウィスパー】で、よびしろ、って間ま違ちがえて書いてる。で、この祠に設置された依り代のことを、よびしろ、って名前で理解してるのは、《みっふぃー》の他ほかには、《監視者》だけだから」

　私は、一いつ瞬しゆん頭の中が真っ白になった。昨日、栄城付属高校の体育館の前で、水鶏が目を覚ますまでの間、話していた会話。

　──そんなことで。

　どうやら私は、完全に、《監視者》失格らしかった。情けなくて笑えてくる。いや、そもそも、《みっふぃー》の代わりに最期まで見届けよう、などと考えたのが間違いの始まりだったのだ。

　なぜなら、もう既に──。

「俺からも質問があるんだけど」

　灰時が私に言った。

「昨日の夕方、ヒデ君たちと会った後、急に様子がおかしくなって遠くからみんなのいる方へ来なかったのは──ヒデ君たちには姿も見えないし、声も聞こえないから、ってだけじゃないよね？」

　──ええ、そうよ。その通り。

　私は頷うなずいた。もう、声が出せなかった。

「きつねさん！」

　水鶏が青ざめた顔で叫さけんだ。優やさしいのね、この子は。私と同い年なのに、どうしてこんなにも──私たちの見る世界は変わってしまったのかしらね。

「きつねさんは怯おびえていました。それは、自分が見ていない間に、鴻こう島じまが、象に殺されてしまったから──ですね？」

　──ええ、その通り。あのとき、私はとても怯えていたの。

　──だって、なぜなら、

　私の首に刺さった五寸釘が、押し戻もどされていく。刺さっていた三つの穴から血が溢あふれ出し、私は、もう既に──喋しやべれない。

　──鴻島くんが象に殺されることはなかったはずなのよ。

　──だってあのとき、私は瞬しゆん間かん移動もせず、宙にも浮かばず、

　──あなたたち二人と一いつ緒しよだったんだから。

　──だから、私以外にも、象を操あやつれる人がいるんだって気付いてしまったの。

　──そんなことができるのは、私以外には一人しかいないわ。

　──いないものだ、と思ってた《みっふぃー》が、あの子が、シロ子こが、

　──ずっと初めからそこにいて、

　──神となって宙に浮かんだり、

　──ダイヤ街や武蔵野八幡宮や、

　──栄城大学で、あなたたちと一緒にいる、

　──そんな私の姿すら、見ていたことを、

　──知ってしまったから。

　私の首の内側から、次々と、私が刺した覚えのない、新たな五寸釘が突き出てくる。ごぼごぼと血は止まらない。首の内側から外に向かってゆっくりと突き出てくる幾いく本ほんもの五寸釘が、次々と雪の上に落下する。それでも、釘の排はい出しゆつは止まらない。

　もう既に私の首は皮一枚というレベルではなく、まだ繫つながっているのが奇き跡せき、というところまでに穴だらけになってしまっているだろう。

　──さようなら、灰時君と水みずヶが原はらさん。山茶花と紫陽花も。

　──この子は手ごわいわよ。せいぜい頑がん張ばっ──

　次の瞬間、私の視界は雪の上に落下して真っ暗に消えた。







　その日、一人の女生徒が死んで──私が生まれた。




　シロ子と呼ばれて蔑さげすまれ忌いみ嫌きらわれた女生徒が死んで──私が生まれた。




　私はその日から、見続けている。

　私が死んだ、二週間前から。




　私の自殺を、目の前で見た夏目川きつねの姿も、ずっと見ていた。

　きつねのはるか頭上から、じっと。

　私の存在に気づかず、神になったつもりで人々を見み下おろしている《監視者》のはるか上から、私はずっと、彼女を監視していた──既に感情の無い目で、ずっと。




　そして今は、きつねの取れて落ちた首の断面から頭を出し、目の前の灰時と水鶏、とり憑ついている二匹ひきの神様の顔を、私はじっと見ている。




　挨あい拶さつでもしてやろう。
















「まだ──逝いきてるの？」







　あとがき







　どうも皆みな様さま初めまして。黒くろ清す餡あん凪なと申します。

　この物語は当初の企き画かく段階では、「リア充じゆう爆ばく発はつしろ」とか普ふ段だんから言っているような男子高校生が、神様に「そんなことを言うお前には、本人が望んでいないのにリア充になってしまう呪のろいをかけてやろう」と言われたところから始まるドタバタ学園ラブコメディになるはずでした。

　ですが、できあがったのはご覧の通りのものです。……なにがどうなってこんなことに……？

　もしもこの作品が続いていくのであれば、この先、次し第だいにドタバタ学園ラブコメディにシフトチェンジしていく可能性も残っているかもしれません。どこをどうすればそんなことになるか見当もつきませんが。

　謝辞を。担当編集のＯさん。原げん稿こう遅おくれてすみませんでした。最後まで付き合ってくださいましてありがとうございます。イラストの奈な津つナツナさん。美び麗れいで不気味なイラスト、本当にありがとうございます。そして最後になりましたが読んでくださった読者の皆様。お付き合いいただきありがとうございます。

　またお会いできればこんなに嬉うれしいことはありません。それではその日まで。
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